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【巻頭言】 学生スポーツとしてのソフトボール

副会長 中 野 元 （熊本学園大学）

日本のスポーツは、学校体育や企業スポー

ツを基盤とした「する」スポーツを中心に発

達してきました。

近年、少子高齢化やバブル崩壊後の長期的

な経済不況、急速な高度情報化など、社会背

景の変化とともに、企業スポーツ等の衰退、

子どもたちの体力低下などスポーツ界も多く

の課題に直面しております。

このような社会背景の変化とそれに伴う価

値観の多様化、ライフスタイルの急激な変化

は、人々のスポーツへの関わり方にも大きな

変化をもたらし、「する」スポーツだけでな

く、「みる」・「ささえる」などのさまざま

な関わり方が存在するようになってきていま

す。

スポーツ文化を豊かに享受する能力とは、

プレイヤーが自らスポーツをすることに意義

と価値をもち、スポーツの競技規則、スポー

ツマンシップとフェアプレーに代表されるマ

ナー、エチケットなどのスポーツ規範に基づ

き主体的・継続的にスポーツの楽しさや喜び

を味わうことです。

これらの能力を育成するためスポーツの指

導者は、自らがスポーツ文化を理解し、プレ

イヤーとお互いに尊敬しあい、プレイヤーの

立場に立ち、サポートしなければなりません。

また、これまでの指導は、個々人が持つス

ポーツの目的を合理的に達成するための方法

としてスポーツ技術・戦術に関する指導が中

心となっていましたが、スポーツの行い方や

取り組み方、とりわけスポーツに意義と価値

を与えるスポーツ観、競技規則だけでなくス

ポーツマンシップとフェアプレーに代表され

るマナー・エチケットなどの道徳的規範を指

導することがスポーツ文化の豊かな享受能力

を育成していくためには重要なことです。

近年、国民の１人ひとりが自己の能力や興

味・関心、ライフスタイルなどに応じて主体

的にスポーツを実施していくという生涯スポ

ーツ社会の実現を図るために、多様なニーズ

を抱合し、多様な活動が可能となる地域に密

着した総合型地域スポーツクラブの育成が重

要視され注目されています。(財)日本ソフト

ボール協会とともに、(財)日本体育協会が進

める「ソフトボール指導員」等の資格は、そ

れに寄与するものであり、資格取得の過程を

通して幅広い知識・技能の習得と指導者とし

ての資質の向上並びにスポーツ文化への貢献

が期待されています。学連としてもこれに積

極的に関与して参りたいと存じます。

４
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【事業報告】 平成21年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 末 井 健 作（兵庫県立大学）

本学連の事業である文部科学大臣杯第44回全日

本大学ソフトボール選手権大会は（主管：宮崎県

ソフトボール協会、宮崎市ソフトボール協会）、

「スポーツランドみやざき」の中核都市として、

夢・感動あるスポーツ都市づくりを推進している

宮崎市において開催されました。男子の主会場と

なった宮崎県総合運動公園はプロ野球読売ジャイ

アンツのキャンプ地として、また女子会場の生目

の杜運動公園はソフトバンクホークスのキャンプ

地として使われている素晴らしい環境と施設で、

選手の熱気溢れるプレイと詰め掛けた多くのソフ

トボールファンの応援で大いに盛り上がった大会

となりました。このように素晴らしい施設の提供

とスムースで献身的な大会運営で心に残る大会を

主管くださいました宮崎県ソフトボール協会・宮

崎市ソフトボール協会及び関係者の皆様に厚く御

礼申し上げます。今後の開催においては、今回の

ように会場に照明施設があること、観覧席がある

こと、会場が隣接されていること等にも配慮して

大会運営に当たりたいと思います。

男子は日本体育大学が投打共にバランスがとれ、

大会２連覇で通算28回目の優勝を、女子も東北福

祉大学が力強さとチームワークの良さを遺憾なく

発揮し大会２連覇で通算３回目の優勝を果たしま

した。本大会は男女とも新旧の争いがさらに激し

さを増し、レベルの高い戦いが今後も続くことが

予測されますが、本学連はさらに選手の品格と技

術の向上を目指し、ソフトボール界を代表する大

会となるよう努めたいと思います。また、学生役

員は開・閉会式の宣言、監督会議の受付、各会場

での情報収集等のサポートなどを務めました。特

に、開会式終了直後に行われた第８回ワールドゲ

ームズ（台湾・高雄市）に出場し、金メダルを獲

得した大学女子選抜チームの優秀選手表彰の司会

進行という大任も果たしました。今後は学生役員

の役割がさらに重要になります。

2009年２月には４回目となる本学連男子選抜チー

ムをニュージーランドに派遣し、技術の習得は固

よりホームステイを通じて国際交流を深めること

ができました。今後も、男女いずれも国際大会へ

の派遣は継続することが重要です。近い将来、日

本において世界大学選手権大会の開催を視野に入

れた事業の計画も検討する必要があります。

後援した東日本、西日本大学選手権大会および

オープン大会（５地区：７大会）は、関係者のご

協力により成功裡に終えることができました。本

大会は主管くださるソフトボール協会関係者の皆

さんと連携しながら、さらに充実した大会に発展

させていただきたいと思います。オープン大会は

全地区（９地区）での実施を目指しています。各

地区にはリーグ戦や大会等がありますが、地区を

越えたオープン大会の開催が大学ソフトボールの

普及と発展に繋がることを期待しています。また、

各地区の学生役員の組織の確立と学生役員相互の

連携を図ることが求められています。本学連役員

の皆様のご協力をお願いします。

本学連は、「ソフトボールに関する研究（ソフ

トボールを科学する）」を発展させることも重要

な役割であり、今後、若い指導者の意欲的な研究

活動を期待しています。

加盟大学は地域との連携と普及を図るため、ソ

フトボールの指導を推進してください。学生の皆

さんには、ソフトボールの指導を通じて社会への

貢献と普及活動に協力してくれることを切望して

います。今後とも、関係者の皆様の絶大なるご支

援・ご協力をお願い申し上げます。

５
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【特 集】 第８回ワールドゲームズ2009 in 高雄

大学女子日本代表 金メダル獲得！ チーム一丸の戦いでついに『頂点』に

●代表選手

№ 守 備 氏 名 所 属 学年

１ 投 手 長 南 友 子 東北福祉大学 ４

２ 〃 重藤恵理佳 日本体育大学 ４

３ 〃 西 岡 里 恵 園田学園女子大学 ３

４ 捕 手 石 田 奈 々 東北福祉大学 ４

５ 〃 岡 田 佳 織 山梨学院大学 ２

６ 内野手 粕 張 舞 東北福祉大学 ３

７ 〃 小 柳 薫 東京女子体育大学 ４

８ 〃 井 上 愛 東北福祉大学 ３

９ 〃 森 田 涼 園田学園女子大学 ３

10 〃 谷 池 紫 穂 園田学園女子大学 ４

11 〃 西 川 友 理 東京女子体育大学 ４

12 外野手 森 さやか 東京女子体育大学 ３

13 〃 大村英利佳 大阪国際大学 ３

14 〃 田 邊 奈 那 環太平洋大学 ３

15 〃 浜 渦 聡 美 環太平洋大学 ２

●スタッフ

・ヘッドコーチ：久保田 豊司（大阪国際大学）

・コーチ：舟山 健一（東北福祉大学）

木田 京子（園田学園女子大学）

・総務兼マネージャー：人見 いずみ（淑徳大学）

・トレーナー：種田 祥子（日本協会）

●大会概要

７月17日(金)～20日(月)、台湾・高雄で「第８

回ワールドゲームズ2009 in 高雄」が開催され、

大会には、日本、台湾、カナダ、韓国、ロシア、

シンガポールの６カ国が参加。全チームによるシ

ングルラウンドロビン（１回戦総当たり）方式の

予選リーグを実施。上位４チームがページシステ

ム（敗者復活戦を含むトーナメント）で行われる

決勝トーナメントに進出し、最終順位を決定する

試合方式で覇が競われた。

大会初日(17日／金)、まず初戦のシンガポール

戦を15－１のコールドで圧勝。幸先のよいスター

トを切ったが、続く台湾戦は、地元の熱い声援に

も後押しされた「優勝候補の大本命」の前に、投

打ともいいところなく、０－６と完敗。

大会２日目(18日／土)、カナダに13－１でコー

ルド勝ちし、再び勢いを取り戻すと、続く韓国戦

は２－０の完封勝利。通算成績を３勝１敗とし、

決勝トーナメントを有利に戦える２位以上の通過

が見えてきた。

大会３日目(19日／日)、予選リーグ最終戦とな

るロシア戦では、１点を先制されながら、試合後

半に打線が爆発。６－２で勝利を収め、通算４勝

１敗の２位で予選リーグを通過。決勝トーナメン

トに駒を進め、予選リーグでは完敗を喫した台湾

と再戦した。この試合でも、３回表に先制されな

がら、終盤６回裏に同点に追いつき、１－１の同

点のまま、延長タイブレーカーに突入。延長８回

裏、キャプテン・小柳薫（東京女子体育大）が執

念のサヨナラ安打。「優勝候補の大本命」を死闘

の末に下し、翌日の決勝進出を決めた。

大会最終日(20日／月)、敗者復活戦に回り、韓

国を７－０で破って勝ち上ってきた台湾との『最

後の決戦』に臨み、総力戦を展開した。初回に１

点を先制されながら、３回表、田邊奈那（環太平

洋大）の絶妙なセーフティーバントが相手守備の

乱れを誘い、一気に同点。森田涼（園田学園女子

大）、森さやか（東京女子体育大）の安打で一死

一・三塁とし、「頼れる主砲」小柳薫（東京女子

体育大）が逆転のタイムリー。４回裏に同点に追

いつかれたが、７回表にも再び森田涼（園田学園

女子大）の二塁打、犠打で一死三塁のチャンスを

作り、森さやか（東京女子体育大）のピッチャー

強襲安打で勝ち越し。さらに敵失でチャンスを広

げ、井上愛（東北福祉大）のタイムリーで台湾を

突き放した。

守っては、長南友子（東北福祉大）、重藤恵理

佳（日本体育大）、西岡里恵（園田学園女子大）

とすべての投手をつぎ込む継投策で台湾を２点に

６
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抑え、最終回の二死満塁の一打逆転のピンチも、

台湾の応援一色に染まる「完全アウェー」の雰囲

気の中で、今大会４勝を挙げたエース・長南友子

（東北福祉大）がリエントリーして台湾の反撃を

断ち、全員総力の戦いで『金メダル』を勝ち取っ

た。

過去３回、大学女子日本代表が挑んできた世界

女子大学選手権、ユニバーシアードでは、常に

「ベスト４の壁」に阻まれ、銅メダルに終わって

いた。しかし、今大会では、それらの国際大会を

戦い抜いてきた国際経験豊かなスタッフが中心と

なり、チームをまとめあげ、戦前の予想を覆し、

ついに『頂点』に登り詰めた。

チーム一丸となった戦いで堂々と勝ち得た金メ

ダル。この輝かしい結果はもちろん喜ばしい限り

だが、今後この『金メダル』を経験したメンバー

が、『新たなルート』を作り出し、日本を代表す

る選手あるいは指導者と成長していくことも大い

に期待できそうだ。その意味でも、今大会での

『優勝』は、その結果以上に重要な意味を持つ

『勝利』といえそうだ。

●第８回ＷＧ2009 in 高雄 全試合結果

◆７月17日(金)予選リーグ

シンガポール １００００ ：１
日 本 ６８０１ｘ ：15

○長南・西岡－石田・岡田

〔三塁打〕森〔二塁打〕小柳、粕張

日本 ０００００００：０
台湾 ２０００２２ｘ：６

●重藤・長南－石田

〔三塁打〕井上

◆７月18日(土)

日 本 ３１１３５ ：13
カナダ ００００１ ：１

○長南・西岡－石田・岡田

〔三塁打〕森、井上〔二塁打〕粕張

韓国 ０００００００：０
日本 ００２０００ｘ：２

○重藤・西岡－石田

◆７月19日(日)

日 本 ０００２３１０：６
ロシア ００１０００１：２

○長南－岡田

〔三塁打〕井上〔二塁打〕森

第８回ワールドゲームズ2009 in 高雄 予選リーグ戦結果

チーム 日 本 台 湾 カ ナ ダ 韓 国 ロ シ ア ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 勝 分 敗 順位

日 本 ●０－６ ○13－１ ○２－０ ○６－２ ○15－１ ４ ０ １ ２

台 湾 ○０－６ ○11－０ ○８－１ ○３－０ ○18－０ ５ ０ ０ １

カ ナ ダ ●１－13 ●０－11 ●０－７ ○５－４ ○６－３ ２ ０ ３ ５

韓 国 ●０－２ ●１－８ ○７－０ ●２－３ ○13－０ ２ ０ ３ ３

ロ シ ア ●２－６ ●０－３ ●４－５ ○３－２ ○11－４ ２ ０ ３ ４

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ●１－15 ●０－18 ●３－６ ●０－13 ●４－11 ０ ０ ５ ６

※３～５位は同率チーム同士の対戦失点数により決定

◆７月19日(日)決勝トーナメント／１位・２位戦

台湾 ００１０００００：１
日本 ０００００１０1x：２
西岡・重藤・○長南－岡田・石田

◆７月20日(月)決勝戦

日本 ００２０００２：４
台湾 １００１０００：２
長南・○重藤・西岡・長南－石田・岡田
〔二塁打〕森田

決勝トーナメント結果
台 湾 １

４
日 本 ２

日
韓 国 ２ 本

０
ロシア １ ２

７
※以上、(財)日本ソフトボール協会ＨＰより引用

７
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ワールドゲームズ参加スタッフのレポート

「金メダル」

監督 久保田 豊 司（大阪国際大学）

これまで大学女子の日本代表チームは、FISU主

催の競技別世界選手権が実施された第１回世界女

子大学ソフトボール選手権大会(2004／アメリカ）

・第２回大会(2006／チャイニーズ・タイペイ)・

第24回ユニバーシアード競技大会（2007／タイ・

バンコク）の世界大会において全て３位銅メダル

の戦績であった。しかし、大学女子日本代表チー

ムは、ついに「第８回ワールドゲームズ2009in高

雄」で念願の金メダルを獲得した。ファイナル終

了後、日ソ女子強化委員長の吉野先生、大学連盟

理事長の末井先生とこれまで歩んできた国際大会

への思いが私の頭の中を過ぎった。

金メダルまでの道のりを振り返ってみると、大

学連盟としては、加盟大学の協力を得ながら男女

ともに継続して海外遠征を行い選手に国際経験を

積ませてきたこと（継続と強化）、コーチングス

タッフとしては、前回大会と同じメンバーであり

スタッフ間の連携ができていたことと、戦略･戦術、

コンディショニング、チームマネージメント等、

科学的な知識や考え方の共通認識が持てていたこ

と（経験と科学）、強化合宿としては、日本女子

リーグ１部のトヨタ自動車、日立ソフトウェア、

豊田自動織機らの日本リーグ勢、また、飛龍高校

男子ソフトボール部、男子大学生バッテリーの胸

を借りて強化試合・打撃練習を行いスピード・パ

ワーの対応と強化が図れたこと（協力と強化）、

現地では、スタッフ・選手が一体となりコンディ

ショニングの調整に努め、最高のパフォーマンス

が試合に発揮できたこと（連携と調整）、試合で

は、ユニバーシアード競技大会で国際試合を経験

した選手が状況に応じた守備・打撃を行い大活躍

したこと（育成と経験）、などが勝因としてあげ

られる。

ワールドゲームズでは、スポーツ指導場面で実

践されている太字のキーワードが大きな意味を持

っていたこと、また、その内容が各方面の協力を

得て達成できたからこそ金メダルが獲得できたも

のと強く実感した。大会の報告・感想などは選手

のレポート、日本ソフトボール協会ＨＰ（大学女

子日本代表大会報告）を読んでいただきたい。

最後に、ワールドゲームズへの参加に関して、

大学生及びスタッフにこのような貴重な機会の場

を提供して下さいました(財)日本ソフトボール協

会、及び関係者の皆様方に厚くお礼申し上げます。

出場した選手たちは、このワールドゲームズで経

験したことを伝え継ぐ「メッセンジャー」として、

幅広く活躍してくれるものと信じています。

「ワールドゲームズ」

コーチ 舟山健一（東北福祉大学）

７月17日(金)～20日(月)、台湾・高雄で開催さ

れた「第８回ワールドゲームズ2009 in 高雄」で

大学女子日本代表が金メダルを獲得した。

今大会の勝因の大きな一つに、2006年の第二回

世界大学選手権・2007年ユニバーシアードと、同

じスタッフで挑めたということが上げられる。走

塁を含めた攻め・バッテリーを含めた守りを役割

分担し、それぞれのポジションで力を発揮させる

ということがスタッフ内で徹底できていた。

国際大会で勝ち抜くには「高いレベルでの攻守

のバランス」は絶対条件といえる。過去の国際大

会では、いくら相手チームの分析や細かい戦略を

立てても、やはり力がある相手には通用しなかっ

た。ある程度の戦えるチームが出来た上で「ボー

ルゲーム」という駆け引き・心理戦が始まる。合

宿の段階で、高いレベルでの攻守のバランスがと

れたチーム作り→ボールゲームへという方向性が

８
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スタッフ内で定まっていたことで、「選手がやる

べきこと」が明確になり、短期間で勝ちきれるチ

ームができたといえる。

国際大会

今大会に限らず、国際大会は神経戦である。海

外の選手とは、体格差があり視覚で圧倒される、

規格外のパワーを持つ相手と対戦するということ

を考えると、一球一球神経をすり減らしながらの

試合となる。さらに、今回は真夏の台湾での大会

である。高温多湿、蒸し風呂の中のような気候で、

神経戦に加え今回は消耗戦ともいえる大会でもあ

った。

コンディショニング

2006年の同じ台湾で開催された世界選手権では、

暑さと蓄積疲労で半分近くの選手がダウンしてし

まった。この反省を踏まえ、合宿の段階で暑さ対

策、現地での過ごし方をシュミレーションし心理

的・身体的準備をして現地に入ることができた。

現地では、ホテルと会場が近くにあったというこ

ともあり、ダブルの試合の合間にはホテルに帰り

休ませた。選手には大きな負担となる洗濯もスタ

ッフ総出で行い、選手を休ませることを徹底した。

コンディショニングはトレーナーに一任というこ

とではなく、グラウンド内外でスタッフと選手が

連携を上手くはかり、体調不良者を出すことなく

大会を終えることができた。

まとめ

選手・スタッフの金メダルへの執念が、チーム

の一体感を生み勝ちきることが出来たといえる。

大会に挑むにあたりご尽力賜りました日本協会は

じめ各大学関係者、そしてご声援くださいました

全ての皆様に感謝申し上げ報告といたします。

「ワールドゲームズに参加して」

コーチ 木田 京子（園田学園女子大学）

ワールドゲームズ2009に大学選抜チームスタッ

フとして出場し、今まで大学選抜が国際大会で突

破できなかった壁を破ることが出来、大変感激し

ました。一生懸命、選手の日々成長する姿、スタ

ッフもそれぞれの役割に徹し団結した協力体制が

すばらしかったと感銘しています。良い体験をあ

りがとうございました。

今回の大会に参加して、以前から国際大会でよ

く感じさせられていた体格差やスピードやパワー

の違いは感じなかったのが正直な感想でした。他

国の代表選手がトップチームではないケースもあ

ったのは確かですが、日本人選手も以前に比べる

と他国の選手にひけをとらないパワーやスピード

も身に付けてきた感がありました。生活環境の変

化やトレーニング等の進化により日本人の骨格・

体格であっても、ソフトボールに必要な体力は身

につけることが可能ではないかと思います。

コンディショニングについては高温多湿の台湾

開催で非常に難しかった状況でした。外気温や発

汗だけでも体力が消耗し、排気ガスも多くて環境

は良いとは言えませんでしたが、宿舎が近いこと

でうまく休息をとることが出来ました。選手たち

の動きの確認や疲れの調節をうまくトレーナーが

整えてくださったと思います。また、監督が先頭

に立ち、スタッフ総出での洗濯や買い物等、選手

たちの安全や休息のために協力できたことが良い

コンディショニングの一因であったことも否めな

いと思います。

このように勝因はさまざまなことがありますが、

試合の中で言えば、日本の技術の高さやゲームメ

イクの巧みさがうまく絡んだと感じています。日

本人特有の緻密な技術力の高さが、競った試合の

中で発揮されたことが多く、また、試合を重ねる

ごとに、最小失点目指してコンビネーションのと

れた守備とホームベースを踏むことに執着した攻

撃が試合展開の中でバランスが取れてきました。

そして学生らしく励まし合い、強い気持ちを常に

持ち続けチームスポーツとしてのすばらしいとこ

ろが発揮されたチームだったことが勝因であった

と思います。

最後にワールドゲームズ出場に際し、たくさん

の激励や祝福のお言葉をいただきました。大学ソ
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フトボール連盟の皆様をはじめ関係各位の皆様に

感謝いたします。ありがとうございました。

「経験」の大切さ

マネージャー 人見 いずみ（淑徳大学）

15名の選手が選考会を通して選ばれ、強化合宿

を経て本大会に臨んだ。

今大会を通して、大学選抜というのは選ばれた

15名という少ない数の選手たちをいかに機能させ

るかが、タイプの異なる様々な他国チームとの勝

負に勝っていく大きなポイントであると感じた。

「全員が戦力」という当たり前に思えるようなこ

とを実現していくために、まず欠かせないことが

各自のコンディションを維持させることであった。

気候も文化も環境も異なる異国の地では暑さ対策

や食文化の違いによる栄養対策に加え、文化や国

民性の違いからか行動スケジュールの変更を余儀

なくされることもしばしばあり、さらには試合の

スケジュールさえも直前になって度々変更される

など、ただでもタイトな試合スケジュールの中で

このようなことが試合に影響しないようにチーム

として細心の注意をはらうことが重要であった。

次に15名の選手が出来る限りベストなパフォーマ

ンスを発揮できるような意識を持たせること、ど

の一人にも"控え"という意識を絶対に持たせない

ようにすることが重要だと感じた。様々な国との

連戦においては相手チームによっても戦い方が変

わる為、優勝を狙うにはそれぞれの選手が自分の

特徴を生かしその役割を果たしていくことで戦い

方の幅も広がり、チームとしての対応力に繋がる

と感じた。今大会の投手陣に象徴されるように一

人の選手が"大車輪の活躍"ということではなく、

三人の投手がそれぞれ自覚と責任を持ってそれぞ

れの役割を果たすなど、野手陣においてもそのよ

うな雰囲気がチーム全体にあったことが好結果に

繋がったのではないかと思う。

過去の大学カテゴリーとしての国際試合の中で

培った経験が、監督、コーチ陣を通してチームに

生かされた結果としての"優勝"だったように感じ

た大会であり、今回初めてスタッフとして経験さ

せていただいたことに感謝し、今後の大学ソフト

ボールの発展に微力ながら貢献していきたいと思

います。

ワールドゲームズ参加選手のレポート

ここでは、選手が第８回ワールドゲームズ2009

in高雄で得た貴重な体験を、国際試合に出場して、

日本チーム・外国人選手との違い、コンディショ

ニング（体調管理）、後輩または海外で試合をす

るためのアドバイス等につい報告します。

小柳 薫（東京女子体育大学４回生）

ワールドゲームズに参加させていただいて感じ

たことは、台湾で開催するということで気温や湿

度が日本とは違い慣れるのに苦労しました。そし

て、台湾との試合では完全アウェイ。そうした中

で自分のプレーに集中できたのはスタッフの方々

のおかげだと感じました。試合前のアップでは、

各自ランニング、股関節や肩関節のストレッチ、

そして全体で瞬発的な動きのアップをして調子を

あげていきました。反省すべき点は、最終日の決

勝では体調が悪くチームに迷惑をかけてしまった

ことです。

今回、外国のチームと戦って思ったことは、黄

色ボールは予想以上に飛ばないことでした。そし

て、台湾以外のピッチャーは変化球を投げる数が

少なかったと思います。台湾以外の外国と日本と

では、ピッチャーやバッティングのレベルの差が
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日本の方が上だなと感じました。また、台湾のチ

ームは、オリンピックを経験している選手もおり

正確な守備をしているなと感じました。しかし、

決勝では台湾はミスが目立っていたと思います。

日本チームのピッチャーは正確なコントロールで

長打を打たれるが少なく、ランナーを進めさせな

い配球が出来ていたのがチームを優勝に導いた要

因だと思います。また、バッティングでは、自分

の役割をミスなくこなしたことが他のチームより

上回っていたのだと思います。この経験を通して

言えるのは、チャンスでミスをしても言葉をかけ

て前向きな意欲を持たせ、いつもムードが良い最

高の仲間に出会えたことが大きいと思います。技

術面では、あれこれ考えずに堂々と思い切ったプ

レイをすることが大切だとこの大会を通して感じ

ました。プレッシャーを感じることもありますが

それに打ち勝てれば良い結果がついてくると思い

ました。

最後に、最高のプレイをする為といって疲れて

いるなかチーム全員の洗濯をしていただき、スタ

ッフの方には感謝の気持ちでいっぱいです。有難

うございました。

石田 奈々（東北福祉大学４回生）

2009ワールドゲームズ in 高雄大会は、初めて

の大学代表、初めての国際大会、初めての国際大

会での金メダルというような形で大会を終えるこ

とができました。台湾で過ごした約１週間の時間

は、私に新しいソフトボールを教えてくれました。

まるで私は初めてソフトボールを始めた子供のよ

うなワクワクした気持ちで、大会期間を過ごして

いました。なぜならすべてが「初」だからです。

１秒１秒と流れる時間と共に、成長できたように

感じました。

外国選手といっても国によって様々です。背が

高いチーム、パワーがあり力任せにプレーするチ

ーム、体格が小さいチーム、ソフトボールをただ

楽しんでいるチームなど、国によってソフトボー

ルに対しての思い・価値観に違いがあると感じま

した。また、国に野球があるチームとないチーム

では違ったソフトボールをします。色々な視点か

ら様々なことが見えてきました。日本チームがな

ぜ勝てたのかと考えると、全てのことに「意味づ

け」をし「こだわり」を持っていたからだと私は

思います。まず大会で優勝したいとチームで最高

目標があり、そこにそれぞれ個人の想いがありま

した。では勝つためにはどうすべきかを考えた時

に、コンディショニング、チームでの作戦・戦略、

個人の役割など今スタッフ・選手共にやるべきこ

とは何なのかが見えてきたのだと思います。

コンディショニングの面では、トレーナーから遠

征する約１カ月前から高温多湿の環境に耐え抜く

体力づくりと、次の試合に臨むための体力回復を

中心に指示をうけ実行してきました。体重を維持

するためにご飯の量をいつもの倍に、熱中症対策

で水分補給をこまめにとる、練習と休憩のメリハ

リなどを継続的に行ってきました。

最後になりますが、私はソフトボール競技を通

してたくさんの人と出逢い、こうして世界大会で

金メダルを獲ることが出来たことに幸せを感じて

います。今後とも夢や目標をもって、お互いに頑

張っていきましょう。

重藤 恵理佳（日本体育大学４回生）

ワールドゲームズは国内の大会と比べ規模がか

なり大きかったです。まるで大会期間中は毎日が

お祭りのように夜には花火が上っていました。ソ

フトボールの試合会場はとても立派で綺麗なとこ

ろでした。私は、ワールドゲームズに出場させて

いただいたことを本当に感謝しています。

海外の選手は日本の選手とはいろいろ違います。

まず、体格は基本大きいです。アジア系の国は日

本とたいして変わりませんが、欧米などは日本と

比べかなり大きいです。バッターボックスが小さ

く感じて、威圧感がありました。そして、とても

パワフルで、ボールとバットが上手く当たればど

こまでも飛んでいってしまうのではないか・・・

と思ってしまうくらいです。そして雰囲気、ソフ

トボールの攻め方も違うように感じました。なん

だか、少しネガティブなことばかりあげてしまい
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ましたが、ピッチャーはしっかりとねらったとこ

ろに投げられていれば、そう簡単に長打を打たれ

ることはないと思います。

試合前のコンディショニングは、各自がトレー

ナーさんに相談をして、練習や試合後にアイシン

グやストレッチを行いました。ウォームアップに

ついては、全体で行うこともありましたが、私は

ピッチャーなので各自で行うことの方が多かった

です。監督からいつ頃投げるかなどを教えていた

だけたので、自分のペースでアップし、良い状態

で試合に臨むことが出来ました。それに大会中、

自由に出来る時間も多かったので、試合前に睡眠

をとったり、音楽を聞いたり、リラックスできる

時間が多くとれたことが良かったのではないかと

思います。国際大会は、国内の大会とは気分も緊

張感も違ってくるので、私は自分に自信が持てれ

ばどんなところでも、どんな相手にでも思い切り

立ち向かえて良い結果が生まれると思います。

長南 友子（東北福祉大学４回生）

今回初めて国際大会というものに出場し、自分

にとってとても先に繋がる経験になったと思う。

それまで一度も大きな大会での経験がなかった分、

代表メンバーに選出していただき、ましてや国際

大会のマウンドに立って投げさせていただいたこ

とは、それからの私自身に精神的な面でとても大

きな影響を与えてくれた。

やはり外国人と比べてみると、日本人の姿格好

は小さいと思う。しかしそれに勝る戦術なり技術

がある分、対等にもしくは有利に試合を運べるの

ではないだろうか。派手でダイナミックに見える

のは外国人選手だと思うが、丁寧で堅実なのは日

本人選手だと感じた。

国際大会だということで日頃以上に体調管理に

は気を遣った。今回でいえば高温多湿、日本で合

宿を行ったときからトレーナーやスタッフには沢

山のアドバイスを頂いた。水分を多く取ることか

ら、ウォーミングアップ、練習後のケアまで。し

かし、結局は自己管理が一番重要なのではないか

と私は思う。自分の体は自分にしか分からない。

常に自分の状態を敏感に感じ、自分で自分の体調

を整えられるところまで持っていかなければなら

ないと思う。

技術的なことは私からはなんとも言えないが、

精神的にはどれだけ普段通りのプレイが出来るか

だと思う。しかし、私も最初は思うような投球が

出来ず、振りかえった時にやはり気持ちの面での

反省が出た。出来るか出来ないか。そんなことに

不安に感じていたら何も出来ない。自分は出来る

と信じてやるしかない。だからそのいざという時

の為に普段から色々なことにこだわりを持ち、誰

にも負けない練習をし、自信をつけるしかない。

誰にも負けないというのは人と比べることではな

い。自分自身が誰にも負けないと思うならそれで

いいのだと思う。国際大会は、いつもとは異なる

環境でのソフトボールとなる。だからこそ積極的

にコミュニケーションを図り、お互いを知ること

がチームを結成した時に一番大切なのではないか

と感じた。

谷池 紫穂（園田学園女子大学４回生）

私にとって国際試合というのは初めての経験で

した。

普段は日本の大学生を相手に試合をする事がほ

とんどで、選ばれた当初は不安でいっぱいでした。

しかし、合宿でスタッフや他の選手とコミュニケ

ーションを図りながら、実業団や男子と試合をし

て力の差は感じたものの、それぞれのチームでの

役割や立場を抜きにして、このチームで勝つため

に必要な事と自らが求められている事を自覚しな

がら練習試合に臨んだため、試合を重ねていくう

ちにまとまっていったような気がしました。実際

に高雄に入ってからの試合では、今自分が出来る

事を精一杯しようと考えていました。

外国のチームは日本とは違い緻密な戦術を絡め

たソフトボールというより、どのような状況にお

いても力いっぱいでプレイしていると感じました。

外国選手の印象は形ではなく力でボールを飛ばす、

投げるといった日本では体験することのできない

迫力を感じました。日本人と外国人では筋力も違
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い、日本人は外国人と比べると体格も小さい分、

戦術や力のコントロールといった細かい所にこだ

わることで力や体格の違いは感じず同等に、むし

ろ有利に試合を運べたように感じました。

コンディショニングでは初めての国際試合とい

うこともあり、なるべく早く環境に慣れて試合に

集中することを考え、アップではモチベーション

を高めて試合に臨むよう心がけていました。私自

身の結果としては力不足でいい結果は出せません

でしたが、チームとしての結果は最高のものです。

日本に帰ってビデオを何度も見ましたが、日本の

ピッチャーがどこの国よりもコントロールがいい

し、選手の能力も高いと感じました。現地にいる

ときにそう感じることが出来なかったのは私自身

の力不足だということを改めて感じましたが、試

合を振り返ると、結果を出せない私がいるのにも

関わらず金メダルを取れたのはスタッフを始め選

手間らが信頼しあえたことが大きな勝因で、スタ

ッフが選手のことを第一に考えて道具の片付けや

洗濯を行い、助け合ったから金が取れたのではな

いかと思います。私は大学を卒業しますが、大学

で得た経験を今後にいかせられるよう頑張りたい

と思います。みなさんも頑張ってください。

西川 友理（東京女子体育大学４回生）

この度、大学女子日本代表として世界大会に出

場し、大変貴重な経験をさせて頂きました。世界

一という結果をおさめられたのも、関係者の皆様、

チームスタッフの方々の支えがあったからだと改

めて感じました。

国際試合ということで、日本のチームは外国人

チームに比べると、ひと目で体格の差が目立ちま

した。しかし、試合を行うなかで、パワーやスピ

ードといった力の差はさほど感じなく、技術面に

おいては、日本チームが一つも、二つも、上回っ

ていたように感じました。

今回この大会が行われた台湾は、高温高湿とい

うことで、本大会出発前の国内合宿の際に熱中症

対策の知識など、事前の準備をチーム全員で行い

ました。台湾に入ってからは、トレーナーさんの

指示を忠実に守り、水分補給の仕方や、食事のと

り方など細かいところに気を配りました。試合や

練習前のアップは、高温高湿という気候を考え、

決して無理をせず、短時間でアップを行いました。

日本代表とは、選ばれた選手たちの集まりなので

チームのレベルもはじめから高くなります。その

為試合では、自分のことだけをしていれば自然と

勝ててしまうことが多くあります。しかし、世界

と戦うためにはチームワークがとても重要になり

ます。今大会の決勝は99.9％アウェイのなか戦い

抜きました。今までに体験したことのない緊張感

やプレッシャーに打ち勝ち、世界一をとるには、

チームワークが最も大事だと感じます。大学選抜

チームは、学生らしく、元気に、礼儀正しくあっ

て欲しいと思います。また、私自身は最後の国際

大会となってしまいましたが、次の大会でも、世

界一を勝ち取って欲しいと思います。

西岡 里恵（園田学園女子大学３回生）

国際試合に参加したのは２回目ですが、以前は

親善試合だったので全く違いました。大会はオリ

ンピックの種目でない競技であるが、試合の雰囲

気や観客・歓声の多さ、台湾戦での99％アウェイ

の中の試合には驚かされました。さらに、外国選

手を見たとき体格がとても大きい人がいて、力も

違うことをあらためて実感させられました。私自

身、今まで周りの歓声などを気にすることはあり

ませんでした。今回は、その歓声を耳にして、驚

きながらも大会のおもしろさを楽しみました。

台湾はとても湿気が多く暑いと聞いていたので、

台湾に行く前から暑さ対策や体力づくりを行いま

したが、予想していた以上に暑く、常にシャワー

を浴びているようでした。試合時間がバラバラで

朝に１試合して夜ナイトゲームというのが普通で、

今までにない体験でした。試合までの間の時間に

仮眠をとったり、散歩に行ったり、気分転換を含

め試合まで気持ちを整理していました。自分自身

の体調管理もそうですが、この国際大会では自分

を試合に合わすのがカギとなっていました。どれ

だけいつもとかわらない良い状態で臨めるか、そ
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して何よりも気持ちを、自分のモチベーションを

あげていけるかが大事でした。試合会場の観客席

は台湾側の応援で満員でしたが、その中にも日本

の応援に来てくれている人がいました。その少し

の応援の声が聞こえるたびに頑張ろうという気持

ちになれました。

私は、決勝の最終回を投げさせていただきまし

た。マウンドに上がった時、今までにない想いで

いっぱいになりました。本当に心から楽しいと思

うことが出来、今マウンドに立っていられること

を誇りに思いました。まだまだ未熟な私が抑える

ことができたのは２アウトまでで、悔しい反面、

勝った時の嬉しさはとても大きいものでした。

今回、本当に最高のスタッフ、仲間に恵まれ、

本当に良い経験ができました。大きな大会、緊張

は当たり前。でも、その緊張を皆の声と共に力に

して楽しむことが一番大切です。そしてここで出

会う仲間は奇跡であり、一生続くものです。ワー

ルドゲームズで学んだことを大学ソフトボールに

伝えられるよう私自身も大きくなろうと思います。

一日一日成長できるように頑張りましょう。

井上 愛（東北福祉大学３回生）

今回ワールドゲームズに出場し、これまでにな

い貴重な体験をすることができました。前回世界

大会が行われたユニバーシアードも出場し、世界

大会２回目ということで、日の丸を背負う自覚と

プレッシャーが芽生えました。

世界という大舞台で力を発揮するには、技術は

もちろんですが、ベストな状態で試合に入ること

が重要だと思います。高雄は日本に比べ気温が高

いということを聞き、日本で暑さ対策をして現地

入りしました。現地では体重を朝晩測り、同じ体

重を保てるよう、トレーナーに食事の指導を受け

ました。これらを行うことで、試合に最高の状態

へと持っていくことができました。外国選手は日

本選手と違ってスタミナやパワーが上回っている

ので、私たち日本チームのコンディショニングは

非常に大切でした。実際大会に入り、試合だけに

集中することができたことが金メダルへと繋がっ

たように思います。もちろんコンディショニング

だけでは、金メダルへ手は届きません。15人の選

手＋スタッフの力を出し切ってこそ結果が生まれ

ます。私個人としては、ユニバーシアードで悔し

い思いをしています。その気持ちを忘れることな

く２年間過ごしてきました。そのため、今回の大

会への思いはとても大きく、今までに感じたこと

のないプレッシャーを背負って試合に臨みました。

今思えば、そのプレッシャーをも楽しみに変えら

れるぐらい、選手として成長していたように思い

ます。

この大会が私を大きくさせてくれたように感じ

ています。金メダルを獲ることの厳しさ、またそ

こへ達したときの達成感を得ることができました。

その喜びを分かち合うことができたスタッフ、15

人の仲間と出会うことができた私は世界一の幸せ

者です。このような夢を持つ後輩たちへ夢を繋げ

ることができ、とても嬉しく思います。自分の夢

を信じ、思い続けることが、自分を進化させてく

れるはずです。夢は必ず努力すれば叶います。そ

う信じて頑張ってほしいと思います。

粕張 舞（東北福祉大学 ３回生）

今回初めての国際大会ということもあり、日本

でプレイしている時よりもプレッシャーのかかっ

たシーンが何回もあって、その中で自分の力を出

しきることがすごく大変なことだと感じました。

また、自分の役割に徹することの重要さを知りま

した。何よりひとつの目標に向かう15人の仲間と

最高の舞台に立てたことを誇りに思います。また、

選手だけでなくスタッフや関係各位のみなさまの

支えがあったからこそ、試合に集中することがで

き、それが今大会の優勝（金メダル）につながっ

たと思います。

外国の選手は日本の選手に比べて、体格がよく、

パワーもあり、何においても日本人より優れてい

ると思います。でも、日本の選手はパワーで外国

の選手に敵わなくてもその分頭を使うことで補え

たものがたくさんあったと感じます。

コンディションについては海外に行く前から調
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整をしていて、ご飯の量を増やしたり、暑さ対策

をして練習したり、日本でできるだけのことはや

り、現地に入りました。また、台湾は日本よりも

遙かに気温が高く、体調管理が大変でしたが、水

分をこまめに補給し、汗をかいたらすぐに着替え

るといったことを徹底しました。試合直前は体を

休めるために日陰に入り、疲れを残さないで試合

に入れるようにしていました。

海外は本当に何が起きるかわからないので、臨

機応変に動くとことが大事だと思います。場面場

面で自分が何をすべきなのかを考えてプレーでき

れば問題はないのですが、いつ何が起きるかわか

らないということもあり、予測するとういうこと

が大切になってくると思います。あとは戦うしか

ないので自分を信じ、仲間を信じ戦えば結果は自

然とついてくると思うので、結果にとらわれず、

自分の力を存分にだしきってほしいです。

森田 涼（園田学園女子大学３回生）

2009ワールドゲームズ in 高雄大会に参加させ

ていただき、2020年以降のBack Softballに大きく

繋がり、そして結果が問われる大会であったと思

います。その中で、このような貴重な経験ができ

たことに感謝しています。

試合の中で日本の応援に力をもらい、最後まで

諦めずに戦い抜くことができました。完全アウェ

イの中でもいつもと変わらずパフォーマンスを発

揮できたのもスタンドからの日本への声援もあっ

たからだと思います。金メダルが取れたのも、そ

の他にもたくさんの方のおかげであることを忘れ

てはいけないと思いました。

大会では、日本ほどディフェンスが良いチーム

はないと感じました。日本らしいプレイをすれば、

パワーのある外国チームには決して劣らないぐら

い日本チームにも実力があると思いました。コン

ディショニングの調整は、日本とは暑さは変わり

ませんが、湿度が高く常に汗をかいている状態で

あったため水分補給は大切でした。細めに水分を

取ることで、体調を崩すことなく、いつもと変わ

らないパフォーマンスを発揮することができまし

た。試合時間が日本では考えられない時間にあっ

たことで、ゲームとゲームの間にしっかりと休養

できたことが、大きかったと思います。国際大会

では、１つのミスを引きずった方が負けであり、

過ぎ去った過去よりも、これからおこる今に集中

することで、良いパフォーマンス、良い結果に繋

がるのではないかと思います。

今ある自分の力を1 0 0％出せば、結果は自ずと

ついてくると思います。

2009ワールドゲームズは、最高のスタッフ、仲

間と共に、世界一を掴みとったことは一生忘れら

れない私の財産になりました。最高の舞台に立た

せていただいたこと感謝しています。ありがとう

ございました。

大村 英利佳（大阪国際大学３回生）

初めての国際試合参加ということもあり、まず

現地に行った時点で圧倒されました。ですが、選

考会の面接時に"自分を見失わないことが大切"と

言われたことを常に頭におき、日本での自分自身

をありのまま出そうという気持ちで大会に臨みま

した。大会は台湾で行われたため、台湾戦の時は

全くと言っていいほど日本の応援はありませんで

したが、そんな中でも日本の戦い方を貫き通し優

勝できたのは、スタッフの方や選手全員の団結力

の強さの表れだという事を強く感じました。

外国チームを見て、まず体格の違いに驚きまし

た。体が大きい分、力も日本人とは比べものにな

りません。打撃面では少し間違えば一発があると

いう怖さがありますが、守備面では日本チームよ

りもプレイは雑で、連携も日本より出来ていると

感じるチームはありませんでした。

台湾はとにかく気温と湿度が高かったので、ア

ップは出来るだけ短時間で行い、その中でしっか

り体が動かせる状態にもっていきました。アップ

が終わってからは、暑さでバテないように休憩を

とりながら調整しました。水分補給は、アップの

前から試合が終わるまでこまめに行うよう心がけ

ました。

何よりも一番大切なことは、やはり環境変化に
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対して体調を崩さないことだと思います。体調を

崩してしまえば、自分の実力を発揮することは出

来ません。食事の面では、日本食を必ずもって行

くことを薦めます。そして、時間があればしっか

り体を休めることです。国際試合は自分自身が思

っている以上に体力的にも精神的にも疲労がたま

ります。試合に対しては、最初に述べたように"自

分を見失わないこと"が本当に大切になってくると

思います。場所や環境が変わっても変わらずにい

られるのは"自分"です。どんな状況になっても、

自分を見失わずに頑張ってほしいです。

田邊 奈那（環太平洋大学３回生）

今回"2009ワールドゲームズ高雄大会"に参加し

て、日本とは違う環境で戦うということを前提に

様々なサポートをして頂きました。気温や会場の

アウェイ感など細かい情報を事前に準備された上

で合宿に臨み、選考された重みを感じました。暑

い高雄でもいつも通りのパフォーマンスができる

ようにと、給水をこまめに摂取することなど体調

面にも気を遣い、現地でも選手の仕事の削減のた

めに、スタッフの方々に洗濯など、様々な面でサ

ポートをしてもらいました。「選手を試合に集中

させたい。」などという細かい気遣いや団結力・

雰囲気が私たちにもひしひしと伝わり、勝ちへの

こだわりがより一層増し、今回の結果に繋がった

のだと思います。

優勝するまでにはたくさんの不安や焦り、世界

を相手にするという大きなプレッシャーがありま

した。予選があっての決勝トーナメントというこ

とで、負けを悔やむよりも切り替えることで、次

は勝つという気持ちをもてるようになり、精神的

に余裕を持つことができました。合宿時の練習試

合では、実業団・男子高校生に一度も勝つことが

できませんでした。しかし、実業団の方の技術や

男子の球を体感できたことは貴重な経験となりま

した。そして同時に、優勝できたことで様々な方

に恩返しができ、日本のソフトボールのレベルの

高さを感じる事ができました。選考されて、この

チームで私にできることは何かということを最優

先にして考えた時に、チームの雰囲気作りだと思

いました。なぜなら、他チームの選手が集まり限

られた時間の中で、普段は時間をかけて行うこと

を短期間でスムーズに行うために必要だと思いま

した。一人一人が組織の一員だという認識がチー

ムを盛り上げ、勝ちに通じるのだということを感

じました。

支えて下さった監督・コーチをはじめとするス

タッフの皆さん、応援して下さった方々に感謝の

気持ちでいっぱいです。まだまだ成長していく課

程なので、この経験を力にしていきたいと思いま

す。本当にありがとうございました。

森 さやか（東京女子体育大学３回生）

このワールドゲームズ2009では、たくさんの人

の支えのおかげで世界一を勝ち取ることが出来ま

した。選手の負担を軽減する為に影で動いて下さ

ったスタッフの方々、大事な時期にも関わらず快

く送り出して下さった自チームの方々、そして、

応援して下さった全ての方々に感謝の気持ちでい

っぱいです。

外国チーム・外国選手との特別な違いはあまり

感じませんでしたが、開催地が台湾ということで

台湾チームの応援にスタンドに入りきらない程の

ファンが詰めかけたことが印象的でした。千人を

超えているような大観衆の中でソフトボールが出

来たことは、私にとって良い経験になりました。

台湾は高温多湿で日差しが強く、立っているだ

けで体力を消耗するという事を、１回生時に出場

したタイ・バンコクで開催されたユニバーシアー

ド競技大会で学びました。その経験を生かし、ト

レーナーの種田さんの指導のもと対策（ベンチで

座る、首まわりを氷のうで冷やす、正しい水分補

給）を徹底して行い出発しました。このように暑

さ対策をしっかり行っていたので、ベストの状態

で試合をすることが出来ました。

この大会を通して、ソフトボールはひとりでは

出来ないという事を改めて思いました。チームが

勝つために自分は何をしなければいけないかを考

え、行動することが勝利へと繋がるということを
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忘れないようにして欲しいと思いました。私は今

年で卒業なので、後輩達に是非連覇をして欲しい

と思います。

岡田 佳織（山梨学院大学２回生）

私は、今回ワールドゲームズ高雄大会に参加さ

せていただき、たくさんの貴重な体験をすること

ができました。私自身、海外に行くことが初めて

であり、国際大会も初めてで、なにもかもが初め

ての体験でした。初の国際大会で試合にも出させ

ていただき、金メダルをとれたことは本当に嬉し

かったし、大変いい経験になりました。

台湾の高雄はとても暑く、アップをしているだ

けで息が苦しくなるくらいでした。水分補給をこ

まめにし、帽子を必ずかぶるようにしていました。

試合の時間が日によってバラバラで、試合の合間

が４時間くらい空くこともあり、朝早いゲームも

夜遅いゲームもあったので、試合の合間は徹底し

て休養をとっていました。食事は、バイキング形

式でとてもおいしかったです。事前から生水は飲

まないようにといわれていたので、水洗いしてあ

るような野菜は気をつけてとりました。スタッフ

の方々の経験のおかげで、選手は試合に集中でき

たと思います。

大会の審判は、色々な国の方がやられていまし

たが、インコースのストライクゾーンは日本に比

べて狭かったです。審判に日本語が通じないので、

大変だった場面もありました。台湾や韓国といっ

たアジア系のチームはプレイが日本と似ていてバ

ントや足を使った場面が見られましたが、カナダ

やロシアの選手は体格もよく、打って点を取るス

タイルで、０アウト１塁でも打ってくることが多

かったのには驚きました。

私はこの大会で色々な事を体験し、学ぶことが

できて、本当に楽しかったです。大舞台で大声援

の中試合をすることがあんなにワクワクすること

だと思いませんでした。最高の緊張感の中で結果

を出すことが難しいことも学びました。また、こ

の大会のために本当に大勢の方が協力してくださ

っているということも知りました。金メダルをと

れたのは、その方々のおかげです。こんなに貴重

な経験をさせてくださった方々に感謝して、この

経験を活かしていきたいです。

浜渦 聡美（環太平洋大学２回生）

私にとって、初の世界大会は生涯忘れられない

ものとなるだろう。世界大会のイメージといえば、

一般的にオリンピックの印象が強い。今まで、テ

レビ越しに見ていたあの頃とは違い、自分がその

場に立てる喜びを感じながら、昨年の北京オリン

ピックに次ぐ金メダル獲得へ向け、一丸となって

挑んだ。

世界における日本ソフトボールのレベルの高さ

はトップクラスである。走攻守にわたったバラン

スはもちろん、投打の活躍が目立った。やはり、

パワーやスピードにおいては海外の選手に劣るか

もしれない、しかし、チームワークや緻密なテク

ニックでは、日本が勝っていた。だからこそ、金

メダルが獲得できたのだろう。

選考されて間もないチームであっても、意識の

高い選手団であればチームワークを生む。それは

勝つことに繋がった。コンディショニング・体調

管理に関しては、国際大会において ベンチ入り

するメンバーも限られているため、選手一人一人

の責任や、自らに与えられた役割を理解してプレ

ーしなければならない。そういった面で、トレー

ナーやコーチ陣の方々の支えがあったからこそ

台湾特有の気候に対応することや、国際大会に対

して事前に準備することが出来た。

今回、ワールドゲームズ2009に参加して、グラ

ウンドでプレイする以上に「見て」「聞いて」得

ることが多くあった。それは、私に足りないもの

を示しており、日々の生活や練習からソフトボー

ルに対する意識・取り組みを変えることで自分自

身が変化する。このように、過程を大事にするこ

とで結果はおのずとついて来ると感じた。今後の

役割として、自らのソフトボールレベルアップは

もちろん、オリンピック競技復活を強く願うとと

もに次世代を担う子供たちへソフトボールの良さ

を伝えていきたいと考えている。
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●日程

２月12日（水）：関西空港→オークランド→

ウエリントン

13日～15日：試合

16日（月）：ハットバレイ→ホークベイ

17日・18日：試合

19日（木）：ホークベイ→ノースハーバー

20日・21日：試合

22日（日）：オークランド→関西空港

●スタッフ

団 長：末 井 健 作（兵庫県立大学）

監 督：高 橋 伸 次（高崎経済大学）

コーチ：石 井 賀一郎（中京学院大学）

コーチ：高 橋 流 星（日本体育大学）

総 務：吉 末 和 也（園田学園女子大学）

●派遣選手

№ 守 備 氏 名 所 属 学年

１ 投 手 開 田 卓 人 大阪産業大学 ３

２ 〃 松 本 健 立命館大学 ３

３ 〃 坪 内 剛 福岡大学 ３

４ 〃 岩 田 守 中京学院大学 ２

５ 〃 望 月 孝 典 中京大学 １

６ 〃 谷 川 智 紀 熊本学園大学 １

７ 捕 手 北 澤 慶 介 早稲田大学 ３

８ 〃 大 井 宗 関東学園大学 ３

９ 〃 平 本 拓 朗 環太平洋大学 ２

10 一塁手 伊 藤 皓 二 日本体育大学 ２

11 〃 菅 野 達 也 環太平洋大学 ２

12 二塁手 染 谷 良 国士舘大学 ３

13 三塁手 薩 澤 彰 大 早稲田大学 ３

14 遊撃手 松 岡 隼 国際武道大学 ２

15 〃 久 我 貴 大 早稲田大学 ２

16 〃 祝 弘 樹 日本体育大学 ２

17 左翼手 豊 永 諒 日本体育大学 ３

18 〃 川 口 拓 馬 関西大学 １

19 中堅手 鶴 山 大 輔 熊本学園大学 ３

20 〃 亀 田 亮 治 日本体育大学 ２

21 右翼手 川 崎 祐 介 中京学院大学 ３

22 〃 吉 田 晴 貴 高崎経済大学 ２

●試合結果

◆２月14日 17：55 Fraser Ball Park

HUTT VALLEY １００００ ：１
大学日本代表 ０１０００ ：１

開田・谷川・岩田－北澤

日本は初回、先発の開田が一番バッターから三

振を奪ったが、続く二番打者に投手強襲の内野安

打を打たれた。続く三番打者を遊ゴロに抑えるも、

二塁ベースカバーが遅れフィルダースチョイス。

続く四番への３球目にパスボールとなり、１アウ

ト二・三塁。３－２と打者を追い込むも高いバウ

ンドの遊ゴロを打たれ、その間に１点を失った。

１回裏の日本の攻撃では、投手の緩急に翻弄され

３連続三振。２回表は、開田が四球を与えるも、

北澤の巧送球で盗塁を阻止した。２回裏の日本の

攻撃は、１アウトから五番菅野がセンター前にヒ

ットを放ち、六番川口の打席時にPB、そして川口

が放った打球は投手ゴロだったが、投手が判断を

誤りFCとなり１アウト一・三塁となった。七番北

澤は三振に倒れたが、川口は盗塁を決め、２アウ

ト二・三塁となった。続く八番開田が２ストライ

クまで追い込まれたが、３球目を投手がWP、同点

に追いついた。３回からは１年生の谷川、３年生

の岩田を投入し、相手打線を無失点に抑えた。打

線は３回裏に１四球と２本のヒットを放つが、ホ

ームで２度タッチアウトにされた。５イニングま

でに５本のヒットを放つが、勝利することができ

なかった。

◆２月14日 17：55 Fraser Ball Park

HUTT VALLEY １００００ ：１
大学日本代表 ０００００ ：０

松本・望月・坪内－大井・平本

日本の先発、松本は二番打者にセンター前ヒッ

トを打たれ、盗塁後、SSに痛烈なゴロを打たれ、

SSが失策。ボールがレフトに転がる間に１失点を
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失った。１回裏の日本の攻撃は、２つの四球など

で、１アウト二・三塁になるものの、あと１本が

でず無失点に抑えられた。３回から１年生の望月、

５回には坪内を投入し、１回以降相手打線をヒッ

ト２本に押さえ無失点にした。一方、打撃は相手

投手に10個の三振を奪われ、無安打に抑えられた。

相手投手はスピード、ボールのキレがあり、幾度

かチャンスはあったが得点することはできなかっ

た。

◆２月15日 17：10 Fraser Ball Park

W ellingt on ００１００７０：８
大学日本代表 ２００００００：２

岩田・松本・谷川－平本

本の先発、岩田は初回２つの四死球で２アウト

満塁になったが、闘志あふれる投球で無失点に抑

えた。１回裏の日本の攻撃は、先頭の豊永がセン

ター前にヒットを放った。２アウト後、伊藤、菅

野の連打で幸先良く２点を先制。３回表、日本の

ミスなどがからみ、犠牲フライで１点を失った。

４回からは松本を投入し５回裏まで緊迫したゲー

ムが続いた。日本は６回から１年生の谷川を投入

するが、エラーや四死球、満塁本塁打なども浴び

一挙に７失点。ゲームを決定づけられた。日本は、

合計７本のヒットを打つも、相手投手に11奪三振

も奪われ、初回以降得点をすることができなかっ

た。

◆２月15日 19：30 Fraser Ball Park

大学日本代表 １０２００ ：３
W ellingt on ０２１０４ ：７

坪内・開田・望月－大井・北澤

日本は初回、二番打者の北澤が左中間を破る二

塁打を放った。２アウト後四番薩澤の打球はSSの

エラーを誘い、１点を奪った。日本の先発坪内は、

初回２連続三振を奪い上々な立ち上がりを見せた

が、２回裏、四番打者にセンターへ特大のソロ本

塁打を放たれた。その影響か続く打者にレフト前、

死球、スクイズでこの回２失点を許してしまった。

しかし、３回表１アウトから一番久我が出塁し、

二番北澤の２ランホームランで逆転した。３回裏

には開田を投入したが、四球後タイムリー２ベー

スを打たれ再び同点とされた。５回裏から１年生

の望月を投入したが、２本の３ベースと１本の２

ベース、計５本の長短打を浴び一挙に４失点。日

本打線はわずか３本のヒットに抑えられ、５回ま

でに８個の三振を奪われた。時間の関係上５イニ

ングで終了となり、７－３で敗戦してしまった。

なかなか勝利の壁は厚く、１勝もできずにウエリ

ントンを後にすることとなった。

◆２月17日 18：00 Akina park

大 学 日 本 代 表 １２２３０ ：８
Hawke's bay U-17 ０００００ ：０

坪内・松本－北澤

日本は、次の遠征先、Hawke's Bay/Akina Park

に到着し、すぐに試合を行った。日本は初回、伊

藤の二塁打で幸先良く先制。先発の坪内のやや制

球に苦しみ四球を出してしまうが、無失点に抑え

た。２回の日本の攻撃は、久我の犠牲フライや相

手のミスなどもあり２点を奪った。３回には、菅

野の２ランホームラン。４回には、伊藤、薩澤の

連続タイムリーで３点を奪い試合を決定づけた。

日本の守りは、坪内、松本のリレーで相手打線に

１本もヒットを打たれることなく無失点に抑えた。

５試合目にして、日本は初めての勝利。

◆２月17日 20：00 Akina park

大学日本代表 ０００００１０：１
F a s t p i t c h ００１２００ｘ：３

松本・岩田・谷川・望月・開田－大井・平本・

北澤

先攻の日本は、４回まで相手投手の変化球やス

ピードに翻弄されノーヒットに抑えられた。日本

の先発は、松本。２連続三振を奪うも四球を出し

四番打者にライト前に打たれたが、巧守備でラン

ナーを殺し無失点に抑えた。２回から岩田を投入。

３回にエラーで出塁され、九番打者にレフトオー

バーの２ベースヒットを打たれ１点を奪われた。

４回には谷川を投入。谷川も四球とヒット打たれ

２失点。望月、開田とリレーし３点以降奪われな

かったが、６回の伊藤のタイムリーのみに抑えら

れ、被安打３、11奪三振も奪われ敗戦した。相手

の投手はすばらしく、ドロップとライズボールの

速度のギャップがチェンジアップの使用するタイ

ミングにはまってしまい、点を奪うことが難しか
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った。

◆２月18日 18：00 Akina park

大 学 日 本 代 表 ０００１０１２：４
Hawke's bay U-19 １００００００：１

開田・坪内－北澤

日本は初回、２アウト二・三塁のチャンスを作

るも得点することができなかった。先発は、開田。

いきなり先頭打者に二塁打を許してしまった。２

アウトまで取ったが、四番打者にライト前のポテ

ンヒットを許し先制された。日本の攻撃は、４回、

１アウトから薩澤が２ベースヒットで出塁し、川

崎のレフト前ヒットで同点に追いついた。５回は、

豊永がヒットで出塁し、菅野のレフト前タイムリ

ーで逆転した。５回裏から坪内にリリーフし、ヒ

ットを１本も許さなかった。さらに日本は、７回、

豊永、伊藤、菅野の連打で２点を追加した。終わ

ってみれば、日本の投手は、相手打線を被安打３、

６奪三振に抑えた。

◆２月18日 20：00 Akina park

大 学 日 本 代 表 １０４００００：５
ALL Hawke's bay ００１００２０：３

松本・岩田－北澤

日本は初回、一番久我がレフト前にヒットを放

ち出塁し、続く打者の打球が相手のミスを誘い１

点を先制。日本の先発は、松本。ストレート、ラ

イズ、チャンジアップを巧みに使用し、３回まで

相手打線を完璧に抑えた。３回、九番川崎は相手

のエラーで出塁し、久我の安打、北澤の３ランホ

ームラン。なおも、豊永の安打、菅野の２ベース

ヒットで１点を追加し、この回４得点。先発の松

本は、４回に四球とミスが重なり１失点、６回に

も、守りのミスなどで２失点してしまった。しか

し、７回、岩田にリリーフし、３人をきっちり抑

えてゲームセットとなった。

Ｎ Ｚ 遠 征 を 現 地 で お 世 話 し て

岡 田 恭 助（ウエリントン市在住、ＮＺ協会審判員）

関西大学の吉末さんが、お仕事の御都合上参加

出来ず、代役で通訳を務めさせていただきました

が、みなさんと一緒にとても素晴らしい９日間を

過ごさせていただき有難う御座いました。みなさ

ん、ご無事にご帰国なさったことと存じます。

よく「楽しい時を過ごしている時ほど、時間が

経つのが早く感じられるもの」と、いわれますが、

正にその通りで「あっ」と言う間の９日間だった

ように感じております。「えっ、もう終わり？」

と、やや寂しい感じさえしてしまいますが、これ

を書いている今頃、みなさんは、息をつく暇もな

く来たるシ―ズンへの準備に向け、お忙しいこと

と存じます。

よく今回のような遠征があった時、「この遠征

で得たものをどうやって次に生かすかで、この遠

征が成功であったか否か、決まってくる」と、言

われます。確かに、それはその通りなのですが、

それよりも、今回、通訳を務めさせていただき乍

ら「感謝すること、出来ること」が如何に素晴ら

しいことか再認識させていただけたことが一番の

収穫だったと思っております。

スム―ズに予定通りに日程をこなせるよう尽力

なされ、変更余儀なくなった時には、手際よく対

応なされた末井団長、選手のみなさんに均等に試

合出場するよう御配慮いただき乍らこれといった

事故や怪我もなく遠征を終了すると同時に結果を

出すという状況のもと、試合の指揮を執ってくだ

さった高橋監督、随所でご指導いただいた石井・

高橋両コ―チ。また、「それだけで写真集が一冊

出来るのではないか」と思われるほどビデオや写

真撮影の方にも高橋コ―チは、頑張ってください

ました。また、この遠征のために早くから吉末さ

んが計画・準備・交渉・予約など色々なさってく

ださったことは、みなさん、御承知のことと思い

ます。四日間という短い期間でしたがホスト・フ

ァミリ―とも選手のみなさん、それぞれ色々な思
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い出があることと思います。ホ―クス・ベ―でも

マ―ク・カ―タ―さんを始め、最後の朝バスでネ

―ピアまで送ってくれた相手チ―ムの監督さんや

料理のおばさんなど色々な方にお世話になりまし

た。

この遠征のため、みなさんのため、色々な方々

にお世話になりました。しかし一番感謝したいの

は、首脳陣を含めたこのチ―ムのみなさんです。

本当に素晴らしい９日間をどうも有り難う。

この遠征のために編成されたチ―ムであり、も

う一同に会することは多分ないでしょう。しかし、

四年後、八年後に、全日本のメンバ―として世界

選手権に出場し、「あの遠征が切っ掛けになった

なぁ」「今思えば、あの時から伸びたなぁ」と、

思っていただける方がいることを祈りながら終わ

らせていただきます。

2009第４回ニュージーランド遠征報告

－全日本学連男子選抜チーム－

学生、学連にとっての海外遠征の意義

団長・総務 末井健作（兵庫県立大学）

全日本大学連盟は2009年２月13日から22日まで

４回目の男子選抜ニュージーランド遠征を行いま

した。本学連としての海外遠征は、女子選抜チー

ムがブラジル遠征（1992年8月）してソフトボール

の普及活動を行ったことから始まりました。それ

以後、本学連は男女とも国際大会及び親善試合を

含めて海外での活動を一つの柱として運営してき

ました。海外遠征から得る多くの成果は、着実に

加盟大学へ浸透し、さらなる飛躍への動機付けと

して効果を上げていると言えます。

今回のニュージーランド遠征の最初の訪問地で

あるウエリントンでの歓迎会では、地元デビット

・オグデン市長をはじめ、平古葉日本大使館公使、

三野日本情報文化センター長が来賓として出席さ

れ歓待を受けました。私たちは翌日からの親善試

合に最善を尽くし、大いに大学チームの力を発揮

することをお互いに誓いました。今回は、ウエリ

ントン、ハットシティにおいてＵ19のクラブチー

ムを中心に親善試合を行いました。残念ながらオ

ークランドでのディーンシック大会に出場するこ

とができませんでしたが、レベルの高い大会を観

戦することができました。特に、学生はホームス

テイ、クラブハウスの宿泊及び空軍基地での宿泊

等を経験することができたこと、そして多くのニ

ュージーランドの人々との交流を深めることがで

きたことは、今後の学生生活に素晴らしい影響を

及ぼすものと期待できます。

最後に、素晴らしい遠征を終えることができた

ことは、高橋ヘッドコーチ、石井、高橋両コーチ

が協力し選手の個々に応じた指導でチームを把握

して試合に望むことができたこと、その期待に各

選手がそれぞれの役割を認識し力を発揮したこと、

それらのことが相俟ったからこそと言えます。ま

た、ご支援くださった加盟大学を始めソフトボー

ル関係者及び保護者各位に心からお礼申し上げ報

告といたします。

転機を迎えたＮＺ遠征

監督 髙橋伸次（高崎経済大学）

1998年からスタートしたこのNZ遠征も４回目を

数え、私自身、これまですべての遠征に携わって

きました。ここNZは、何度訪れてもその土地土地

の風景が変わることなく、せわしなく流れる日本

とはまったく異なる時間のありようを感じます。

人びとの暮らしや、またその暮らしに溶けこんで

いるスポーツへの取り組みも実にシンプルで、飾

り気の多い私たちの生き方にどれほどの価値があ

るのだろうかといつも思い知らされます。慣れな

い異文化生活での不安も、こうした空気を吸いこ
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んでいくうちに、またホスピタリティ溢れる温か

い人びととの触れ合いを通じて和んでいきました。

各地でお世話くださいました連盟役員やボラン

ティアのみなさん、ホストファミリー、そして何

よりも全行程を通してチームに同行し、さまざま

な雑務やトラブル処理に走り回ってくれたジョー

岡田さんに心より感謝申し上げます。

さて、今回の遠征には20名の募集に44名もの応

募があり、これまでになく学生の国際試合への関

心の高さを窺うことができました。その背景には、

学生チームで参加した「2007アメリカンチャレン

ジシリーズ」や、また現在の男子日本代表選手22

名中１名が現役学生、12名がかつて大学に籍を置

いていた選手であったということがあり、もはや

その予備的存在である大学生にとっては、国際試

合はそう遠くないものとして捉えられるようにな

ったということかも知れません。そのためか、今

回選抜された精鋭22名に外国人選手に対して臆す

るところはなく、パワーでは劣るものの日本人な

らではの俊敏さと技術力の高さをいかんなく発揮

してくれました。そして何より、みんな試合に出

場することにひたすら意欲的でした。限られた試

合数の中で、できるだけその思いに応えるやりく

りには大変苦労しましたが、そういった状況やこ

ちらの意図をよく理解し最後まで協力的に行動し

てくれたメンバーひとり一人にはとても感謝して

います。結果だけを追求できたならば、もっと良

い戦績を残せるだけの逞しいチームであったと思

っています。

そもそもこの遠征は、大学男子にはほとんど機

会のなかった国際経験を通して技術の向上や人格

の陶冶を図ることを目的とし、競技者として、ま

た将来の指導者としての資質に刺激を与えようと

いうものです。しかし今回の遠征で感じたことは、

いまや大学選手の海外に向けられる目は、そこで

「多くを経験しよう」とする視点から、そこで

「どう戦うのか」といった視点へとシフトしてい

るのではないかということです。実際に、これま

でこの遠征の参加者から現代表３名を含む６名も

の日本代表選手を輩出してきたということを考え

ても、このNZ遠征は、新しい観点のもとで次の段

階に進まなければならない転機を迎えているのか

も知れません。

終わりに、末井団長や石井・高橋両コーチとの

11日間は、これからの大学ソフトや指導者として

のあり方を考える上でかけがえのない時間となり、

私自身の転機ともなりました。この邂逅に感謝す

るとともに、ご支援くださいました大学連盟の関

係各位に衷心よりお礼申し上げます。ありがとう

ございました。

今までに経験しなかった海外遠征に感謝

コーチ 石井賀一郎（中京学院大学）

大学選抜チームとして、海外遠征を経験させて

いただいたのは、昨年のＵＳＡチャレンジカップ

についで２回目であり、先ずは貴重な経験をさせ

ていただいたことに対して皆様方に御礼を申し上

げます。

昨年は、一つの大会への参加ということで勝つ

ことを意識したチーム編成でもあり、なかなか全

員が平等に経験をしてもらうこともできなかった

のが現状でしたが、今回のNZ遠征については大学

選抜として教育的な観点から、参加した選手が試

合だけでなく、ソフトボールを通じて他国の文化

に触れ、より多くの事を感じ、学ぶことで成長し

ていただくことが目的であり、私自身も今まで経

験をしなかった遠征でもあり、沢山のことを学ば

せていただきました。

今回、日本ソフトボール協会との繋がりも多か

ったレスターさんとケビンさんのお墓参りもでき

たことは有意義でした。私にとって個人的にも大

変お世話になったお二人でしたので、お墓での黙

とう時には生前でのことが脳裏に浮かんできて胸

が詰まる思いでした。

選手の皆さんは初めての海外が殆どで何もかも

経験することが新鮮であったと思います。特にホ

ームステイの経験は、大きな財産として日本に持

ち帰ることが出来たのではないかと感じました。

試合に関しては、高橋監督も大変頭を悩まされた

末、最終的にすばらしい結果で終えられたことで
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報われたのではないかと思います。親善試合では、

勝つことだけを目的とした試合ではなく勝つため

にチームとして何が必要なのか、選手一人ひとり

が役割を全うしてチームが一つになった時こそ素

晴らしいチーム（勝てるチーム）になれると感じ

てくれていれば、今回の遠征は大成功だったと思

います。

最後に、末井団長はじめ、高橋監督、高橋コー

チ 並びに現地とのやり取りでご苦労をされた吉

末先生、森田先生には深く感謝を申し上げます。

ＮＺ遠征で新たに得たこと

コーチ 高橋流星（日本体育大学）

今回、大学男子選抜チームのコーチとして遠征

に同行させて頂きました。私にとっては４度目の

NZ遠征だったのですが、新たに得たことが２つ出

来ました。

まず、一つ目に、語学の重要性です。語学があ

れば、多くの外国人選手や地域の方々とお話がで

き、ソフトボールの指導方法や練習方法、または

地域での取り組み方などいろいろなことを得る可

能性があったと感じ、もう少し勉強しておけばよ

かったと思いました。

次に、二つ目は、ソフトボールを「楽しむ」こ

との大切さ・必要性です。クラブチームの大会を

見学させて頂いたのですが、大人たちが試合をし

ているグラウンドの横で子どもたちの大会が行わ

れていました。なかには親子で大会に参加し、試

合の合間に子どもの試合を応援に行ったり、家族

みんなで親子の試合を観戦したりしていました。

特に私が感じたのは、勝利ばかり求めているので

はなく、ソフトボールというスポーツを心から楽

しんでいる姿でした。このことは、今の私自身に

足りないことであり、学生たちにも勝利ばかり求

めているような気がしました。

最後に、今回得たことの他にも多くのことを学

びましたが、今回のような環境（遠征）を与えて

くださった全日本大学ソフトボール連盟の各先生

方をはじめ、遠征のマネージメントをしてくださ

った先生方、また学生諸君に本当に感謝していま

す。

ニュージーランド遠征を経て

主将 北澤慶介（早稲田大学３年・捕手）

初海外。初国際試合。初ホームステイ･･･etc。

私にとって今回のニュージーランド遠征は初物尽

くしでした。このような貴重な経験から学んだこ

とを振り返りながら綴っていきたいと思います。

私は今回の遠征に主将として参加させていただ

きました。主将はチームのまとめ役と首脳陣と選

手のパイプ役の二役をこなさなければなりません。

しかし、今回のようなたくさんの異なるチームの

選手、言ってみれば異文化の人たちで作った即席

の選抜チームで首脳陣や選手と連携を取りチーム

をまとめていけるのかとても不安でした。しかし、

いざ遠征が始まると団長や監督・コーチがとても

私たちに気を配って下さり、とてもスムーズにコ

ミュニケーションを取ることができました。チー

ホークスベイ

ハットバレイ

ウ
エ
リ
ン
ト
ン

オークランド

クライスト
チャーチ
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ムメイトも最初は互いに遠慮し合って一つになり

きれませんでしたが、様々な行事や試合を重ねる

たびに時には些細なことで笑い合い、時には意見

をぶつけ合い、勝利という共通の目標に向かって

チームがまとまっていくように感じました。チー

ムがまとまっていく実感が大きくなるにつれ、そ

れに比例して前半の四試合で一勝もできなかった

のが、後半の四試合では三勝と勝利という見える

形となって成果が現れました。チームワークは大

切とよく言いますが、そのことを身をもって体感

でき、チームが一つになる大切さを改めて学ぶこ

とができた遠征でした。

最後になりますが、末井団長をはじめ、高橋監

督、石井コーチ、高橋コーチ、裏方で支えて下さ

った森田さん、ホストファミリー、この遠征に関

わった全ての方々、このようなすばらしい経験を

させていただいて本当にありがとうございます。

この経験を活かし、大学男子ソフトボール界をよ

り良いものにしていきたいと思います。

ニュージーランド遠征について

開田卓人（大阪産業大学３年・投手）

ニュージーランドに10日間という長い間遠征に

行って、自分なりに感じたことは、チームワーク

が本当に大切だということです。一度も合同練習

などがなく、オリエンテーションのみで、空港で

初めて顔合わせで「本当にどうなるのかと」自分

では思っていました。現地についてさっそく試合

がありましたが、初戦は勝てていた試合だと思い

ます。しかし勝てなかったのは、コミュニケーシ

ョン不足であったからだと思いました。次第に仲

良くなって、コミュニケーションが取れ始め、初

めて試合に勝つことができたと思います。

また、ニュージーランドのレベルの高いバッタ

ーとの駆け引きや、自分なりのピッチングをする

ためにはどうすればいいのか、監督やコーチの皆

さんにいろいろアドバイスを受けながら考えるこ

との大切さも学びました。この遠征で、自分が何

かしら学んで、成長ができ、とてもいい経験がで

きた遠征になり、満足しています。

異文化に触れて

松本 健（立命館大学３年・投手）

今回の全日本学連男子ニュージーランド遠征は、

私にとって忘れることのできない有意義な遠征に

なりました。初めての海外遠征ということもあり

不安なことばかりでしたが、今振り返ってみると

新鮮な瞬間の連続で、自分の人生観、ソフトボー

ル観を大きく変える、良いきっかけになりました。

私は、実際にニュージーランドの地でソフトボ

ールをプレイすることによって、日本とニュージ

ーランドのソフトボールに対する考え方の違いに

ついて徐々に深く考えさせられていきました。日

本では試合開始の一時間前からランニングを開始

し、キャッチボール、ノック、ロングティーなど

を行ってから試合に入るのに対して、ニュージー

ランドは試合開始の十五分前に集まってキャッチ

ボールだけをして試合に入ります。私は当初、こ

のスタイルを受け入れることができませんでした

が、試合を積み重ねていくうちに少しずつ理解で

きるようになりました。この異なるスタイルは、

どちらが優れている、劣っているということでは

なく、お互いのプレイスタイル、環境、国民性に

どれだけ即しているものであるかということが分

かったからです。それがお互いにとってそれが正

しいスタイルであり、最も適しているスタイルな

のです。

このように、全日本学連男子ニュージーランド

遠征で経験したこと、感じたことを今後のソフト

ボール人生に活かし、自分自身ステップアップす

るための材料にしていきたいと考えています。

ニュージーランド遠征を終えて

坪内 剛（福岡大学３年・投手）

ニュージーランドへ遠征に行きさまざまなこと

を経験することができました。初めて海外のチー



25

ウインドミル№13

ムと試合をし、体格やパワーではレベルの違いを

感じましたが、技術の面では日本も劣っていない

と感じました。自分自身もマウンドが砂ではなく

ラバーだったこともあり最初はかなり苦戦しまし

たが、徐々にいい球が投げられるようになりまし

た。そして、自分の自信のあるボールでバッター

を抑えることができ、とてもよかったと思います。

また、自分に対する課題も多く見つけることがで

き、今後レベルアップしていくために改善してい

きたいと思いました。試合以外ではホームステイ

がとても不安でしたが、ホストファミリーの方が

とてもいい人で、言葉が通じないなかでも楽しい

時間を過ごすことができました。

この遠征を通じてたくさんの仲間もでき、今ま

で経験したことのないことがたくさんできました。

この貴重な経験を活かして残りの大学生活や卒業

後も頑張りたいと思います。

緊張したホームステイ、

でも楽しかった全日本大学チーム

岩田 守(中京学院大学２年・投手)

今回、全日本大学のメンバーに選んでいただき

本当にありがとうございました。

私が一番不安であったことはホームステイで、

初日はホストファミリーとも一言も話すことが出

来ない状況でした。しかし、２日目くらいから少

しずつ慣れてきて楽しくなってきた所ところでお

別れとなり、寂しい気持ちが込み上げてきました。

親善試合では試合前はかなり緊張していました

が、マウンドに上がれば緊張もとれ、いつも以上

に調子がよくて楽しく試合をすることができまし

た。その他、見学や観光で色んな事を体験させて

いただいたことで思い出の多い遠征になりました。

これから、この遠征で学んだことを活かしなが

ら大学生活やソフトボールで活躍できるように頑

張ります。

最後に、団長はじめスタッフの皆様方、このよ

うなチャンスを与えていただきまして本当にあり

がとうございました。

遠征の収穫

望月孝典（中京大学１年・投手）

このニュージーランド遠征では相手の投手から

たくさんの技術を学ぶことができました。自分の

投げる球に何が足りないのかということも分かり、

これからの練習の課題もできいい勉強になったと

思います。

またソフトボールだけでなく、ニュージーラン

ドの文化や歴史を学ぶことができました。特に、

ホームステイを通じてニュージーランドの生活を

楽しむことができました。このような経験はなか

なか出来ないのでこの経験をいかしてこれからも

頑張りたいです。

最後に、ご協力頂いたニュージーランドの方々

や監督、コーチ、全日本大学ソフトボール連盟の

方々に感謝しています。またこのようなが機会あ

れば参加したいです。

ニュージーランド遠征

大井 宗（関東学園大学３年・捕手）

今回２月11日から22日までの11日間ニュージー

ランドに行ってきました。まず、行ってみて思っ

たことはソフトボールの日本との違いの多さに驚

きました。ニュージーランドでは小学生の子供た

ちがイエローボールを使っていました。確かに小

学生が使っているイエローボールは少し柔らかく

て小さいものの、あとはまったく同じでした。日

本では高校までゴムボールですが、ニュージーラ

ンドではソフトボールを始めたときからイエロー

ボールなのです。その違いにはすごく驚きました。

こんなに小さい時からイエローボールを使ってい

れば強くなるなと思いました。

そして、ニュージーランドに行って得たものも

ありました。他の大学の人たちと交流する中で、

いろいろソフトボールの話をしましたが、自分の

意識の低さを感じました。今回遠征をこれからの

ソフトボールにいかしていきたいと思います。ま

たこのような機会があれば参加してみたいと思い
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ます。

ニュージーランド遠征に参加して

平本拓朗（環太平洋大学２年・捕手）

今回、ニュージーランド遠征に参加することが

でき嬉しく思い、また深く感謝しております。海

外での試合は初めての経験であり、緊張と不安は

ありましたが、多くのことを学ぶことができまし

た。

私が一番感じたことは、彼らの試合に入った時

の気迫や闘争心です。試合前後はとても気安く声

を掛けてきたり、笑顔も見られましたが、試合に

なってからは目つきが変わり、そこが強さの秘訣

だと感じました。また、学生の選抜チームでプレ

イすることができ、他のチームの選手と話をして

勉強にもなりました。異国の地でソフトボールを

通して、文化や習慣の違う生活をすることができ

たことも一人の人間として貴重な経験になりまし

た。

今回の遠征での経験を生かして今後のソフトボ

ール人生、大学生活が今まで以上により良いもの

になるように努力していきたいと思います。最後

にご迷惑をお掛けしたこともありましたが、参加

させていただきありがとうございました。

ＮＺ遠征を振り返って

伊藤皓二（日本体育大学２年・一塁手）

２月12日からの10日間、ニュージーランドに大

学選抜として遠征に参加させていただきました。

海外遠征は高校の時にジュニアの大会で行ったこ

とがあったので何の不安もありませんでした。今

回はホームステイや米軍基地に泊まるなど普段体

験出来ないことばかりでいろいろと頭を悩まされ

ました。試合ではチームの4番として使ってもらい、

とても良い経験になりました。しかし、ニュージ

ーランドのソフトボールはレベルが高くて簡単に

は打てませんでした。ニュージーランドのバッタ

ーを中心によく見ていたのですが、みんなすごい

人達ばかりで自分はまだまだと痛感しました。他

の大学の人とソフトのことなどいろんな話をした

のですが、みんな色々な考えを持っていてトレー

ニング方法など参考にさせてもらいました。

このニュージーランド遠征で学んだことは多く、

自分の力になったことは間違いありません。これ

を自分の大学生活、そしてこれからの人生にも役

立てるつもりです。

New Zealandにて

染谷 良（国士舘大学３年・二塁手）

私は、この度のNew Zealand遠征にて様々なこ

とを学びました。New Zealandでは日本語がまっ

たく通じず、また、私は英語が苦手なためにホー

ムステイのときにはかなり苦労しました。どのよ

うにコミュニケーションをとればよいか、どのよ

うにすれば気持ちが伝わるとかです。しかし、ホ

ストファミリーの方達は、私の言っていることを

理解しようとしてくれ、また家族のように接して

くれ、とても嬉しく思いました。

試合では、他の大学の人達とのチームを結成し

てお互い知らないところが多いはずなのにみんな

が力を合わせて試合できました。私みたいな選手

がこのような遠征に参加でき他の大学の人達とプ

レイできとてもよかったですし、地方の人達とい

ろいろ友達ができました。この経験を忘れずにこ

れからの人生に生かせたらと思います。

ニュージーランド体験記

薩澤彰大（早稲田大学３年・三塁手）

自分がソフトボールを始めて３年。初めての海

外試合。私はソフトボール界の事をよく知りませ

んが、日本のソフトボール競技レベルは高いと思

っており、全日本大学選抜として意気揚々ニュー

ジーランドに乗り込みました。しかし、結果は日

本選抜の負け越し。ニュージーランドの投手には
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信じられないくらい速い球を投げる選手がいまし

た。「手も足も出なかった」というわけではない

のですが‥‥ニュージーランドで経験した試合は

どれも僅差の試合で常に１点勝負でした。

全試合がとても緊迫した中での試合で自分の競

技力向上はもちろん、チームとしての一体感も感

じられ、たった２週間という短い期間の遠征でし

たが。他チームの選手とも仲良くなれ、そして何

より世界のソフトボールを知ることができたこと

が自分にとって大変なプラスとなりました。

この経験を活かし、大学生活最後となるインカ

レに華を咲かせたいです。団長をはじめ監督、コ

ーチ、スタッフの人達には感謝の気持ちで一杯で

す。

人生初の海外遠征

祝 弘樹（日本体育大学２年・遊撃手）

私は今回、ニュージーランド遠征に行かせてい

ただきいろんなことが勉強できました。

一つは、ニュージーランドでは、スケジュール通

り進まない事があり、その時の「適応力」が大切

であるということです。日本の生活ではめったに

無いことなどで、これからの社会に出た時になど

役立つ事が経験できてとてもよかったと思います。

プレイ面では全国各地から集まった選手達と勝

利する為に全力で取り組め、互いにアドバイスや

声をかけながらでき、自分は得るものばかりでし

た。今回、ニュージ－ランドに行ったことで自分

に足りないものやこうしなければいけない点など

が見つけられたこともよかったと思います。今後、

このことを活かしていきたいと思います。

最後になりましたが、この遠征に関わってくだ

さった人達にとても感謝しています。本当にあり

がとうございました。

感謝・学び

久我貴大（早稲田大学２年・遊撃手）

日本が真冬の季節ということは、ニュージーラ

ンドは真夏なはずです。しかし、いざニュージー

ランドに到着してみると雨がぱらつき肌寒い気候

でした。また、私たちが滞在した期間で真夏な快

晴の気候であった日は、11日間で２、３日くらい

であっただろうと思います。太陽がサンサンとし

た中で海に入れなかったことだけ悔やまれます。

海水が冷た過ぎました。現地の人の話を聞くと前

日までは晴れていてとても暑い日が続いていたと

のことでした。

本題の試合では、ニュージーランドのソフトボ

ールからいろんなことを学ぶことができました。

また、首脳陣の方々をはじめ、今回チームメイト

となった他大学の選手たちからもあらゆる視点か

らアドバイスをもらうことができたことも自分へ

の大きな収穫となりました。

最後になりましたが、今回このような素晴らし

いニュージーランド遠征ができたのも、大学連盟

の方々をはじめ、帯同してくださったスタッフの

方々、関係者の多大なるご支援があったからこそ

であります。感謝の気持ちでいっぱいです。本当

にありがとうございました。これからは、今回の

遠征に参加できたことを誇りに思い、責任感を持

ってソフトボールに取り組んでいきたいと思いま

す。

かけがえのない異文化体験

松岡 隼（国際武道大学２年・遊撃手）

今回のNZ遠征は、私にとって初めての体験が多

くありました。当たり前のことですが、コミュニ

ケーションは全て英語です。私は今まで海外に行

ったことがないため、ホームステイ先の家族の人

たちとコミュニケーションをうまくとれるかとて

も不安でした。しかし、私がジェスチャーなどを

使って一生懸命伝えようとすれば、ホームステイ

先の人たちも一生懸命伝えようとしてくれるので

うまくコミュニケーションをとれました。気持ち

が伝わったときの感動は、言葉にできない喜びが

ありました。ホームステイ先の人たちは、とても

親切で明るく優しく接してくれたのでとても良い
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NZ遠征になりました。今回のNZ遠征で、是非、も

う一度ニュージーランドに行きたいと感じました。

ニュージーランド遠征を終えて

豊永 諒（日本体育大学３年・左翼手）

このたび、大学日本代表としてニュージーラン

ド遠征を終え、私が経験できたことは、普段日本

で生活している中では体験することが出来ないも

のでした。

特にホームステイでは、ニュージーランドの食

文化、生活スタイルなどに触れることができ、日

本との違いに戸惑うこともありましたが貴重な経

験ができたと思います。遠征中には観光をする時

間もありニュージーランドの歴史、文化を学ぶこ

とができたこともよかったと思います。

ソフトボールの試合では、試合の始まり方、ス

トライクゾーンの広さなど、多くの日本との違い

に選手全員が戸惑いましたが、遠征後半にはみん

な慣れ、相手チームとよい試合ができたと思いま

す。また遠征中帯同してくださった岡田さんが審

判をされている方で、ニュージーランドの審判が

習うルールと日本のルールとが違うことを直接聞

くことができたこともよかったと思います。

最後に、多くの方々の協力があったから無事に

遠征を終えることができたと思います。この経験

をこれからのソフトボール人生に生かしていきた

いと思います。本当にありがとうございました。

ソフトボールで繋がる絆

川口拓馬（関西大学１年・左翼手）

私は今年の２月12日から10日間にわたり、全日

本大学選抜としてニュージーランド遠征に参加し

ました。私にとってニュージーランドに足を運ぶ

のは２回目で、Ｕ19として参加した１回目は自分

の力を十分に発揮することが出来ず悔しい思いを

しました。今回は前回のリベンジのチャンスだと

思い、結果を残そうと意気込んでいました。しか

し、現実はそう甘くはありませんでした。野手は

１回生として唯一参加させてもらったのですが、

先輩達の技術の高さにまず驚かされました。そし

て半年前に世界ジュニアで戦った選手達が格段に

実力をアップさせていたことに愕然となりました。

この遠征を通して、私は自分の実力不足、日々の

練習の甘さを再確認させられました。結果もノー

ヒットで終わり１年前と何も変わってなかったこ

とが悔しくて仕方がありませんでした。

しかし今回の遠征ではソフトボール以外のこと

をたくさん学ぶことが出来ました。初めて経験す

るホームステイでは、言葉が分からなくてもコミ

ュニケーションの取り方はいくらでもあることを

知りました。現地の方の温かい気持ちは、ソフト

ボールというもので私達と繋がっているんだと感

じました。

私は今回の経験の全てを今後のソフトボール人

生に生かしていかなければならないと感じました。

そして大学在学中に、またこのような海外遠征の

チャンスがあれば絶対に参加したいと思っていま

す。最後に、今回のニュージーランド遠征では末

井先生を始めとする遠征に携わって下さった全て

の方々に感謝の気持ちを伝えたいと思います。本

当にありがとうございました。今後の大学ソフト

ボール界を、先頭切って引っ張って行く存在にな

るため、今後とも頑張りたいと思いますので宜し

くお願い致します。

ニュージーランド遠征で学んだこと

鶴山大輔（熊本学園大学３年・中堅手）

今回、ニュージーランド遠征を通じて、様々な

ことを体験し、学ぶことができました。ソフトボ

ールだけに限らず、ニュージーランドの自然や文

化にも触れたりして、自分にとってとても貴重で

有意義な遠征となりました。

中でも、ソフトボールのレベルの高さには驚き

ました。パワーがありスピードもあり、一人ひと

りの運動能力が非常に高いと感じました。試合で

は自分の力が全く通用せず悔しい思いもしました
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が、課題がたくさん見つかり、自分なりに収穫が

あったのでよかったです。この経験を自分自身の

レベルアップにも活かしたいと思いますし、チー

ムのレベルアップにも活かせたらと思っています。

最後に、ニュージーランド遠征において、引率

や日程の調節、ホームスティなど色んな方々の支

援や協力があったから、本当に素晴らしい体験を

させてもらうことができたと思います。このよう

な事に感謝の気持ちを忘れず、これからもソフト

ボールを頑張っていきたいです。

楽しかった海外遠征

亀田亮治（日本体育大学２年・中堅手）

私は、このニュージーランド遠征でたくさんの

ことを学びました。私にとって初めての海外だっ

たので、言葉や文化の違いに驚かされることばか

りでした。英語をあまり話せなかったのですが、

ホームステイを続けていくうちに、ホストファミ

リーともコミュニケーションをとれるようになり

ました。

ソフトボールではニュージーランドの選手は、

日本人に比べて身長も高く、体格もよくて、パワ

ーの違いに驚きました。また、ピッチャーも120キ

ロ近いボールを投げる人がたくさんいて、ニュー

ジーランドのレベルの高さを実感しました。しか

し、その中でも守備力や、バント、コントロール

では、日本は世界に通用するのだと感じました。

この遠征で世界のレベルを知り、その中で通用

するものも見つけることができました。その通用

するものをさらに向上させていきたいです。

ニュージーランド遠征で学んだ事

川崎祐介（中京学院大学３年・右翼手）

私にとって、今回の海外遠征は初めてであり、

先輩たちからは海外のチーム等色んな事は話には

聞いていましたが、実際ニュージーランドのチー

ムと対戦してみてはじめて、自分の力不足なとこ

ろも見つけられたことが収穫でした。また、末井

団長はじめ監督やコーチの方々からも数々のアド

バイスを頂いたことや他大学の選手達との交流を

深められソフトボールに関して、自分自身の視野

の狭さを痛感したことなど、沢山の勉強をさせて

いただいたことを感謝しています。

その他、初めてのホームステイを経験して、ホ

ストファミリーの方々との交流や伝統的な文化を

学ぶ為の見学等も貴重な体験でした。

この遠征で学んだことをこれからの生活に活か

して生きたいと考えています。貴重な経験をさせ

ていただいたことを心から感謝しております。あ

りがとうございました。

ソフトボールを通じた理解

吉田晴貴（高崎経済大学２年・右翼手）

私は、2009年春に行われたニュージーランド遠

征に参加してきました。全国の大学から選手が集

まり、20名程度でチームは構成されました。私は

周りとコミュニケーションをとることに一番力を

入れました。また、ホームステイなど現地の人と

関わることも多くコミュニケーション能力が問わ

れる場面が多くありました。私たちが取り組んで

いるスポーツというものがその媒体として非常に

役に立ちました。たとえ文化が同じでなくても一

緒にキャッチボールや試合をすることによって一

気にお互いの距離を縮めることができると肌で感

じました。ニュージーランドのソフトボールは日

本よりレベルが高く、試合は負け越してしまいま

したが、今回の遠征は私の人生の中でも貴重な経

験になりました。しかし、ソフトボールはまだま

だメジャーではなくオリンピックでも廃止になる

など厳しい対応がされているのが現状なので、こ

れからもっとソフトボールやスポーツが発展して

このような遠征が多くなって欲しいと思いました。

最後に、今回の遠征に参加するにあたってご協力

して下さった関係者の方々ありがとうございまし

た。

（注）派遣選手の学年は、遠征時である。



【研究紹介】

ソフトボールの投球動作（オーバースロー）における

手の大きさが球速とコントロールに及ぼす影響について

木 田 京 子（園田学園女子大学）

【目的】

筆者は、女子ソフトボールの指導をする中で、

「投げる」（上手投げ）動作の指導の難しさを感

じてきた。これまでの指導における経験だけでな

く、科学的な観点で「投げる」動作の検証ができ

れば、形態的に不利と考えられる選手の「投げ

る」動作のより良い指導方法が見いだせると考え

られる。下奥は「手の大きい人、指の長い人はス

ナップが効いて早い球を投げられる」と述べてお

り、また「基本的なボールの握り方は人差し指と

中指、親指の３本でボールを支える」と指摘して

いる1）。しかし、発達段階の子どもや手の小さな女

子選手等は、指導書等で記されている基本的な握

り方でボールを握ることが困難である。このこと

について、下奥は「指の短い人ならばボールを握

るのが困難であり、しかも投げにくいから、（中

略）女子の場合は、指の短い人は４本か５本で持

って投げるが、５本指で持つ場合はボールがゆる

くなる」と述べている1）。実際に５本指で握らな

ければならない選手がたくさんいるにもかかわら

ず、指導書や先行研究では、５本指の握り方の指

導が示されていない。ましてや、手の形態及び機

能と投球動作との関係を調査した研究、また、指

別に役割を述べている先行研究もみられない。

このことを踏まえ、本研究では、大学ソフトボー

ル女子選手の手の形態及び機能が球速やコントロ

ールに及ぼす影響を検証し、今後のソフトボール

の指導に役立つ基礎的知見を得ることを目的とし

た。

【方法】

１．被験者

被験者はＳ女子大学ソフトボール部に所属する

選手で、実験１（球速）の被験者は11名、実験２

（コントロール）の被験者は29名であった。また、

各被験者については握り方を調査し、主に３本の

指を中心にボールを握る選手（三本握り）と５本

の指全部でボールを握る選手（五本握り）とに分

類した。

２．形態及び機能測定

2-1.手の大きさの計測

手の形態は、ＳＳＫ株式会社の協力により三次

元計測器p-MoAi（プレックスモアイ株式会社プレ

ックス製）を用いて計測し、手長および各指長の

定義は図１に示した２）。

2-2.握力測定

デジタル握力計（グリップ-Ｄ､竹井機器工業株

式会社製）を使用し、投球する利き手の握力を測

定した。測定は２回ずつ行い、良い方の結果を採

用した。

2-3.指力（指圧）測定

ピンチメーター（日本メディックス社製）を使

用し、利き手の親指と各指(４指)のつまむ力（指

圧）の測定を行った。

2-4.球速測定

投球距離は13.11ｍとし、被験者の前方に的（

1.7ｍ×1.4ｍのネット）を置き、12インチ(周囲

30.48cm±0.32cm・重さ187.8±10.63ｇ)３）のボー

ルを利き手に持ち、任意のタイミングによりノー

(2)

(3)
(4)

(5)

(6)

(1)

図１．手の測定項目
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ステップで投球した。測定投球数は５球とし、全

力投球を求めた。球速の測定は、ミズノ株式会社

製スピードガン（PRO SPEEDⅡ PSX-11 6131）を

用いて初速を測定した。

2-5.コントロール測定

コントロールテストに用いた的は縦91.6cm×横

78.8cmの四角形模造紙とし、中央にはソフトボー

ルでのコントロールの正確性が増すと石垣らが報

告している４)直径10cmの円を描いて標的とした。球

速測定と同様に投球距離は13.11ｍとして、被験

者の任意のタイミングによりノーステップで投球

させた。ボールが的に当たった試行のみを成功試

行とし、成功試行が10球得られるまで投球を続け

させた。標的の中心からボールの当たった位置ま

での距離をそれぞれ計測し、コントロール指数を

算出した。また、コントロール重視での投球が、

球速にどの程度影響を及ぼすかについて検証する

ため、同時に球速の測定を行った。

【結果・考察】

１．握りと形態及び機能との関連性

1-1.握りと手長について

三本握りの被験者の手長平均は172.3±6.13mm、

五本握りの被験者の手長平均は158.6±4.03mmで

あり、三本握りの被験者は、五本握りの被験者に

比べて手長が有意に長かった(t(28.815)=7.475,

p<0.001)。また、手長が160mmを超えると３本指

で握る被験者が多かった。

1-2.握りと指長について

三本握りの被験者は、五本握りの被験者に比べ、

表１に示したようにすべての指の長さが有意に長

かった。

表１．指の長さの差

指 三本握り 五本握り t(29) 有意水準

第１指長 60.4±2.71 54.5±3.80 5.065 p<0.001

第２指長 72.6±3.40 67.8±2.31 4.385 p<0.001

第３指長 78.3±3.09 72.0±2.55 6.049 p<0.001

第４指長 72.7±3.24 68.3±1.44 4.529 p<0.001

第５指長 55.3±4.41 49.8±4.09 3.575 p<0.001

指長の長い選手は、３本指と５本指の握り方の

どちらも選択することができるが、指長の長い選

手は３本指で握っている傾向があった。逆に５本

指で握る選手は指長が短いことで、５本指でしか

握れないと考えられる。

1-3.握りと握力について

三本握りの被験者は（34.1±4.74kg）、五本握

りの被験者（30.1±4.72kg）に比べて握力が有意

に大きかった(t(29)=2.271, p<0.05)。

２．握り別にみた手の形態及び機能が球速に影響

を及ぼす要因の検討

2-1．握りと球速について

図２に示したように、三本握りの被験者は五本

握りの被験者に比べ球速が有意に速かった(93.8±

6.47km/h vs84.5±4.43、t(29)=2.700, p<0.05)。

2-2.手長と球速について

五本握りの被験者の手長と全力投球の球速との

相関係数は－0.57、三本握りの被験者では－0.11

であり、いずれも有意な相関は認められなかった。

2-3.指長と球速について

五本握りの第１指長（親指）と球速との間に相

関関係は認められなかったが、三本握りの被験者

の第１指長（親指）と球速との相関係数は0.81で、

三本握りの被験者の第１指長（親指）の長さと投

球速度に相関傾向が認められた（図３.p=0.053）。

三本握りにおいて、第１指（親指）は人指し指・

中指の３点を支える役割があり、リリースの直前

で最初に第１指（親指）からボールが離れ、リリ

ースで人指し指と中指の指先からボールが離れる。

そのため、第１指（親指）が長い被験者の球速が
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速いのは、ボールを最後まで支え、いわゆる「球

持ち」が良いもしくは長いからであると考えられ

る。

また、五本握り被験者の第３指長（中指）と球

速との相関係数は－0.89と有意な逆相関が認めら

れた（p<0.05）。図４に五本握りの第３指長（中

指）と球速の関係を示した。三本握りにおいては

有意な相関関係が認められなかった。五本握りの

被験者は第３指長（中指）の長さが球速の減速に

影響が大きいことが確認され、同様に第２指長（

人差し指）と球速の間にも逆相関の傾向がみられ

た。これらの結果は、五本握りの被験者で第２指

長（人差し指）、第３指長（中指）の長い選手は、

投球の際にボールを「わしづかみ」で強く握って

いることが想定される。ボールを強く握ることに

より、リリース局面でスナップを上手く使えなく

なることが球速を減少させる要因の一つになって

いると考えられる。そこで、五本握りの被験者の

投球速度を向上させるには、ボールの握り方を改

善する指導が必要である。その方法として、中指

のボールの握る位置を薬指側へ広げ、人差し指と

中指の指先の間がボールの頂点になるように握ら

せることで「わしづかみ」を改善しボールを強く

握ることを防ぎ、これによって、リリース局面で

のスナップが上手く使え投球速度の向上が期待で

きると考えられる。

2-4.握力と球速について

三本握り・五本握りのどちらのグループも握力

と球速との関係は、有意な相関は認められなかっ

た。

2-5.指力と球速について

三本握り・五本握りのどちらのグループも指力

と球速の関係は、いずれの指も有意な相関は認め

られなかった。

３．握り別にみた手の形態及び機能がコントロー

ルに影響を及ぼす要因の検討

3-1.握りとコントロールについて

三本握りと五本握りの被験者のコントロール指

数において、有意な差は認められなかった(t(29)

=-0.066, n.s.)。握り方が異なっても、それぞれ

の独自の投球方法の習得により、コントロールを

高めることが可能であることが示唆された。

3-2．手長・指長とコントロールについて

手長及び各指長（親指・人差し指・中指・薬指

・小指）の形態とコントロールの関係は、三本握

りの被験者、五本握りの被験者のいずれも相関が

認められなかった。従って、手の大きさは、コン

トロールにあまり影響を及ぼさないものと考えら

れる。

3-3.握力とコントロールについて

三本握り・五本握りのいずれのグループも握力

に関しては、コントロールとの間で有意な相関は

認められなかった。

3-4.指力とコントロールについて

指力について、とりわけ三本握りにおいては、

いずれの指力ともコントロールとの間で相関は認

められなかった。しかし、五本握りの中指におい

て、指力とコントロールとの間に相関関係が認め
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られた。中指の指力が強い被験者ほどコントロー

ルがよいことが明らかになった（p<0.05）。図５

に五本握りの指力（中指）とコントロールの関係

を示した（グラフは逆相関を示しているように見

えるが、コントロール指数の表示の関係で実際に

は正の相関が得られている）。

すでに、５本指で握る被験者の中指の長さと球

速との関係は述べた。コントロールとのかかわり

について触れるが、リリース局面でボールが指先

から離れる際は人指し指・中指・薬指からほぼ同

時に離れる。しかし、中指の指力が強いとボール

を押し出す際に安定性が得られ、それがコントロ

ールの正確性に影響を及ぼすことが予想される。

また、五本握りの被験者では、小指の指力とコン

トロール指数との相関係数は－0.55であり、有意

には至らなかったが、相関傾向が見られた（p＝

0.067)。５本指でボールを握る被験者は小指でボ

ールを支えて握っているため、小指の力がコント

ロールに影響を及ぼす可能性についても示唆され

た。

４．握り別に見た全力投球時とコントロール重視

時の球速の変化について

各被験者において、全力投球時とコントロール

重視の投球時の球速を対応あるｔ検定で比較した。

五本握りにおいては、全力投球時とコントロール

重視の投球時で球速に有意な差は認められなかっ

た（t(3)=0.673，n.ｓ）。しかし、三本握りの被

験者においては、全力投球時に比べ、コントロー

ル重視の投球時には有意な球速の低下が認められ

た（t(4)=3.356，p<0.05）（図６）。すなわち、

球速が速い選手はコントロールの正確性が逆に落

ちることが示された。コントロールを重視するこ

とにより、より丁寧に投げるまたはいわゆる「お

きにいく」ことが原因であると考えられる。また、

運動の順次性がうまく行われていれば正確性や定

常性が高まることが予想されるが、的が小さくな

るに従って動作を素早く行うことが加減され、そ

のため球速は落ちていくものと考えられる。

【まとめと今後の課題】

今回、手の「大きさ」や「強さ」といった形態

と機能が、球速やコントロールに及ぼす影響につ

いて検討した。

その結果、以下のことが明らかとなった。

・三本握りの選手は、五本握りの選手に比べ、手

の大きさ及び握力が大きかった。

・三本握りの選手は、手の形態及び機能が球速に

影響を及ぼすことはなかった。

・五本握りの選手は、第３指長（中指）が長いほ

ど、球速が遅くなった。

・三本握りの選手は、手の形態及び機能がコント

ロールに影響を及ぼすことはなかった。

・五本握りの選手は、中指の指力が強い程、コン

トロールがよくなった。

・三本握りの選手は、最大球速が速い程、コント

ロールは悪くなった。

・三本握りの選手は、全力投球時の球速とコント

ロール重視時の球速では、コントロール重視時

の球速は遅かった。

 

図 6 3 本握りの全力投球とコントロール重視時の球速 
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本研究は、筆者のこれまでの経験上での指導方

法を改めるために行われた。とりわけ、五本握り

の選手の投球動作の改善に必要な知見を得ること

ができた。しかしながら、今回の結果は、本来、

優位なはずの三本握りの投球が、手の形態的およ

び機能的特性を有効に生かせていない選手の多い

ことを示唆しているように考えられる。今後、投

球時、特にリリース時の手あるいは指の使い方に

焦点をあてた動作解析を実施し、技術的ポイント

を整理する必要性を痛感させられた。また、ソフ

トボールは野球に比べて塁間が短いため、正確さ

が求められる。少しの投球ミスや動きのロスで出

塁を許してしまうことが多く見られるため、筆者

は指導経験上からもソフトボールの投球方法の指

導の狙いは正確さ→速さ→強さの順で指導を行っ

てきた。今回、現実として球速の速い選手はコン

トロールの正確性が逆に落ちることが示されたこ

とは、手の使い方はもちろんのこと、正確かつ速

い投球へ繋げるための投球動作全体を解析するこ

とも必要であると考えられる。

〈引用文献〉

1）下奥信也：ソフトボール 体育図書館シリーズ

23，不味堂書店，1965，ｐ20．

2）社団法人人間工学研究センターホームページ：

http://www.hql.jp/project/size1992/

3）財団法人日本ソフトボール協会：2008オフィシ

ャルソフトボールルール，（財）日本ソフトボー

ル協会，2008，ｐ33．

4）石垣尚男：標的サイズと投球コントロールの正

確性，愛知工業大学研究報告38-Ｂ，2003．

〈参考文献〉

・財団法人日本ソフトボール協会 三宅豊他：ソフ

トボール指導教本，財団法人日本ソフトボール協

会，2007．

・吉村正：ソフトボール教室，大修館書店，1980．

・吉村正他：実践ソフトボール，大修館書店，19

85．

・吉田茂他：教師のための運動学，大修館書店，

1996．

・日本ソフトボール協会ホームページ：http://w

ww.softball.or.jp/

※本資料は、平成20年度大阪教育大学大学院教育

学研究科の修士論文「ソフトボールにおける投球

動作（オーバースロー）の一考察―手の大きさが

球速とコントロールに及ぼす影響について―」か

ら一部抜粋し加筆したものである。

【卒業論文紹介】

大学男子ソフトボール競技における投手・打者に関する研究

髙橋速水・佐藤祐輔・豊永 諒・石嵜祥悟・藤田隼人（日本体育大学男子ソフトボール部）

髙橋流星・小川幸三（日本体育大学運動方法(ソフト・野球)）

１．背景

近年のソフトボール競技では、相手の打者、投

手の配球データなどを参考にし、スポーツ科学の

分野での勝負が始まっている。昨年の北京オリン

ピックでも金メダルを獲得した背景には、相手投

手の癖や配球を分析し、勝利に結びつけたと言わ

れている。そういった意味でスポーツ科学は今後

勝利する為に、必要不可欠なものになると考えら

れる。

近年の野球界では、打者の評価をするためにセ

イバーメトリクス(SABRmetrics, Sabermetrics：

以下SABR）が多くの球団や大学などで活用されて
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いる。

SABRとは、野球においてデータを統計学的見地

から客観的に分析し、選手の評価や戦略を考える

分析手法である。この分析方法は、野球ライター

で野球史研究家・野球統計の専門家でもあるビル

・ジェームズによって1970年代に提唱されたもの

で、アメリカ野球学会の略称SABR(Society for

American Baseball Research）と測定基準(

metrics)を組み合わせた造語である。

本研究ではSABRを用い、良い打者の評価方法の

比較検討をすると共に、また投手においても良い

投手の条件をデータから見つけ出すこととした。

これは、指導現場やスカウトまたは、選手の打撃

評価が期待でき、勝利するためのチームを今まで

と異なった目線から見ることが出来ることが考え

られる。

２．目的

本研究の目的は、打者では、SABRを用い2008年

第43回全日本大学選手権(以下：第43インカレ)、

2009年第44回全日本大学選手権（以下：第44イン

カレ)、2009年第55回全日本総合選手権大会(以下

：第55総合）における打者の評価方法の検討する

こと、また、投手の必要な条件を見出し指導の一

助、または競技力向上に役立てて行くことを目的

とした。

３．方法

3-1.被験者

投手は、第43インカレ上位８名、第44インカレ

上位12名、第55総合上位12名の計32人を分析対象

にした（11イニング以上対象）。

打者は、第43インカレ、第44インカレ、第55総合

（12打席以上を対象）の各大会上位20名ずつ計60

人を分析対象にした。

3-2.分析方法

大会中に公式記録員が各試合を記録したものを

採用し合計されたデータを基に分析を行った。

投手成績の内容は、投球数、奪三振数、被安打、

四死球、失点、被安打数、四死球の値から１試合

平均を算出した。

打者成績の内容は、打席数、打数、安打、得点、

打点、犠牲打、四球、死球、四死球、三振、盗塁、

残塁、出塁率、打撃率、二塁打、三塁打、本塁打

の値から、出塁率、長打率、OPS、NOI、GPA、BB/

Kを算出した(表1)。

表１．各項目の計算式および意味

3-3.データ処理

データ処理は、公式記録員が各試合を記録した

データを、Microsoft Excel上に取り込み、各々の

相関関係をみた。

４．結果

4－1.投手の結果

表２は、各大会における１試合平均の投球内容

である。投球数、奪三振数、被安打、四死球、失

点、被安打+四死球は、以下の通りであった。

表２．各大会における投手の１試合平均成績項目

（平均値±標準偏差）

図１は、各大会における１試合平均奪三振と１

試合平均失点の相関関係である。各大会における

相関係数は、第43インカレr＝0.711(p＜0.05)、第

44インカレr＝0.05(p＜0.05)、であり、両大会に
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◆ 第 43 回インカレ y＝-0.3395x＋5.844 r＝0.711 p＜0.05 

 

△ 第 55 回総合 y＝-0.2402x＋5.5015 n.s 
■ 第 44 回インカレ y＝-0.5251x＋6.9955 r＝0.575 p＜0.05 
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おいて有意な相関関係が示されたが、第55回総合

では関係がみられなかった。

同様に、各大会における１試合平均失点と１試

合平均被安打数の相関関係を求めたところ、すべ

ての大会において有意な相関関係が示された。各

大会の相関係数は、第43インカレr=0.819(p＜0.05)、

第44インカレr=0.940(p＜0.001)、第55総合r=0.843

(p＜0.001)であり、有意な相関関係が示された。

4－2.打者の結果

表３は、各大会における打者の成績内容である

（平均値±標準偏差）。

表３．各大会における打者成績内容（平均値±標準偏差）

また、各大会における得点と出塁率の相関関係

も求めた。各大会の相関係数は、第43インカレr

=0.725(p＜0.001)、第55総合r=0.625(p＜0.01)で

あり、有意な相関関係がみられたが、第44インカ

レは有意な関係がみられなかった。

５．考察

5－1.投手の考察

表２は、各大会における１試合平均の投球内容

である。この各項目から最も優れた投手は、奪三

振が２桁以上、被安打３本以内、四死球１個以内、

そして失点を１点以内に抑えることが必要である

と考えられる。また、最低限勝ち上がって行く為

には、奪三振４、被安打７、四死球４、失点５点

以内に抑える投球内容でなければ勝ち上がること

が困難であることが推察される。

図１は、各大会における１試合平均奪三振と１

試合平均失点の相関関係であり、第43・44インカ

レ(p＜0.05)には有意な相関関係が示されたが、第

55総合では関係がみられなかった。

これは、総合選手権大会は大学生のみならず、

クラブ、実業団を含む社会人のチームも加わり各

都道府県を勝ち抜き出場してきた日本最高峰レベ

ルの大会である。その為、インカレよりも投手力、

打力、走力、守備力などすべての能力やスキル、

戦術などが高いことが考えられる。以上のことか

ら、奪三振を数多く奪ったとしても、失点してし

まう可能性が高い大会だと推察される。たとえば、

三振を７イニングで２桁奪ったとしても、本塁打

や盗塁、エンドラン等の攻撃、または、より優れ

た戦術などで失点してしまう可能性があるためで

ある。そのため、総合選手権で勝つためには、奪

三振数だけでは勝ちあがれないことが示唆された。

各大会における１試合平均失点と１試合平均被

安打数の相関関係では、各大会の相関係数は、第

43インカレr = 0.819(p＜0.05)、第44インカレr=

0.940(p＜0.001)、第55総合r = 0.843(p＜0.001)

であり、すべての大会で有意な相関関係が示され

た。

この結果により、投手は被安打されないように

することが失点を少なくするカギであることが言

える。また、被安打を許すポイントが大切である。

走者が塁上にいなければ、被安打を許しても失点

に繋がらない。直接、失点に繋がるような被安打

を避けることが失点しない要素の一つであると推

察される。

5－2.打者の考察

表３の結果から、第43・44インカレの打撃率は、

0.410を超えているのに対し、第55総合は、0.320

であった。また、OPS値もインカレでは、1.100を

超えていたが、総合は0.929であった。そして、三

振率は、総合が0.253で最も高い値を示した。この

ことから、総合の投手レベルが高いことが考えら

れる。また、インカレでは、良い打者の条件とし

て、打撃率やOPSは、0.400、1.100以上必要である

ことが考えられる。

また、各大会における得点と出塁率の相関関係

では、第43インカレ(p＜0.001)と第55総合(p＜

0.01)には有意な相関関係がみられたが、第44イン

カレは有意な関係がみられなかった。

このことから、出塁率と得点には関係があると

推測されるが、第44インカレのようにそうではな

い場合もあることが示された。しかしながら、出

塁率を抑えることは重要なポイントの一つである

と言える。
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６．まとめ

以上のことを踏まえて、投手・打者における重

要な必要条件は、以下に記載する。

・投手の必要条件

1. 奪三振（三振が取れる球を持っている）。

2. コントロールが良い（四死球を出さない）。

3. 完投能力。

・打者の必要条件

1. 打撃率、出塁率が高い。

2. 選球眼が養われている。

3. 三振をしない（相手のミスが生まれる）。

７．参考文献

1)蓮見清一：野球の見方が180度変わるセイバーメ

トリクス／宝島社 2008.

2)第43,44回全日本大学選手権大会：試合スコアー

筆者 全日本ソフトボール協会記録委員

3)第55回全日本総合男子選手権大会：試合スコア

ー 筆者 全日本ソフトボール協会記録委員

4)マイケル・ルイス（中山宥訳）：マネー・ボー

ル／講談社 2006.

大学男女ソフトボール選手におけるスイングスピードの男女差

佐藤祐輔・髙橋速水（日本体育大学男子ソフトボール部）

髙橋流星・利根川勇・小川幸三（日本体育大学運動方法(ソフト・野球)）

１．背景

バッティングとは、野球やソフトボール競技に

おいて打者が投手の投球をバットで打つこと、お

よびその方法である。日本語では打撃とも呼ばれ

る。

野球・ソフトボール競技の打撃において、ボー

ルを強く打つことやより遠くに打つ為には、バッ

トスイングの速度を高めることが重要である（平

野，1996）。また、打撃技術を決定する一要因と

しても考えられている。

打撃動作に関しては、現在に至るまで野球の打

撃におけるスイング速度や、打球速度、打撃動作

などに関する研究をはじめ、トレーニングが打撃

動作に及ぼす影響や、各スポーツメーカーなども、

バットの重量が打撃動作に及ぼす影響なども実験

され、多くの研究者達が注目している。

一方、ソフトボール競技は、1996年のアトラン

タオリンピックから正式種目として公認され、20

08年の北京オリンピックで女子ソフトボールチー

ムが優勝したことは、記憶にも新しい。そして、

女子では、オリンピック競技として採用された影

響もあり、多くの研究者が女子ソフトボール選手

に着目し、バットスイングの動作分析などが行わ

れてきた。そのような背景もあったからこそ、金

メダルが獲得できたのではないかと考えられる。

そういった意味で、スポーツ科学は勝利する為に

は、必要不可欠なものになってきていると言って

も過言ではないだろう。しかしながら、大学ソフ

トボール選手を対象にした研究は非常に少なく、

不明瞭な点が多い。

そこで、本研究ではバットスイングのスピード

は、飛距離に比例する（平野，1984）とうことか

らスイングスピードの速さは、欠かす事のできな

いスキルの一つと考えており、そのスイングスピ

ードに着目して、本研究を進めることとした。

２．目的

本研究は、Ｎ大学男女ソフトボール選手におけ

るバッティング中のスイングスピードについて、

右バッターと左バッターのスイングスピードを調

査し、自分自身の技術向上および指導の一助とす

ることを目的とした。

３．方法

3－1.被験者

被験者は、Ｎ大学男女ソフトボール選手（レギ
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ュラー）男子４名、女子３名であり、被験者の身

体的特徴は表１に示す。被験者には、測定の内容

を十分に説明し、理解して頂いた上で充分なウォ

ーミングアップをさせた。

表1．被験者の身体的特徴および標準偏差

3－2.試技内容および測定機材

被験者の説明として、打つ方向は、センター方

向を狙い全力でスイングするように指示した。こ

の際、ティー台を使用し、止ったボールを打つよ

うに指示した(図１)。ティー台の高さは、自分の

好きな高さ（真ん中付近）に被験者自ら設定させ

た。使用したソフトボールは、試合用公認球（ミ

ズノ150、イエローボール)を使用した(図２)。被

験者は、測定条件を一定にするため同じボールと

同じバットを使用した。バットは、試合用公認バ

ット（ミズノ社 AX4 84cm,720g）を使用した（図

３）。

ビデオカメラ（SONY HDR-FX7）(図４)を使用し、

レンズの球面収差の影響を軽減させるため、ティ

ー台の側方30ｍの場所に動かないように三脚でし

っかり固定し、地面からレンズの中心が90cmの場

所に設置した。

図１．ティー台を使用(KENKO株式会社製)

図２．使用した公認球（ミズノ社 150）

図３．使用バット（ミズノ社 AX4 84cm,720kg）

図４．使用したカメラ（HDR-FX7 SONY社製）

3－3.分析方法

被験者は、全力スイングを６回行い、分析対象

として、最もスイング速度が早かった試技、計３

試技を分析対象とした。

デジタルビデオカメラから得られたバットスイ

ング画像をパソコンにデータを移し、AVI形式に

変換した。そして、２次元ビデオ動作解析システ

ムFrame-DIASⅡversion3（ディケイエイチ社製）

を使用し、120frame/sで撮影した映像を240field

に分解し分析を行った。線速度の算出は以下の式

を使用し算出した。

3－4.データ処理

データ処理は、Microsoft Excel上に速度データ

を取り込み、身長と体重とスイング速度との相関

係数を算出した。
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図５．スイング中の写真

４．結果

図６は、男女にけるスイングスピードの平均値

および標準偏差である。男子は、143.0±11.0km/h、

女子は、113.5±11.2km/hであった。

図６．男女におけるスイングスピードの
平均値および標準偏差

図７は、スイングスピードと体重および身長の

相関関係である。

スイングスピードと体重には、５％水準で有意

な相関関係が得られた。スイングスピードと身長

には、有意な相関関係は得られなかった。

図７．スイングスピードと体重および身長の
相関関係

５．考察およびまとめ

図６は、男女におけるスイングスピードの平均

値および標準偏差である。男子は、143.0±11.0

km/h、女子は、113.5±11.2km/hであった。両群の

平均速度は男女差が29.5 km/hもの差異があった。

このことは、男女間に筋力の差が影響しているの

ではないかと推察される。また、平野(1996)の報

告によると、バッティング動作には、地面からの

反発力は重要でありスイングスピートに影響する

という報告がされていることから、下半身の動き

や地面からの反発力はスイング動作では重要な要

素になると考えられる。

また、図７は、スイングスピードと体重および

身長の相関関係である。スイングスピードと体重

には、５％水準で有意な相関関係が得られたが、

スイングスピードと身長には、有意な相関関係は

得られなかった。このことは、体重がスイングス

ピードに影響を及ぼすことが示唆された。しかし

ながら、スイング速度が速いだけでは打撃は成立

しない。素早い速度を得たとしてもボールにミー

トする能力がなければ良い打者と言えない。また、

走力もなければ、たとえヒット性の打球を打った

としてもアウトになってしまう場合も考えられる。

また、体重が極度に重すぎると、走力が低下する

ため、一概に体重が重ければ良いというものでは

ない。

今後の課題として、スイングスピードには、下

半身や上半身、体幹の筋力の影響が多い（平野，

1984）ことから、下肢筋力、上肢筋力、体幹の筋

力の各部位での比較、または、地面からの反発力

が各球腫やコース、左右の打者でどのように異な

るか比較、検討していければと考えている。また、

打撃動作の競技力向上のためのトレーニング方法

の確立および指導方法の検討も行って行かねばな

らない。

以上のことから、本研究の結果を踏まえて自分

自身の競技力向上および評価方法の一助、または、

指導法の一知見として役立てて行きたいと思う。

７．参考文献

１）筒井大助、船渡和男、増島篤：試合時におけ

る投手の投球フォームの分析と球速の変化，日

本体育大学トレーニングジャーナル，p11～21，
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２）甲斐裕一、田中重陽、熊川大介、角田直也：

バットの長さ及び重量が野球のティーバッティ

ングトレーニング効果に及ぼす影響，p39～43，

東京体育学研究

３）平野裕一：野球のバット重量の違いが打撃動

作に及ぼす影響, 日本体育学会大会号 (54)，

382，2003．

４）大金雅子 斉藤雅彦 平野裕一：打動作にお

ける眼球運動と上肢の動きの調節, 日本体育学

会大会号 (47), 207, 1996．

５）平野裕一：打つ動作のバイオメカニクス, 体
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の軌道及びそれに影響する打撃動作の類型化の

試み, スポ-ツ方法学研究 ９(1), 127～139,

1996.

７）平野裕一 政二 慶 野口秋実 関口知徳：
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大学女子ソフトボール投手の試合中における

ボールスピードと身体機能の変化に関する研究

朝田 豊永・末井 健作(兵庫県立大学環境人間学部)、久保田 豊司(大阪国際大学)

１．はしがき

ソフトボール競技は投手の力量が試合の勝敗を

大きく左右するといわれている。これまでの投手

に関する先行研究では投球フォームの動作解析や、

一定の実験条件を設定した試合のシミュレーショ

ンを行い、筋力やボールスピードを測定したもの

が多い。そこで本研究では、ソフトボール投手の

実際の試合中におけるボールスピード、握力、乳

酸及び心拍数の変化を調べることを目的とした。

２．方法

(1)被験者

関西１部リーグに所属するＯ大学女子ソフトボ

ール部の投手４名で、身体的特性は表１に示した。

本被験者の形態は大学投手の平均値1)と比べ、有意

な差はなかった。

表１．被験者の身体的特性

年 齢 身 長 体 重 最大酸素摂取量
被検者

(歳) (㎝) (㎏) (ml/㎏/min)

Ａ 20 156.4 56.1 39.8
Ｂ 19 160.5 53.6 38.1
Ｃ 18 167.0 55.7 41.0
Ｄ 18 170.3 60.7 38.8

平均 18.8 163.6 56.5 39.4
±SD ±1.0 ±6.3 ±3.0 ±1.3

(2)測定方法及び項目

①ボールスピードの測定

ボールスピードはスピードガン(MIZUNO社Speed

MaxⅡ）を用い、ホームプレートより後方約５m、

ピッチャーズプレートとホームプレートを結ぶ線

分の延長線上から斜め15°の位置で全投球のボー

ルスピードを測定した(図１)。

②握力

握力はデジタル握力計(竹井機器工業製)を用い、

試合前及び各イニング終了直後に左右二回ずつ測

定し、それぞれ最大値を記録した。

③心拍数及び主観的運動強度(rating of perceiv

ed exertion、以下「RPE」)

心拍数はPOLAR社製ハートレートモニターを被験

者の胸部に装着し、試合開始前から試合終了後ま

測定位置

約15°

図１．ボールスピードの測定方法

約５ｍ
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で５秒毎に測定した。RPEは各イニング終了時にボ

ルグの尺度表2)から記録した。

④乳酸

乳酸は試合開始前及び試合終了後直ちに簡易血

中乳酸測定器ラクテート・プロTM(京都第一科学)

を用いて、血液を非利き手の指先から採取し測定

した。

⑤最大酸素摂取量

自転車エルゴメーターを用いた多段階漸増負荷

試験により測定した。各ステージは４分間とし、

初期負荷を50 Wattsに設定し、その後４分毎に20

Wattsずつ増加させ、各人の85％HRmaxまで運動を

持続させ、最大酸素摂取量を推定した。

３．結果

①投球概要

各被験者の得意球種、全投球のおけるファスト

ボールの割合及びボールスピード（最高球速、平

均球速）を投球概要として表２に示した。

表２．投球概要

被 ファスト ※最高 ※平均球速
検 得意球種 ボールの 球 速 標準偏差
者 割合 (km/h) (km/h)

84.0
Ａ ﾄﾞﾛｯﾌﾟ 55/100球 87

±1.6

82.9
Ｂ ﾁｪﾝｼﾞｱｯﾌﾟ 37/92球 87

±1.76

86.5
Ｃ ﾁｪﾝｼﾞｱｯﾌﾟ 71/87球 89

±1.56

84.6
Ｄ ﾁｪﾝｼﾞｱｯﾌﾟ 84/103球 87

±1.61

※ファストボールのみ

②ボールスピード

各イニングにおけるファストボールのスピード

の平均値を図２に示した。各被験者の１イニング

目の平均値を1 0 0％としてイニング別変化率をみ

ると、最終イニングでは0.5％±1.7％の低下が有

意水準５％で認められたが、被験者Ｃは1 . 6％増

加した(図３)。

③握力

握力の各イニング終了時の変化を図４に示した。

野球の投球に関する研究4)によると、イニング数

が増すごとに握力は低下するという傾向が報告さ

れている。本研究において３名の被験者に利き手

図２．イニングとボールスピードの変化

図３．ボールスピードのイニング別変化率

の握力は、イニングの増加に従って低下を示した

が(11.3％±8.1、有意差なし)、被験者Ｂは試合開

始後イニングが増すごとに握力は増加し、試合終

了時には試合開始時とほぼ同じであった。また３

名の被験者において利き手のみならず、非利き手

においても同様の変化が有意に認められた。

④握力とボールスピードの関係

試合開始前の利き手の握力と１イニング目のボ

ールスピードの間には有意水準１％の有意な相関

関係が認められた(図５)。各イニング終了時の握

力と、そのイニングの平均ボールスピードにも有

意水準１％の有意な相関関係が認められた(図６)。

また試合開始前の利き手の握力は最終イニング

目のボールスピードの低下率との間には有意水準

１％で有意な相関関係がみられた(ｒ＝0.789)。
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図４.握力とイニングの変化

図５．試合開始前の握力と1イニング目のボールスピ

ードの関係

⑤投球中の運動強度の推定

試合開始前の心拍数は平均84±4.6拍/分であり、

試合終了時には平均109.8±7.4拍/分であった。心

拍数は試合開始とともに増加し、イニングごとの

投球数は異なるが、100～120拍/分の間を推移した

(図７)。心拍数から運動強度を推定すると最大心

拍数(推定)に対して51.9±5.4%HRmaxの運動強度で

あったと推察できる。また、RPEは１イニング終了

図６．握力とボールスピードの関係

時では平均10.3±1.0(楽である)であったが、試合

終了時は12.3±1.5(ややきつい)であった。RPEも

イニングが増すごとに若干増加していく傾向がみ

られ(図８)、心拍数とRPEとの間に有意な関係が認

められた(ｐ＜0.01)。

被験者Ａにおいては２イニング目に心拍数が大

きく増加したが、これは本塁打を打たれたことや

守備の乱れ等の心理的要因が少なからず関連して

いるものと思われる。

また血中乳酸濃度は試合開始前に2.4±0.6mmol

/ℓで、試合終了直後は9.0±0.8mmol/ℓの値を示し

た。

図７．イニングと心拍数の変化

４．考察

本研究の被験者のボールスピードの最高球速は



43

ウインドミル№13

87～89km/hで、全投球(ファストボール)の平均球

図８.各イニングの主観的運動強度の変化

球速は82.9～86.5km/hであった。

本研究では、１イニング目のボールスピード及

びイニング終了時の握力とボールスピードには有

意な相関関係が認められたことから、ボールスピ

ードに握力が影響を及ぼしているものと推察され

る。それに加え、平均ボールスピード及び握力は

イニングスの増加に伴って低下の傾向がみられた

ことから、握力の低下がボールスピードに影響を

与える要因であることが示唆された。

また試合開始前の握力と最終イニング目のボー

ルスピードの低下率との間に有意な相関関係が認

められたことから、握力の初期値が高い投手ほど

ボールスピードの低下が小さいといえる。

本研究では４名とも利き手、非利き手のどちら

ともに同様な変化を示した。二瓶ら4)によると、

『利き手、非利き手握力の低下には、ボールリリ

ースによる利き手の握力の低下が交叉性により非

利き手の握力に及ぼす影響があることや、全身運

動による筋疲労、筋出力の抑制が関係する』との

報告があるが、これらのメカニズムを解明するこ

とがこれからの課題である。

また二瓶や4)後藤ら5)は、ボールスピードは心拍

数やRPEに比べ、握力などの筋力に由来すると述べ

ている。本研究でも握力とボールスピードには有

意な相関があり、握力と心拍数、RPEには相関関係

はみられなかった。このことから簡易に測定でき

る握力を測定することによって、ボールスピード

の変化を推測できることが可能であることが示唆

された。

５．まとめ

本研究は、ソフトボール投手の実際の試合中に

おけるボールスピード、握力、乳酸及び心拍数の

変化を調べることを目的とした。

その結果、以下のことが明らかになった。

１）握力とボールスピードは有意な相関関係が認

められた。

２）握力の低下とボールスピードの低下に有意な

相関が認められた。

３）利き手、非利き手の握力には有意な相関が認

められた。

４）投球中の運動強度は最大心拍数(推定)に対

して、51.9±5.4%HRmaxに相当すると推察された。
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文部科学大臣杯第44回全日本大学男子ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月28日(金)～８月30日(月)

会場：宮城県宮崎市／宮崎総合運動公園ひむか野球場・軟式野球場他

大会概要

日体大(東京) ２年連続28回目の優勝!!

大会記録長：下 村 征 二

大学男子「日本一」を決める文部科学大臣杯第

44回全日本大学男子ソフトボール選手権大会は、

晴天に恵まれた宮崎市木花の県総合運動公園、ひ

むかスタジアム、軟式野球場を中心に開催された。

準決勝には日本体育大学、福岡大学、同志社大

学、早稲田大学の４チームが進出したが、日本体

育大学が高橋速水投手の準決勝での無安打無得点

試合の活躍と長打攻勢などで、２年連続28回目の

優勝を飾った。準優勝の福岡大学は、決勝戦こそ

日本体育大学に圧倒されたものの、坪内剛投手の

力強い投球で23年ぶりに決勝戦進出を果たした。

同志社大学は川根豪投手の安定した投球で、早稲

田大学は好調な打撃陣に支えられてベスト４に進

出したが、上記２チームに今一歩のところで苦杯

をなめさせられた。

特に印象に残った選手としては、日本体育大学

の高橋投手をはじめとして、次のような選手が上

げられる。高橋投手は、準決勝戦で無安打無得点

試合を達成するなど、５試合に登板して被安打９、

自責点１、防御率0.23でチームの優勝に大きく貢

献する活躍が光った。打者では、本大会通算４本

塁打を放った早稲田大学大嶋匠選手、同志社大学

の椎葉巨将選手・甲斐翔太選手、日本体育大学の

伊藤皓二選手など力強い打撃が注目された。

大会講評

走・攻・守に優れた日本体育大学の優勝

九州地区常任理事 濱 貴 一

南国・宮崎市で行われた大会は、連日の残暑厳

しい中、多くの白熱した戦いが演じられた。

そして初戦から決勝戦まで、各大学・選手が、

学生スポーツの醍醐味またハイレベルな技術をた

くさんの観客・市民のみなさんに披露することが

できた。

そんな中、やはり頂点を目指し、勝ち上がって

きた準決勝・決勝はさらに印象に残る、感動的な

ゲームとなった。

準決勝の早稲田大学（東京都１位代表）VS福岡

大学（九州地区１位）の試合。

双方ともチャンスをつくりながらも、両投手の

力投で得点を奪えず、行き詰まる戦いとなった。

６回表、ノーアウト一・三塁のピンチを零点で凌

いだ福岡大学は、その裏に連打を連ねて一挙３点

を奪い、逃げ切った。もう一方の準決勝は、日本

体育大学（東京都２位代表）が、高橋速水投手の

ノーヒットノーランの快投と長打攻勢で同志社大

学（関西地区３位代表）を破った。

その結果、決勝は、日本体育大学と福岡大学の

対戦となった。初回にエラーと本塁打が絡んで４

点を奪った日本体育大学がペースを握り、そのま

ま押し切った。高橋速水投手はこの大会決勝まで

の５試合で１失点、打線も６本のホームラン、積

極的な走塁も健在で、走・攻・守いずれもを抜き

出ていた。

大会全体の中では、準々決勝の中京大学（東海

地区２位）と福岡大学との対戦で、薄暮の近づく

中、競技役員、審判、放送関係そして双方のチー

ムが協力しあって、非常に学生らしいマナーで緊

迫・感動した試合を１時間20分とういうスピーデ

ィさで達成したのが印象的だった。学生の最高の

大会で、学生が主役となり、それを全体が支えて

感動的に盛り上げていく運営方法をもっと工夫す

る必要があるのかもしれない。これからはもっと

学生たちに期待したい。

44

平成 21 年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌



大会結果
28日(金) 29(土) 30日(日)

１．早 稲 田 大 学(44) 18
５

２．近 畿 大 学 工 学 部(３) ０
15

３．京 都 産 業 大 学(31) 12
２

４．盛 岡 大 学(９) １ 早稲田大学
０

５．中 京 学 院 大 学(６) ９
６

６．桜 美 林 大 学(２) ０
９

７．城 西 大 学(16) １
１

８．崇 城 大 学(初) ２ 福岡大学
０

９．中 京 大 学(39) ８
４

10．愛 媛 大 学(９) １
１

11．広 島 工 業 大 学(５) ７
３

12．国 士 舘 大 学(44) ８
３

13．愛 知 大 学(18) ０
６

14．福 岡 大 学(36) ８ 日
２

（

15．高 知 大 学(13) ３ 本 ２
１ 年

16．日 本 福 祉 大 学(３) 17 体 連
続

17．関 東 学 園 大 学(14) ２ 育 28
０ 回

18．環 太 平 洋 大 学(３) ３ 大 目
１

）

19．鹿 児 島 国 際 大 学(４) ２ 学
４

20．同 志 社 大 学(29) 11 同志社大学
０

21．名 桜 大 学(３) 10
０

22．富 山 大 学(11) ０
０

23．国 際 武 道 大 学(17) １
２

24．大 阪 産 業 大 学(２) ３
７

25．熊 本 学 園 大 学(23) 14
１

26．中 央 大 学(21) １
１

27．仙 台 大 学(23) １
２

28．関 西 大 学(33) 13
４

29．高 崎 経 済 大 学(25) 13
０

30．龍 谷 大 学(19) 10
８

31．立 命 館 大 学(28) ０
７

32．日 本 体 育 大 学(44) ３

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月28日）１回戦

近畿大学工学部 ０００００ ：０
早 稲 田 大 学 ０５１12ｘ ：18

［近］●豊島慶輔－谷村雄太

［早］○久我貴大、吉田朋矢－北澤慶介

(本)薩澤彰大②、大嶋 匠、北澤慶介②

(三)大嶋 匠、薩澤彰大、久我貴大

(二)西村一哉

【評】早稲田大学は５本の本塁打を含む19安打で

大量18点を取り相手を圧倒した。近畿大学工学部

は３回に２本のヒットと送りバントで二・三塁の

チャンスを作ったが早稲田大学の２投手から得点

を奪えなかった。

盛 岡 大 学 ００００１ ：１
京都産業大学 ９２１０ｘ ：12

〔盛〕●向井健太朗―田村一晃

(二)向井健太朗

〔京〕○菅村直也、内海裕也―田中元喜

（本)岡林秀明、菅村直也

（二)谷尻順平、内海裕也、伊藤嵩志

【評】京都産業大学は初回・岡林の本塁打を含む

打者13人の猛攻で一挙９点、その後も菅村の本塁

打等で追加点を取り相手を圧倒した。盛岡大学は

５回に１点を取るが焼け石に水だった。

中京学院大学 ０３１１４ ：９
桜 美 林 大 学 ０００００ ：０

〔中〕○岩田 守、大森 優－三浦 亮

(本)野田郁雄②、川崎祐介

〔桜〕●坂本健太郎－長谷川竜太

【評】中京学院大学が６安打で９点と効率のよい

攻めで勝利した。桜美林大学は相手の２人の投手

に無安打に封じ込まれ敗れ去った。

城西大学 ０００１０００：１
崇城大学 ２０００００ｘ：２

〔城〕●能登部貴春－加藤千尋

(本)忰田洋明 (二)加藤千尋

〔崇〕○村枝友弥－玉木広大

(二)柴田一樹、田中宏輝

【評】崇城大学は初回に２点を先制、その後相手

の反撃を１点に抑え逃げ切った。城西大学は忰田

の本塁打の得点のみで１回の二・三塁のチャンス

を逃したのが後まで響いた。

愛媛大学 ００００１ ：１
中京大学 ０３３２ｘ ：８

〔盛〕●大井正則－野曽原陽一

(二)寺本将也

〔中〕○望月孝典－秋屋一樹

(本)伊藤圭佑②

【評】中京大は伊藤の２打席連続本塁打等で４回

までに８点を取り、投げては先発・望月が相手打

線を１安打に抑え快勝した。愛媛大は５回に寺本

の二塁打で１点を還すのが精一杯だった。

広島工業大学 ４０３００００：７
国 士 舘 大 学 １３０１２１ｘ：８

［広］●蓑田将員－向 晃介

(本)藤重雄大、向 晃介

(二)蓑田将員、小林祐貴

［国］合田太一、○本多亮介－清野真一

(本)堀 大輔 (二)萩原志英、菊池厚志

【評】国士舘大学は劣勢の中粘り強く得点を重ね

同点で迎えた６回、５番堀の本塁打で遂に逆転。

このリードを２番手投手本多が相手に得点を与え

ず競り勝った。広島工業大学は４番藤重の満塁本

塁打等で序盤からリードするも、追いすがる国士

舘大学の勢いを止める事が出来なかった。

福岡大学 ２０２１３ ：８
愛知大学 ０００００ ：０

〔福〕○坪内 剛、河野竜一郎－田中宏治

(本)田中宏治 (三)坪内 剛、田中秋人

(二)樺島 直、今泉慶太、田中秋人

〔愛〕●林 俊輔、纐纈誠也－三宅正人

【評】福岡大学が初回から小刻みに加点し愛知大

学を下した。愛知大学は毎回の様に走者は出すも

ののあと１本が出なかった。
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日本福祉大学 ０６１９１ ：17
高 知 大 学 ０００３０ ：３

〔日〕○小久保雄介、福田享充－河村優樹、中村

洋介

(本)田代大悟、松井信恭、西川隆雅

(二)大河原 稜、大石貴文

〔高〕●武内陽平、東郷峻樹－岡本泰平

(本)武内陽平 (二)東郷峻樹

【評】日本福祉大学は毎回の19安打で高知大学を

圧倒し勝利した。高知大学は初回の２死満塁のチ

ャンスを活かせなかったのが痛かった。

環太平洋大学 １０００２００：３
関東学園大学 ０１０１０００：２

〔環〕○嶋田智希－平本拓朗

(本)松崎洸平 (二)山城 渉

〔関〕●福田 学－大井 宗

(本)福田 学

【評】環太平洋大学は先制するもその後リードを

許し迎えた５回、ヒットや相手の守備の乱れで再

逆転しそのまま逃げ切った。関東学園大学は逆転

後にも追加点と挙げるチャンスがあったが活かせ

切れなかったのがあとあとまで響いた。

同 志 社 大 学 ４１３０３ ：11
鹿児島国際大学 ００００２ ：２

［同］○川根 剛、垣迫辰也－永見 哲

(本)永見 哲 (三)甲斐祥太、田子 光②

［鹿］●久木野亮、西 裕貴－西村 祐

(二)西 裕貴、西村 祐

【評】同志社大学は初回から長打３本を絡め４点

を取ると５回までに11点を取り快勝した。鹿児島

国際大学も５回に２点を返したが時すでに遅しだ

った。

富山大学 ０００００ ：０
名桜大学 ０６０４ｘ ：10

〔富〕●小木曽豊－山岸 照

〔名〕○徳本 慎－池原 諒

(本)上門信太郎、平良直之

【評】名桜大学は２回に一挙６点、４回にも４点

を挙げ、投げては徳本が５回参考記録ながら相手

を無安打無得点に抑えた。富山大学は投打に良い

ところを出すことなく敗れた。

大阪産業大学 ２０１００００：３
国際武道大学 ００００１００：１

〔大〕○開田卓人－岡本亮平

(本)宮本晃平 (三)宮本晃平

〔国〕●竹中正二朗－田中智也

(三)松岡 隼

【評】大阪産業大学は初回２点を先制、３回にも

１点を追加するとその後の相手の反撃を抑えて逃

げ切った。国際武道大学は毎回走者を出すものの

得点は５回の１点のみで攻め切れなかった。

熊本学園大学 ２００２３７：14
中 央 大 学 １００１２０：４

〔熊〕○有働雄士、谷川智紀－五郎丸辰美

(本)五郎丸辰美②、鶴山大輔

〔中〕●大野浩輔、中田真史－川原 悠

(二)川原 悠、中越宇宙

【評】４回までは最少得点差の接戦であったが５

回から一転、両チーム点の取り合いとなり３本の

本塁打を放った熊本学園大学が勝利した。中央大

学も後半追い上げをみせたが大量失点が響き思わ

ぬ大敗となった。

関西大学 ０４３４２ ：13
仙台大学 １００００ ：１

［関］○藤井優人－瀬戸 護

(三)小野晃弘 (二)原田大樹、山崎和将、

古和将貴、川口拓馬、鈴木浩平、尾関克也

［仙］●渡邉裕太、小坂橋一央－江崎 将

(本)渡邉芳幸

【評】関西大学は14安打のうち、長打７本で13得

点と相手を圧倒した。仙台大学は初回に渡邉(芳)

の先頭打者本塁打で幸先よく先制したが、結局安

打は２安打と相手投手に封じ込められた。

龍 谷 大 学 ０００５０４０１：10
高崎経済大学 １１０４３００4x：13
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〔龍〕●大澤 満－田中俊之

(二)中平典寿、原畑英治

〔高〕○熊谷英紀－金井塚和希

(本)首藤優典、渋谷祥吾 (三)吉田晴貴

(二)北野祐樹

【評】龍谷大学、高崎経済大学お互い一歩も譲ら

ずタイブレーカーに突入、迎えた８回表、龍谷大

学が１点を取るが高崎経済大学も相手投手の暴投

で同点、その後四番渋谷の３点本塁打でサヨナラ

勝ちした。

日本体育大学 ０１００００２：３
立 命 館 大 学 ０００００００：０

〔日〕○高橋速水－片岡大洋

〔立〕●松本 健－藤川拓郎

(本)石嵜祥悟 (二)佐藤祐輔

【評】日本体育大学は２回、この回先頭の四番石

嵜の本塁打で先制、７回にも２点を追加し逃げ切

った。立命館大学は相手の先発 高橋に２安打に

抑えられ２塁すら踏むことができなかった。

▼第２日（８月29日）２回戦

早 稲 田 大 学 ００１００２２：５
京都産業大学 １１０００００：２

〔早〕○久我貴大－北澤慶介

(本)薩澤彰大 (三)吉田 憲

(二)大嶋 匠、久我貴大

〔京〕●菅村直也－田中元喜

(二)岡林秀明

【評】早稲田大学は相手に２点をリードされるも

終盤に得点を重ね逆転勝ち。京都産業大学は序盤

に得点するもこの得点を守りきることが出来なか

った。

崇 城 大 学 ０００００１０：１
中京学院大学 ３００１１１ｘ：６

［崇］●村枝友弥－玉木広大

(二)柴田一樹

［中］○岩田 守、大森 優－三浦 亮

(三)川崎祐介 (二)鈴木 隆、川原 光

【評】中京学院大学が先制、中押し、ダメ押しと

理想的な試合運びで勝利した。崇城大学も後半反

撃に転じたが、前半の大量失点が響いた。

国士舘大学 ２０００１０００：３
中 京 大 学 ０００２００１1x：４

〔国〕合田太一、●本多亮介－清野真一

(本)久住卓実

〔中〕○望月孝典－秋屋一樹

(本)望月孝典

【評】中京大学が７回に同点に追い付き、そのま

まの勢いでタイブレーカーを制した。国士舘大学

は常にリードを保っていたが土壇場で追いつかれ

力尽きた。

日本福祉大学 １００００００：１
福 岡 大 学 １００００５ｘ：６

［日］●小久保雄介、福田享允－河村優樹

(三)大石貴文

［福］○坪内 剛－田中宏治

(二)濱口智章

【評】福岡大学は６回、二死から一挙５点を取り

逃げ切った。日本福祉大学も最終回に連打で粘り

をみせるが後続が打ち取られ得点を挙げることが

出来なかった。

環太平洋大学 ０００００００：０
同 志 社 大 学 ００３０１０ｘ：４

［環］●嶋田智希－平本拓朗

［関］○垣迫辰也－永見 哲

(三)甲斐祥太 (二)椎葉巨将

【評】同志社大学がチャンスを確実にものにし快

勝した。環太平洋大学は相手投手の前にわずか２

安打に抑えられ反撃の糸口すら見つけれなかった。

名 桜 大 学 ０００００００：０
大阪産業大学 ０１０００１ｘ：２

〔名〕●徳本 慎－池原 諒

〔大〕○開田卓人－岡本亮平

【評】大阪産業大学は２回に先制するも、その後

はこう着状態が続き迎えた６回、待望の追加点を

取るとそのまま逃げ切った。名桜大学は走者を出

すものの、あと１本が出なかった。
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関 西 大 学 ０００００２０：２
熊本学園大学 ００１００００：１

〔関〕○藤井優人－瀬戸 護

(本)岩田宏彰 (二)川口拓馬、古和優貴

〔熊〕●谷川智紀、有働雄士、谷川智紀

－五郎丸辰美

(三)三丸大貴

【評】関西大学は相手の１点リードで迎えた６回、

七番岩田の値千金の２点本塁打で逆転しそのまま

逃げ切った。熊本学園大学は先制するも追加点が

奪えず悔しい敗戦となった。

高崎経済大学 ０００００ ：０
日本体育大学 ３２２０ｘ ：７

［高］●熊谷英紀、田母神直史－金井塚和希、

日比野裕

［日］○髙橋速水、立石壮平、矢野崇史－

片岡大洋、中西康太

(本)芳賀慎二郎、佐藤祐輔

(二)亀田亮治、豊永 諒

【評】日本体育大学は初回、５本のヒットで３点

を取ると、その後も着実に加点し勝利した。高崎

経済大学は相手の繰り出す３投手の前に一人の走

者も出す事が出来なかった。

▼第２日（８月29日）準々決勝戦

早 稲 田大学 １４１５０１３：15
中京学院大学 ００４３００２：９

［早］久我貴大、○吉田朋矢－北澤慶介

(本)久我貴大､西村一哉②､大嶋匠､

北澤慶介②､松本勇亮

(二)工藤慎平②､吉田憲､吉田朋矢

［中］●岩田 守、大森 優－三浦 亮

(本)野田郁雄、鈴木 隆 (二)大井英幸

【評】早稲田大学は７本の本塁打で大量15点を取

り打ち勝った。中京学院大学も反撃に出たが２人

の投手が打ち込まれ点差を詰めることが出来なか

った。

中京大学 ００００００１：１
福岡大学 ２０００００ｘ：２

〔中〕●望月孝典－秋屋一樹

(本)秋屋一樹

〔福〕○坪内 剛－田中宏治

【評】福岡大学が初回の２点を守り切り勝利した。

中京大学は最終回に１点を還し、尚も走者を二塁

まで進めたが、後１本が出なかった。

大阪産業大学 ０００００００：０
同 志 社 大 学 ００１０００ｘ：１

〔大〕●開田卓人－岡本亮平

〔同〕○川根 豪－永見 哲

(二)田子 光

【評】関西勢同士の対決となった一戦は同志社大

学が、３回に挙げた１点を守り切った。大阪産業

大学も追い上げに転じたが１安打ではどうする事

も出来なかった。

関 西 大 学 ００１０００ ：１
日本体育大学 １１２３０1x ：８

〔関〕●藤井優人－瀬戸 護

(本)原田大樹 (二)川口拓馬

〔日〕○髙橋速水－片岡大洋

(本)石嵜祥悟 (二)伊藤皓二

【評】日本体育大学は好調の打撃陣がこの試合も

初回から得点を重ね、６回までに８点を取り相手

を圧倒した。関西大学は３回に、８番原田の本塁

打で１点を還すのが精一杯だった。

▼第３日（８月30日）準決勝戦

早稲田大学 ０００００００：０
福 岡 大 学 ０００００３ｘ：３

〔早〕●久我貴大－北澤慶介

〔福〕○坪内 剛－田中宏治

(三)向山賢正

【評】福岡大学が６回に３点を取り21回大会以来

23年振りの決勝戦に駒を進めた。早稲田大学も６

回に無死一・三塁のチャンスを活かせなかったの

が大きかった。

日本体育大学 ０００２０２０：４
同 志 社 大 学 ０００００００：０
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〔日〕○髙橋速水－片岡大洋

(本)祝 弘樹 (三)祝 弘樹

(二)立石壮平

〔同〕●川根 豪－永見 哲

【評】日本体育大学が髙橋投手の無安打無得点の

快投で昨年に続き決勝に進出した。同志社大学も

四球の走者一人だけではどうする事も出来なかっ

た。

※日体大 髙橋速水投手無安打無得点試合 三振８、内ゴ８、

内飛１、外飛４、四球１、投球数82

▼第３日（８月30日）決勝戦

福 岡 大 学 ０００００００：０
日本体育大学 ４０００３０ｘ：７

［福］●坪内 剛－田中宏治

［日］○髙橋速水－片岡大洋

(本)伊藤皓二②、石嵜祥悟

(二)芳賀慎二郎

【評】日本体育大学が投打に相手を圧倒し２年連

続28回目の優勝を飾った。福岡大学も７回に連打

で意地を見せたが、結局安打はその２安打だけで

はどうすることもできなかった。

大会タイ記録

無安打無得点試合：高橋速水（日本体育大）通算14人目

満塁本塁打：重藤雄太(広島工業大)・五郎丸辰美(熊本学園大)・野田郁雄(中京学院大) 通算24～26人目

男子大会打撃ベスト20（規定打席数12以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 出 打 本 三 二 試
選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 塁 妨 打 打 打 合

○ DP 大嶋 匠 早 稲 田 12 11 ６ ４ ５ ・ ・ １ ２ ・ １ ７ ・ ２ １ １ 0.５４５ ４

○ ３ 椎葉 巨将 同 志 社 12 11 ６ ・ １ ・ １ ・ ２ ・ ５ ７ ・ ・ ・ １ 0.５４５ ４

５ 伊藤 皓二 日本体育 15 13 ７ ５ ５ ・ ２ ・ １ １ ５ ９ ・ ２ ・ １ 0.５３８ ５

○ ６ 甲斐 翔太 同 志 社 14 14 ７ ５ ・ ・ ・ ・ １ １ １ ７ ・ ・ ２ ・ 0.５００ ４

○ 64 西村 一哉 早 稲 田 12 12 ６ ５ ２ ・ ・ ・ ４ ・ １ ６ ・ ２ ・ １ 0.５００ ４

○ ９ 小野 晃弘 関 西 12 10 ５ ２ ２ １ １ ・ １ １ ２ ６ ・ ・ １ ・ 0.５００ ３

９ 石嵜 祥悟 日本体育 15 13 ６ ６ ８ ・ １ １ １ ・ ２ ８ ・ ３ ・ ・ 0.４６２ ５

○ ７ 工藤 慎平 早 稲 田 12 11 ５ ３ ・ ・ １ ・ ４ １ ２ ６ ・ ・ ・ ２ 0.４５５ ４

４ 佐藤 祐輔 日本体育 14 12 ５ ２ ３ ・ ２ ・ ２ ・ ４ ７ ・ １ ・ １ 0.４１７ ５

○ ４ 田中 秋人 福 岡 13 12 ５ ２ ４ ・ １ ・ ２ ・ ２ ６ ・ ・ １ １ 0.４１７ ５

８ 田子 光 同 志 社 13 12 ５ ３ ３ ・ １ ・ ２ ・ ２ ６ ・ ・ ２ １ 0.４１７ ４

○ ８ 吉田 憲 早 稲 田 16 15 ６ ３ ３ １ ・ ・ ３ ２ ４ ６ ・ ・ １ １ 0.４００ ４

５ 藤澤 彰大 早 稲 田 15 13 ５ ５ ５ ・ ２ ・ ３ １ ２ ７ ・ ３ １ ・ 0.３８５ ４

６ 祝 弘樹 日本体育 13 11 ４ １ ３ １ １ ・ ・ ・ ２ ５ ・ １ １ ・ 0.３６４ ５

○ ７ 豊永 諒 日本体育 16 14 ５ ７ １ ・ ２ ・ １ ３ ２ ７ ・ ・ ・ １ 0.３５７ ５

２ 田中 宏治 福 岡 15 14 ５ ５ ４ ・ ・ １ ２ ・ １ ６ ・ １ ・ ・ 0.３５７ ５

２ 北澤 慶介 早 稲 田 14 14 ５ ４ ８ ・ ・ ・ ２ ・ １ ５ ・ ４ ・ ・ 0.３５７ ４

○ 16 久我 貴大 早 稲 田 13 12 ４ ４ ７ １ ・ ・ ２ １ １ ４ ・ １ １ １ 0.３３３ ４

○ DR 芳賀慎二郎 日本体育 13 12 ４ ３ ２ ・ ・ １ ４ １ ３ ５ ・ １ ・ １ 0.３３３ ５

○ 8R 亀田 亮治 日本体育 18 17 ５ ３ １ ・ １ ・ ５ ・ ２ ６ ・ ・ ・ １ 0.２９４ ５



男子大会投手成績ベスト10 規定投球イニング11以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試
選 手 名 大 学 名 投球回 席 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

投 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 投 投 数 率 合 合 数

高橋 速水 日本体育 30 98 96 ９ １ １ ・ ２ ・ 42 １ ・ ・ 356 0.23 ５ ０ ５

開田 卓人 大阪産業 20 78 74 17 ２ １ ２ １ １ 30 ・ ２ ・ 285 0.35 ２ １ ３

川根 豪 同 志 社 18 68 62 ６ ４ １ １ ５ ・ 23 １ ・ ・ 253 0.39 ２ １ ３

徳本 慎 名 桜 11 44 40 ７ ２ １ ・ ３ １ ９ ・ ２ ・ 152 0.64 １ １ ２

坪内 剛 福 岡 31 120 115 21 ９ ６ ２ ２ １ 51 ４ ２ ・ 457 1.35 ４ １ ５

村枝 友弥 崇 城 13 58 57 13 ７ ３ ・ １ ・ 10 １ ２ ・ 195 1.62 １ １ ２

望月 孝典 中 京 19 72 67 11 ６ ５ １ ２ ２ 12 １ ・ ・ 240 1.84 ２ １ ３

嶋田 智希 環太平洋 13 54 47 13 ６ ５ ２ ４ １ 21 １ ・ ・ 205 2.69 １ １ ２

久我 貴大 早 稲 田 20 92 78 21 ９ ８ ４ ６ ４ 12 １ ・ ・ 318 2.80 ２ １ ４

藤井 優人 関 西 17.2/3 84 66 17 10 ９ １ 12 ５ 10 ２ １ ・ 304 3.57 ２ １ ３

全日本大学ソフトボール選手権大会を終えて…

日本体育大学主将 佐 藤 祐 輔

まず、はじめに今大会を通して、大会関係者の

皆様をはじめ、今大会に参加し、大会を盛り上げ

てくれた各チームの選手たち、多大なるご支援ご

協力を賜りました皆様に、心から感謝申し上げま

す。

この度の全日本大学選手権大会では大学として

は28回目の優勝を果たし、２連覇することができ、

大変喜ばしく思っていることと同時に、心からほ

っとしております。

この１年間を振り返ってみると、今年の日体大

は、チームも選手一人一人も飛躍した年であった

と思います。昨年、５年ぶりの優勝をして、この

１年は前年と違った思いでソフトボールに取り組

んでいました。追う立場から追われる立場に変わ

りましたが、この夏に連覇することを目標に、今

年も頂点を奪いにいくという野心を強く持ち新チ

ームがスタートしました。この大会にかける思い

は強く、連覇するために何が必要か考えました。

まず、新チームになって監督になにも言わせな

いチームになることを目指してきました。強いチ

ームの監督はあまり発言しません。それは、監督

の思っていることを選手が理解し、監督より先に

発言でき実践できるからです。そういったチーム

作り、意識づけを選手にさせることで、選手主体

に練習ができるようになりました。選手達も自主

的に練習するようになり、自立して行動できるよ

うになりました。そして、全体練習は成長の発表

とアピールの場、連携の確認の場とし、個人練習

は、成長を伸ばす場として大事にさせました。

選手一人一人、ソフトボールに対して素晴らし

い考え方を持っている人間の集まりなので、選手

主体で練習を行ったことで質の良い練習ができ、

練習内容も幅が広がり、戦術も増えていきました。

そして、戦力を上げるために、チームの控え選手

の成長を求めました。今年のチームの練習試合や

紅白戦では、レギュラーメンバーを頻繁に変えま

した。打順やポジションを固定せず、結果や取り

組み次第でスタメン起用する仕組みでオーダーを

組んでいきました。控え選手が成長しレギュラー

メンバーとポジション争いをさせることで相乗効

果が生まれ、競争心のある練習をすることができ

たと思います。そして、チームの底上げができた
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ことで選手層も厚くなりチーム力が上がりました。

これらのことを実践していくことで試合をするご

とに力をつけ、最後には、よいチームができたと

思います。

今回優勝できたのは、多くの方々からの支えが

あったからこそと深く感謝をしております。温か

く見守ってくれた監督、コーチ。スタンドから熱

い声援をいただきいつも支えて下さる父兄の方々。

いつも激励してくださるOBの先輩方、いままでお

世話になったたくさんの方々、すべての人の支え

に感謝したいと思います。そして、伝統を受け継

ぐ後輩達への温かいご支援をこれからもお願いい

たします。

文部科学大臣杯第44回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月28日(金)～８月30日(月)

会場：宮崎県宮崎市／生目の杜運動公園アイビースタジアム・軟式野球場他

大会概要

東北福祉大学(宮城)２年連続優勝を飾る!!

大会記録長：遠 藤 正 人

８月27日の開会式は、宮崎県総合運動公園木の

花ドームで、男女一緒に開催された。当初の心配

をよそに、どのチームも真面目な入場行進で、引

き締まった開会式となった。宮崎県ソフトボール

協会からは、その中でも入場行進優秀賞として男

子早稲田大、女子日体大・東女体大・早稲田大に

本県特産物を贈呈し、その素晴らしい行進を讃え

た。

大会は、１試合だけ夜間照明を点灯したが、好

天に恵まれ順調に消化されていった。２回戦では

大阪大谷が東北福祉に５安打ずつと善戦したが決

定打があと１本出ず、最小点差で負けた。また、

東女体大は早稲田に９安打と打ち勝ちながらも９

残塁とこちらもあと１本が出ず惜敗した。また、

準々決勝では立命館が２安打ながらも１点をもぎ

取り、早稲田の猛攻に耐え、次へ駒を進めた。準

決勝では、園田が10安打と打ち勝ちながらも、６

安打の日体大に最小点差で惜敗した。決勝は、ワ

ールドゲームズの代表を多くそろえる東北福祉大

が日体大に貫禄勝ちを納めた格好となって２年連

続３回目の優勝に輝いた。

印象に残った選手としては、まず決勝戦に勝ち

上がった両投手、東北福祉大・長南友子投手と日

体大・重藤恵里投手が上げられる。長南投手は、

決勝までの４試合26イニングスの内の25イニング

スを投げ抜き、わずかに失点１という、その安定

感は今大会随一といって良い。同じく、重藤投手

は２回戦の松本大戦では無安打無得点試合を成し

遂げるなど活躍が光っていたが、さすがに決勝戦

ではその疲労がピークに達していたのか、東北福

祉大の強力打線に打ち込まれたのが悔やまれる。

打者では、通算３本塁打、打率も0.667とずば抜け

た成績を残したのが環太平洋大・州鎌夏子選手で

あった。他には、日体大の武藤恵理選手、環太平

洋大の山田絢音選手、立命館の青野可奈選手、東

北福祉大の井上愛選手、同じく白山祐衣選手など

が５割を超える高打率を残す素晴らしい打撃を見

せた。
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大会講評

インカレの厳しさから世界へ羽ばたけ!!

広報記録部 矢 澤 久 史

宮崎県宮崎市生目の杜運動公園で開催された第

44回全日本女子大学選手権は、東北福祉大学の２

連覇、３度目の優勝で幕を閉じた。東北福祉大学

は初戦となった２回戦の大阪大谷大学戦に２－１

という僅差で勝利を収めると、準々決勝では中京

大学を８－０、準決勝の立命館大学を７－０、決

勝では日本体育大学を10－０で破るという圧勝で

優勝を決めた。エース長南投手が相手打線をほぼ

完全に抑えると共に、鉄壁の守備で相手に得点を

許さず、打では打線が一気に畳みかけて１イニン

グ３点以上の得点を取り、試合を決めるという無

敵の試合運びであった。

準優勝は、準決勝で園田女子大学との打撃戦を

制した日本体育大学であった。決勝の東北福祉大

学戦では４回までに10点を失い、早々と序盤で勝

負を決められてしまった。大会を締めくくる最後

の試合である決勝では、東北福祉大学の２連覇の

阻止に挑む日本体育大学の奮闘が期待されていた

だけに、序盤で勝敗の行方が決してしまったこと

は、非常に残念であった。

３位には園田学園女子大学と立命館大学の関西

勢が入った。立命館大学は、準々決勝の早稲田大

学戦では打線が２安打に抑えられたものの、この

２安打で挙げた１点を見事に守りきり、出場10回

目での初めての３位入賞であった。ベスト８には、

以上の４チームに加えて、東京地区の早稲田大学、

中京大学と東海学園大学の東海勢、中国地区の環

太平洋大学が入り、地域別では、北海道・東北１、

東京２、東海２，関西２、中国１と非常にバラン

スが取れた結果となった。

また、今大会は新興勢力の力が目立った大会で

もあった。初出場で龍谷大学をタイブレーカーで

破り、初戦突破した１・２年生だけの山梨学院大

学、これも加盟２年目で初出場を果たした鈴鹿国

際大学、インカレ常連校の神戸親和女子大学に０

－３と健闘した北翔大学、インカレ３年目で初勝

利を挙げた日本文理大学、以上のフレッシュなチ

ームの健闘は夏の宮崎に新しい風を送り込んでい

た。来年初めて４年生までがそろう環太平洋大学

も加えて、来年度の活躍が十分期待できるチーム

であった。

その一方で、前年度の準優勝校である大阪国際

大学の予選落ちは、インカレに出場することがい

かに難しくなっているかを物語るものであった。

前年度の優勝・準優勝校が出場できないというの

は初めてのことである。そのほかにも、今回の優

勝チームである東北福祉大学に北海道・東北地区

予選で惜しくも９－８で敗れたものの、６回表ま

では８－４でリードしていた富士大、42回の大会

出場を誇り前年度３位の日本女子体育大学など、

これまでのインカレ常連校が今年は代表権を落と

すなど、各地区とも最後の１つの出場枠を巡る戦

いは熾烈なものであった。

ところで、インカレのほぼ１ヶ月前の７月17日

～20日に台湾・高雄市で開催された「ワールドゲ

ームズ2009」では、大学日本代表が悲願の金メダ

ルを獲得した。大学日本代表メンバーの投手陣は、

長南（東北福祉大学）、重藤（日本体育大学）、

西岡（園田学園女子大学）の３選手であり、今回

のインカレでもチームのエースとして活躍し、チ

ーム上位進出の原動力となっていた。この３選手

の他にも、ワールドゲームズの経験を大きく生か

し、日本代表選手はインカレにおいて各チームの

中心選手として、大活躍していた。

昨今の経済状況の悪化で、実業団のチームが廃

部、休部に追い込まれている。幸いなことに大学

女子のチーム数はここ数年でも増加傾向にある。

各選手には、単にインカレ優勝を目指すだけでな

く、世界へと目を向け、日本の女子ソフトボール

界の発展の中心を担っていくことを目標にして練

習に励むことを期待したい。
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大会結果

28日(金) 29日(土) 30日(日)

１．東 北 福 祉 大 学(７) ２

２．信 州 大 学(７) ０ ８

１

３．大 阪 大 谷 大 学(９) 28

７

４．日 本 文 理 大 学(３) ２

３

５．国 士 舘 大 学(16) １ ０

６．中 京 大 学(34) ４

10

７．東 京 女 子 体 育 大 学(44) ２

８．愛 媛 女 子 短 期 大 学(12) １ ０

３

９．早 稲 田 大 学(６) ８

０

10．城 西 大 学(７) ５ 立命館大学 東

８

（

11．立 命 館 大 学(10) ６ １ 北 ２

年

12．鳥 取 短 期 大 学(24) １ 福 連

続

13．日 本 体 育 大 学(44) ６ 祉 ３

回

14．松 本 大 学(４) ５ ８ 大 目

０

）

15．鈴 鹿 国 際 大 学(初) ３ 学

７

16．龍 谷 大 学(13) ２

１

17．山 梨 学 院 大 学(初) ４ ０

18．東 海 学 園 大 学(８) ７

０

19．淑 徳 大 学(12) １ 日本体育大学

20．環 太 平 洋 大 学(３) 13 ２

３

21．東 海 大 学(24) ０

６

22．北 翔 大 学(６) ０ 園田学園女子大学

０

23．神 戸 親 和 女 子 大 学(10) ３ ５

24．園 田 学 園 女 子 大 学(32) １

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月28日）１回戦

信 州 大 学 ０００００：０
大阪大谷大学 13８７０ｘ：28

［信］●下田みさと、天谷美怜、下田みさと－

外山純子

［大］○西畑里奈、安部朱織－植松小夏

(三)乾 理沙②、渡邊聖子、植松小夏、

検校千果②

(二)村川由香梨､渡邊聖子②、木峰翔子、

内村晴香

【評】大阪大谷、投打に圧倒！

村川の４安打を含む先発全員の23長短打で大量

28得点した大阪大谷が完封リレーで初戦を突破し

た。

日本文理大学 ０００００１１：２
国 士 舘 大 学 ００００００１：１

〔日〕○北岡沙織－古賀知華

(三)古賀知華 (二)池田理紗

〔国〕●菊池美奈、高橋愛未、舩窪 静－

矢内麻美

(二)矢内麻美

【評】日本文理大学、粘りのソフトで辛勝！

両チーム無得点で迎えた６回、古賀の適時三塁

打で先制。７回にも池田の二塁打で追加し、粘る

国士舘を北岡が被安打７、１失点に抑えた。

早 稲 田 大 学 ００１０３０４：８
愛媛女子短期大学 ０１０００００：１

〔早〕○山下友香、山田真由子－豆野ふみ

(本)内田はるか、五十川智美

(二)栗原八寿子②

〔愛〕●ｵﾆｰﾙ ﾃｨｰﾅ川満、田中詩織－堤 万里子、

岡田沙織

(本)島田明日美

【評】終盤の猛攻、早稲田大勝！

同点で迎えた５回、内田の中越３ランで勝ち越

し、７回にも内田・高橋の連続適時打の後、五十

川の２ランでダメを押した。

城 西 大 学 ４０００１００：５
立命館大学 １４０１００ｘ：６

〔城〕●野村美和子－塩野梨沙

(三)熊山智佳

(二)熊山智佳、高橋裕未、板屋莉奈

〔立〕池田典子、○藤本理沙、真鍋美貴－

落合夕佳

(二)青野可奈②

【評】立命館、リード許すも継投で２回戦進出！

４点リードされた立命館だが、３安打した青野

の活躍などで城西をかわした。

鈴鹿国際大学 ００００２１０：３
松 本 大 学 １０００４０ｘ：５

［鈴］●矢田文香－山下奈那華

(二)宮澤早紀

［松］○伊東摩耶－小山彩夏

(本)井出綾子 (三)山崎奈美佳

【評】再逆転の松本、伊東の粘投で逃げ切る！

逆転された松本は５回、竹内の同点打の後、井

出の左越３ランで逆転。鈴鹿の反撃を１点に抑え

２回戦に駒を進めた。

山梨学院大学 ００１００００１２：４
龍 谷 大 学 ００１００００１０：２

〔山〕○畑迫遼子－岡田佳織

(二)小池美保、市川奈那美

〔龍〕●島津あゆみ－田井静華

(三)谷口由記 (二)石田侑利、前出由佳

【評】攻めのソフトで山梨学院、延長を制す！

９回表、舛田の内野安打・盗塁で二・三塁とし、

投手ゴロ、遊撃ゴロで２点を奪い、ナイター戦を

ものにした。

環太平洋大学 ２２４４１ ：13
東 海 大 学 ０００００ ：０

〔環〕○江里口淳子、難波亜侑、西村周子－

三崎奈緒

(本)洲鎌夏子、藤原めぐみ

(三)山田絢音 (二)外間 光、神山みどり

〔東〕●杉山奈々恵、泉舘佳世－草苅有里恵
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【評】環太平洋、攻守の歯車がかみ合い大勝！

環太平洋は初回、洲鎌の２ランで先制。その後

も追加点を加えると、毎回安打の猛攻で東海を退

けた。

神戸親和女子大学 ０００１１１０：３
北 翔 大 学 ０００００００：０

〔神〕○山田麻未－大塚 潤

(二)新田 和、新井賢紗、大塚 潤

〔北〕●永木絵美里－鈴木美貴

【評】山田１安打完封、神戸親和女子白星発進！

１点をリードした神戸は５回、浅井の中前適時

打で差を広げ、守っては山田が６回まで完全試合

を演じる好投を見せた。

▼第１日（８月28日）２回戦試合結果

大阪大谷大学 ００００００１：１
東北福祉大学 １０００１０ｘ：２

［大］●田家由里－下山洋子

(三)検校千果 (二)下山洋子、渡邊聖子

［東］○長南友子－石田奈々

【評】東北福祉、投手戦を制す！

初回幸先良く１点を奪った東北福祉は５回にも

助川の中前打で１点を追加。最終回、長南が連続

長打を浴びるも堅い守りがエースを支えた。

日本文理大学 １００００２０：３
中 京 大 学 ００１０００3x：４

〔日〕●北岡沙織－古賀知華

(三)吉岡美保、黒木沙希

〔中〕瀧敦子、佐藤香織、○小沢佳那子－佐藤瑤

(二)駒野まみ

【評】中京、鮮やか逆転サヨナラ！

日本文理・黒木の三塁打で勝ち越しを許した中

京だったが、７回、四番駒野の適時二塁打で同点

とすると、北林の中前打でサヨナラ劇を演じた。

環太平洋大学 ０１２００００：３
淑 徳 大 学 ０００００１０：１

〔環〕○江里口淳子、木村久美－三崎奈緒

(本)洲鎌夏子 (二)洲鎌夏子

〔淑〕●関根有希－篠田美穂

(本)篠田美穂

【評】環太平洋、先制逃げ切り。

環太平洋は四番洲鎌の活躍で序盤にリード。江

里口・木村の継投で淑徳の反撃をソロ本塁打の１

点に抑え３回戦に進んだ。

神戸親和女子大学 ００００００００：０
園田学園女子大学 ０００００００1x：１

〔神〕●山田麻未－大塚 潤

(二)松田京子

〔園〕○西岡里恵－岡 恵利華

(二)西岡宏華

【評】関西決戦は園田に軍配！

両投手の好投で無得点のまま延長へ。迎えた８

回裏、四番尾崎が左前打し、投手戦に終止符を打

った。

▼第２日（８月29日）２回戦

東京女子体育大学 ００１００１０：２
早 稲 田 大 学 ０００２０１ｘ：３

［東］●森 さやか－鶴澤眞緒

(本)森 さやか (二)原野愛美、石上美沙

［早］○山下友香－星野ふみ

(二)内田はるか

【評】山下、粘りの投球で１点差を守りきる！

同点とされた早稲田は６回、敵失で逆転。山下

は毎回安打されながらも頭脳的な投球で幾度もピ

ンチをしのいだ。

鳥取短期大学 ０１０００ ：１
立 命 館 大 学 ０３５０ｘ ：８

〔鳥〕●宮崎 恵－廣田紗希

〔立〕○藤本理沙､宮本佳奈－落合夕佳､高岡夏海

(本)船越里奈 (三)谷口紗代

(二)濱崎可央理

【評】立命館打線爆発、準々決勝進出！

適時失策で先制された立命館だが２回、船越の

右越え３ランであっさり逆転。３回にも谷口、濱

崎の適時長打で５点を追加し、鳥取短期を退けた。
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日本体育大学 ００３１２００：６

松 本 大 学 ０００００００：０
〔日〕○重藤恵理佳－武藤理恵、谷井 愛

(本)佐々木結翔 (三)林 優貴

(二)三澤秋菜、武藤理恵②

〔松〕●伊東摩耶、塩沢明日香－小山彩夏

【評】エース重藤、ノーヒットノーラン達成！

四番佐々木の２ランなどでリードを広げた日体

大は、毎回14奪三振を奪う重藤の好投で圧勝した。

※重藤恵理佳（日体大）無安打無得点試合 大会11人目（８

年振り） 投球数92、三振14、内ゴ７、四球１

東海学園大学 ２０１２２００：７
山梨学院大学 １００００００：１

〔東〕大野由貴、○勢村香織－上田彩生、

林 萌絵

(二)村瀬夏奈、岡村珠希、稲垣ゆみこ

〔山〕●末武若奈、森藤真以、畑迫遼子、

末武若奈－岡田佳織

(二)舛田妃美呼、市川奈那美、轟 優花

【評】東海学園、全員ソフトで初戦を突破！

東海は１回、四番村瀬の適時二塁打で先制。３

回以降も四死球で得た好機に適時打が生まれ、山

梨学院を突き放した。

▼第２日（８月29日）準々決勝戦

東北福祉大学 ０００００４４：８
中 京 大 学 ０００００００：０

［東］○長南友子、松浦由佳－石田奈々

(三)井上 愛 (二)井上 愛

［中］●小沢佳那子－佐藤 瑶

(二)小沢佳那子

【評】我慢くらべは東北福祉に勝利の女神！

５回まで演じた投手戦は６回、無死満塁の好機

に右前にふわりと落ちた２点適時打から東北福祉

に流れが傾き大量点で勝利した。

早稲田大学 ０００００００：０
立命館大学 ００１０００ｘ：１

〔早〕●山下友香－豆野ふみ

(二)高橋沙耶香

〔高〕○池田典子－落合夕佳

【評】緊迫の投手戦、立命館１点を守りきる！

立命館は３回、木村の適時打で１点を奪うと、

池田が少ないピンチも動ぜず点を与えなかった。

早稲田・山下は被安打２に抑えながらも無念の涙

を流した。

日本体育大学 ３３１０１ ：８
東海学園大学 ０００００ ：０

〔日〕○重藤恵理佳－武藤理恵、谷井 愛

(本)近藤清香、谷井 愛

(二)佐々木結翔、三澤秋菜

〔東〕●荻野亜衣､勢村香織－上田彩生､林 萌絵

【評】攻守に隙なし日体大！

初回、ヒットエンドランで先制した日体大は三

澤の２点三塁打。その後も近藤・谷井のソロアー

チも飛び出すと重藤が危なげない投球で被安打２

の完封。

環 太 平 洋 大 学 ０００２０００：２
園田学園女子大学 １２０１１０ｘ：５

〔環〕●江里口淳子、木村久美、溝渕彩美－三崎

奈緒

(本)洲鎌夏子 (三)千原香奈

〔園〕○西岡里恵－岡 恵利華

(本)谷池紫穂

【評】園田、好機を生かし準決勝進出！

園田は先頭打者が出塁した４度の得点機すべて

に得点を重ね勝利を得た。環太平洋は洲鎌の３試

合連続本塁打を生かせなかった。

▼第３日（８月30日）準決勝戦

東北福祉大学 ０１００６ ：７
立 命 館 大 学 ０００００ ：０

［東］○長南友子－石田奈々

(本)白山祐衣 (三)井上 愛

(二)石田奈々

［立］●真鍋美貴､池田典子､藤本理沙－落合夕佳

(二)船越里奈

【評】投打がっちり東北福祉､２年連続決勝進出！
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白山のソロ本塁打で先制した東北福祉は、６回

にも６本の長短打で大量点を挙げ試合を一方的に

した。守っても長南が安打２本に抑える好投を見

せ、立命館につけいる隙を見せなかった。

日本体育大学大学 ３１０００２１：７
園田学園女子大学 ０３０１０１１：６

〔日〕○重藤恵理佳－武藤理恵

(本)武藤理恵 (二)永井唯菜、近藤清香

〔園〕●西岡里恵－岡 恵利華

(本)谷池紫穂 (二)森田 涼

【評】白熱した乱打戦、日体大逃げ切る！

４点差を追いつかれた日体大は６回、武藤の２

ランで再びリード。７回にも１点を加え逃げ切っ

た。園田学園は２回、森田の満塁走者一掃の二塁

打。６回には谷池が左中間に深々とソロ本塁打す

るなど安打数で上回って粘りを見せたが、あと一

歩及ばなかった。

▼第３日（８月30日）決勝戦

日本体育大学 ０００００００：０
東北福祉大学 ２０５３００ｘ：10

〔日〕●重藤恵理佳、島野真季－武藤理恵、谷井

愛

(二)佐々木結翔

〔東〕○長南友子－石田奈々

(本)井上 愛 (三)塚田真美

(二)増田奈津美、粕張 舞

【評】東北福祉、全員ソフトで優勝の栄冠！

東北福祉は初回、増田の適時二塁打で２点を先

制。３回には四番粕張の適時打の後、井上が右越

えに３ラン。一方的となった試合となったが、エ

ース長南を中心に無失策で日体大を破り、２年連

続３回目の優勝に輝いた。

大会タイ記録

無安打無得点試合：重藤恵理佳（日本体育大）通算11人目

大会新記録

最多三塁打〈チーム・１試合〉６：大阪大谷大学 対信州大学

最多三塁打〈１イニング〉４：大阪大谷大学 対信州大学

女子大会打撃ベスト20（規定打席数９以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 出 打 本 三 二 試
選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 塁 妨 打 打 打 合

６ 州鎌 夏子 環太平洋 10 ９ ６ ５ ６ ・ １ ・ ・ ・ １ ７ ・ ３ ・ １ 0.６６７ ３

２ 武藤 理恵 日本体育 10 10 ６ ３ ５ ・ ・ ・ １ ・ １ ６ ・ １ ・ ２ 0.６００ ４

○ ４ 山田 絢音 環太平洋 10 ７ ４ ２ ・ ２ ・ １ ・ ・ ２ ５ ・ ・ １ ・ 0.５７１ ３

６ 青野 可奈 立 命 館 11 11 ６ ・ ４ ・ ・ ・ ３ ・ ５ ６ ・ ・ ・ ２ 0.５４５ ４

○ ４ 井上 愛 東北福祉 13 12 ６ ４ ６ １ ・ ・ ・ ・ ２ ６ ・ １ １ １ 0.５００ ４

９ 白山 祐衣 東北福祉 12 ８ ４ ３ ３ ・ ・ ４ ・ １ ３ ８ ・ １ ・ ・ 0.５００ ４

３ 粕張 舞 東北福祉 14 11 ５ ４ ４ ・ ・ ２ ・ ・ １ ７ １ ・ ・ １ 0.４５５ ４

○ ６ 森田 涼 園田学園 12 11 ５ １ ３ ・ １ ・ ・ ・ ４ ６ ・ ・ ・ １ 0.４５５ ３

3D 三澤 秋菜 日本体育 11 11 ５ ２ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ５ ・ ・ ・ ２ 0.４５５ ４

５ 神山みどり 環太平洋 ９ ７ ３ ２ ２ １ １ ・ ・ ・ ３ ４ ・ ・ ・ １ 0.４２９ ３

３ 内田はるか 早 稲 田 10 10 ４ ３ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ４ ・ １ ・ １ 0.４００ ３

○ ９ 西岡 宏華 園田学園 10 10 ４ ・ １ ・ ・ ・ １ ・ ２ ４ ・ ・ ・ １ 0.４００ ３

４ 大庭もも花 早 稲 田 10 10 ４ ２ ・ ・ ・ ・ １ ２ ２ ４ ・ ・ ・ ・ 0.４００ ３
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左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 出 打 本 三 二 試
選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 塁 妨 打 打 打 合

○ ７ 増田奈津美 東北福祉 13 13 ５ １ ２ ・ ・ ・ ・ １ ２ ５ ・ ・ ・ １ 0.３８５ ４

５ 谷池 紫穂 園田学園 10 ８ ３ ４ ２ ・ ２ ・ １ ・ １ ５ ・ ２ ・ ・ 0.３７５ ３

○ 8R 近藤 琴美 園田学園 10 ８ ３ ２ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ３ ３ ・ ・ ・ ・ 0.３７５ ３

○ ９ 浜渦 聡美 環太平洋 11 11 ４ ２ １ ・ ・ ・ １ ・ １ ４ ・ ・ ・ ・ 0.３６４ ３

６ 助川 真貴 東北福祉 15 14 ５ ２ １ ・ ・ １ ・ ・ ４ ６ ・ ・ ・ ・ 0.３５７ ４

○ DH 尾崎 望良 園田学園 10 ９ ３ ・ ３ ・ １ ・ １ ・ ２ ４ ・ ・ ・ ・ 0.３３３ ３

６ 高橋沙耶香 早 稲 田 10 ９ ３ ２ １ ・ ・ １ １ ２ ２ ４ ・ ・ ・ ・ 0.３３３ ３

８ 清水 沙羅 早 稲 田 10 ９ ３ ・ １ ・ １ ・ ２ １ ４ ４ ・ ・ ・ ・ 0.３３３ ３

２ 落合 夕佳 立 命 館 ９ ９ ３ ３ ・ ・ ・ ・ ４ ２ ・ ３ ・ ・ ・ ・ 0.３３３ ４

女子大会投手成績ベスト10 規定投球イニング９以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試
選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

投 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

山田 麻未 神戸親和 14.1/3 53 49 ８ １ ・ １ ３ ・ 12 ・ ・ ・ 197 0.00 １ １ ２

長南 友子 東北福祉 25 92 87 18 １ １ ３ ２ ・ 17 ・ １ ・ 344 0.28 ４ ０ ４

山下 友香 早 稲 田 19 76 69 16 ４ ３ ４ １ ２ 20 ２ ・ ・ 242 1.11 ２ １ ３

津島あゆみ 龍 谷 ９ 38 30 ７ ４ ２ ４ ２ ２ 10 ・ １ ・ 142 1.56 ０ １ １

西岡 里恵 園田学園 22 90 79 18 ９ ５ ５ ５ １ 16 ２ ・ ・ 374 1.59 ２ １ ３

北岡 沙織 日本文理 13.2/3 64 58 20 ５ ４ ４ ２ ・ 10 ・ ・ ・ 237 2.05 １ １ ２

○ 江里口淳子 環太平洋 10 42 37 11 ３ ３ ３ ２ ・ ３ ・ ・ ・ 138 2.10 ２ １ ３

畑迫 遼子 山梨学院 ９.1/3 42 39 ８ ４ ３ １ ２ ・ ８ ・ １ ・ 163 2.25 １ ０ ２

伊東 摩耶 松 本 11.1/3 51 45 13 ９ ６ ３ ３ ・ ８ １ ・ ・ 199 3.71 １ １ ２

重藤恵里佳 日本体育 22 90 80 17 13 12 ３ ４ ３ 21 ２ ・ ・ 357 3.82 ３ １ ４

連 覇 へ の 挑 戦

東北福祉大学女子ソフトボール部主将

４年間を振り返ると、様々なことが思い出され

ます。特に最後の１年は、４年間の中でも22年間

の人生の中でも最も充実した時間となりました。

９月に新チームが発足し、私は主将を仰せつか

りました。主将という責任・最上級生が持たなけ

ればならない使命感・そして優勝チームを引き継

ぐという重圧、期待以上に不安が先行したスター

トになりました。特に近年連続で優勝をしたチー

ムがなかったため、「連覇」ということに関して

は部長・監督・部員で何度もミーティングを行い
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ました。結果「打倒Ｈ20東北福祉・良いチームか

ら勝ちきれるチームへ」のスローガンを掲げて本

格的にスタートしました。

私たちは、初めからインカレで勝てるような選

手の集まりではありません。しかも、昨年のチー

ムのような組織力があったわけでもなく、まずは

「個々のレベルをアップさせ、去年のチームに個

で勝るような強さにしよう」と練習が始まりまし

た。チームが成り立てのうちは、組織で束になっ

てかかることよりも、個々のレベルを上げること

を優先させていました。その為、練習試合や春の

大会では敗戦することが多くありました。「今の

ままやり続けて、本当に勝てるのか」と、不安に

なることもありました。事実周囲から「昨年より

チーム力は落ちる。」と言われることも多くあり

ました。そんな中でも前向きに活動できたのは、

４年生のミーティングを毎日続けてきたからです。

ミーティングをでは「今、上手くいかなくても、

明日そしてインカレで花咲くチームなろう。どん

な困難もみんなで乗り越えていこう。どんな時も

前向きに、笑顔でいよう。」とどんなことがあっ

ても毎日気持ちを一つにしていました。勝った時

も、負けた時も、良い雰囲気な日も、そうでない

日も、毎日欠かさずにミーティングを行ってきま

した。インカレという大会で一つにまとまったわ

けではなく、毎日のミーティングが結束を強め最

後の優勝という良い形に繋がったのだと思います。

インカレでは、福祉大らしく戦うことができま

した。全員が役割に徹し、試合に出ている人以上

に出ていない人が汗をかき、それを見て試合に出

る選手もさらに頑張り、本当に良いチームになり

ました。決勝前の部員ミーティングで私は本当に

このチームのキャプテンができて幸せ者だと思い

ました。それだけ皆が頑張る、そして勝てるとい

えるチームになっていました。「良いチームから

勝ちきれるチームへ」と成長した手応えを感じま

した。

５月末私たちはインカレ予選に挑みました。苦

戦が続き、今年はインカレに出場できない、負け

ていた誰もがそう思った大会でした。インカレで

は、出るはずのなかった大会だからという開き直

りと、東北地区の代表としてとして恥ずかしい試

合は出来ないとう自覚と雰囲気がチームを後押し

しました。

私たちはもともと本当に不器用な集団です。東

北という地域柄、外での練習も限られています。

４年間で目標を立てることの大切さ、物事に真摯

な姿勢で臨むことの大切さ、結果よりも過程を大

切にすることを学びました。少し不器用な選手と

不足した環境だから生まれてきた価値観だと思っ

ています。インカレという大舞台で力が発揮でき

たのも、日頃から何事にも前向きに取り組んでき

た成果だと思っています。

最後になりますが、福祉大ソフトボール部の活

動にご協力いただきました、保護者・大学関係者

・ＯＧ・そして多くの福祉大を応援してくださっ

た方々に感謝申し上げます。ありがとうございま

した。



第55回全日本総合男子選手権大会

会期：平成21年９月18日（金）～20日（日）

会場：秋田県由利本荘市／由利本荘市ソフトボール場他

高 崎 市 役 所 (群 馬） １
５

環 太 平 洋 大 学 (岡 山) ６
１

宮崎黒潮ソフトボールＣ (宮 崎） ４
１

玉 園 ク ラ ブ (師 滋） ３
５

埼 玉 県 庁 ク ラ ブ (埼 玉） ３
１

金沢教員ソフトボールＣ (石 川） ６
３

日 本 体 育 大 学 (東 京) １
５

岐 阜 エ コ デ ン Ｓ Ｃ (岐 阜） ０
０

鳥取打吹ソフトボールＣ (鳥 取) ４
０

福 島 ソ フ ト ボ ー ル Ｃ (福 島） ２
８

ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ (愛 知） ３
７

大 阪 桃 次 郎 (大 阪） ４
３

四 街 道 ス タ ー ズ (千 葉） ７ 優
３

豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ６ 勝
０

四 国 生 コ ン Ｓ Ｂ Ｃ (愛 媛) ６ ダ
８

（

Ｓ ・ Ｔ オ ー ル 大 分 (大 分） ０ イ
初

日 立 電 線 ロ ジ テ ッ ク (茨 城） ０ ワ
６

）

平林金属ソフトボールＣ (岡 山） ５ ア
１

川 崎 造 船 坂 出 (香 川) １ ク
９

大阪ツヅキグローバル (大 阪） ６ ト
０

吉 浦 海 運 Ｓ ． Ｃ (福 岡） ０
４

株 式 会 社 デ ン ソ ー (愛 知） ６
２

日 新 製 鋼 (広 島） 10
１

Ｋ Ｏ Ａ 株 式 会 社 (長 野） ４
２

山 梨 ク ラ ブ (山 梨） ２
０

ＹＡＭＡＧＡＴＡ ＣＬＵＢ (山 形） ７
８

静 甲 株 式 会 社 (静 岡） ０
２

ダ イ ワ ア ク ト (佐 賀） ７
５

岡 住 (大 阪） ３
０

常 口 ア ト ム ズ (北海道） ０
２

琉 球 泡 盛 残 波 (沖 縄） ３
３

ホンダエンジニアリング㈱ (栃 木） １
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第61全日本総合女子選手権大会

会期：平成21年９月25日（金）～27日（日）

会場：千葉県成田市／大谷津運動公園野球場他

ルネサステクノロジ高崎 (群 馬） ４
20

島根サンヨーソフトボール部 (島 根) ０
７

高知ファイティングドッグスＳＢ (高 知） ５
０

パ ナ ソ ニ ッ ク 電 工 津 (三 重） ６
２

日 本 体 育 大 学 (東 京） ２
２

日 立 マ ク セ ル (京 都） ３
０

ペ ヤ ン グ (群 馬) １
３

園 田 学 園 女 子 大 学 (兵 庫） ４
５

レ オ パ レ ス ２１(東 京) 22
４

大和電気工業株式会社 (長 野） １
５

カネボウ化粧品小田原 (神奈川） ３
１

株 式 会 社 デ ン ソ ー (愛 知） ５
１

東 北 福 祉 大 学 (宮 城） ６

（

３ 優 ７
山 梨 学 院 大 学 (山 梨) １ 勝

０ ル 年
東 芝 北 九 州 (福 岡) １ ネ

５ サ 連
日 立 ソ フ ト ウ ェ ア (神奈川） 15 ス

テ 続
株式会社豊田自動織機 (愛 知） ７ ク

５ ノ 13
大 鵬 薬 品 (徳 島) ０ ロ

０ ジ 回
伊 予 銀 行 (愛 媛） ７ 高

０ 崎 目
東 海 学 園 大 学 (愛 知） ６ （

３
平林金属ソフトボールＣ (岡 山） ０

０
シ オ ノ ギ 製 薬 (兵 庫） １

３
ト ヨ タ 自 動 車 (愛 知） ７

４
Ｔ Ｏ Ｅ Ｔ Ｅ Ｃ Ｋ (宮 城） ０

１
Ｙ Ｋ Ｋ (富 山） ０

３
佐 川 急 便 (京 都） ５

２
Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ (栃 木） 21

０
福 岡 大 学 (福 岡） ０

０
戸 田 中 央 総 合 病 院 (埼 玉） ４

４
大 阪 国 際 大 学 (大 阪） ０

３
静 甲 株 式 会 社 (静 岡） ０

７
太 陽 誘 電 (東 京） １
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第24回東日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月７日(金)～８月10日(日)

会場：茨城県桜川市／真壁運動場他

１．日 本 体 育 大 学 ５

２．立 教 大 学 ７ ９
０

３．日本大学生産工学部 ０
優勝 日本体育大学

４．東 京 大 学 ０
10

５．国 際 武 道 大 学 ８
６

６．茨 城 大 学 11
０

７．専 修 大 学 13

８．埼 玉 大 学 ２
７

９．桜 美 林 大 学 ７
８

10．東 京 理 科 大 学 21
２

11．成 蹊 大 学 １
優勝 関東学園大学

12．関 東 学 園 大 学 ３
８

13．仙 台 大 学 ０
12

14．中 央 大 学 14
１

15．筑 波 大 学 13

16．高 崎 経 済 大 学 ６
４

17．東 京 学 芸 大 学 ５
６

18．日本大学生物資源科学部 ９
２

19．信 州 大 学 10
優勝 高崎経済大学

20．国 士 舘 大 学 13
12

21．都 留 文 科 大 学 １
４

22．東 海 大 学 ９
１

23．日 本 大 学 工 学 部 １

24．文 教 大 学 11
４

25．福 島 大 学 ４
７

26．慶 應 義 塾 大 学 １
３

27．城 西 大 学 ８
優勝 早稲田大学

28．山 梨 学 院 大 学 １
８

29．学 習 院 大 学 ８ 12

30．早 稲 田 大 学 15

台風による雨のため、予備日にも天候の回復が望めず４校の優勝で大会を終了
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第24回東日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月７日(金)～８月10日(日)

会場：茨城県桜川市／真壁運動場他

１．日 本 体 育 大 学 ５

２．仙 台 大 学 11 ４
０

３．千 葉 大 学 ０
優勝 日本体育大学

４．清 和 大 学 ９
３

５．学 習 院 大 学 ７
０

６．順 天 堂 大 学 ０
７

７．山 梨 学 院 大 学 10

８．城 西 国 際 大 学 ０
３

９．日 本 女 子 体 育 大 学 ８
５

10．松 本 大 学 ６
２

11．東 海 大 学 ０
優勝 富士大学

12．国 士 舘 大 学 ６
０

13．新 島 学 園 短 期 大 学 ５
６

14．富 士 大 学 25
11

15．中 央 大 学 ０

16．東 北 福 祉 大 学 24

17．文 教 大 学 ６ ３
０

18．東 京 学 芸 大 学 ３
優勝 東北福祉大学

19．城 西 大 学 ７
０

20．日 本 大 学 ０
１

21．早 稲 田 大 学 24
３

22．茨 城 大 学 ２

23．関 東 学 園 大 学 10
３

24．国 際 武 道 大 学 ０
０

25．慶 應 義 塾 大 学 ０
５

26．淑 徳 大 学 26
優勝 東京女子体育大学

27．北 翔 大 学 ９
９

28．筑 波 大 学 １ ７

29．東 京 女 子 体 育 大 学 16

台風による雨のため、予備日にも天候の回復が望めず４校の優勝で大会を終了
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第41回西日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月７日(金)～８月10日(日)

会場：兵庫県淡路市／兵庫県立佐野総合運動公園他

大会結果

１．京 都 産 業 大 学 18

２．高 知 大 学 ２

３．中 京 大 学 ５

４．名 桜 大 学 ４

５．東 亜 大 学 ７

６．長 崎 国 際 大 学 ２

７．中 部 大 学 ８

８．京 都 大 学 15

９．愛 知 教 育 大 学 ７

10．神 戸 学 院 大 学 24

11．佐 賀 大 学 ６

12．四 天 王 寺 大 学 ７

13．大 阪 大 学 11

14．広 島 工 業 大 学 ４

15．愛 媛 大 学 ２

16．沖 縄 国 際 大 学 ９

17．愛 知 大 学 ２

18．福 岡 大 学 20

19．近 畿 大 学 工 学 部 10

20．香 川 大 学 15

21．龍 谷 大 学 ９

22．九 州 産 業 大 学 ０

23．日 本 福 祉 大 学 ４

24．大 阪 産 業 大 学 11

25．関 西 大 学 ６

26．中 京 学 院 大 学 13

27．熊 本 学 園 大 学 ２

28．環 太 平 洋 大 学 12

29．同 志 社 大 学 ７

30．崇 城 大 学 ２

31．広 島 修 道 大 学 ０

32．立 命 館 大 学 ７

八
月
九
日
の
試
合
は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
、
十
日
も
天
候
の
回
復
が
見
込
め
な
い
の
で
、

予
備
日
を
含
め
て
も
大
会
日
程
を
消
化
で
き
ず
、
や
む
な
く
大
会
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
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第41回西日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成21年８月７日(金)～８月10日(日)

会場：兵庫県淡路市／兵庫県立佐野総合運動公園他

大会組み合わせ

１．園 田 学 園 女 子 大 学 16

２．広 島 大 学 １
２

３．天 理 大 学 11

４．鈴 鹿 国 際 大 学 ２

５．環 太 平 洋 大 学 ４

６．日 本 文 理 大 学

７．関 西 外 国 語 大 学

８．中 京 女 子 大 学 ０

９．大 阪 国 際 大 学 ８

10．武 庫 川 女 子 大 学 ２

11．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ４

12．東 海 学 院 大 学

13．鳥 取 短 期 大 学

14．東 海 学 園 大 学 ７

15．びわこ成蹊スポーツ大学 ０

16．中 京 大 学 ７

17．福 岡 大 学 ２

18．龍 谷 大 学

19．香 川 大 学

20．中 国 学 園 大 学 ２

21．神 戸 親 和 女 子 大 学 ３

22．愛 知 教 育 大 学 １
２

23．大 阪 大 谷 大 学 ５

24．立 命 館 大 学 ９

八
月
九
日
の
試
合
は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
、
十
日
も
天
候
の
回
復
が
見
込
め
な
い
の
で
、

予
備
日
を
含
め
て
も
大
会
日
程
を
消
化
で
き
ず
、
や
む
な
く
大
会
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。





















【北海道・東北地区】

第30回北海道・東北地区大学ソフトボール選手権大会

兼、第44回全日本大学ソフトボール選手権大会北海道・東北地区予選会

会期：平成21年５月23日(土)～24日(日)

会場：山形県南陽市／向山公園ソフトボール場

男子選手権 女子選手権

１．仙 台 大 学 12 １．東北福祉大学 ９

２．弘 前 大 学 １ 11 ２．富 士 大 学 ３ 19 東

２ ８ 北

３．北 翔 大 学 ８ 10 ３．弘 前 大 学 ０ 福

祉

４．北 海 道 大 学 ４ ４．北 翔 大 学 ９ 大

２ 仙 ９ 学

５．宮城教育大学 ３ 台 ５．盛 岡 大 学 ０ １

大

６．東北学院大学 ６ 学 ６．仙 台 大 学 ８

１

７．八戸工業大学 ３ インカレ出場は、東北福祉大学(７年連続７回目)と

10 北翔大学(19年ぶり６回目)

８．日本大学工学部 10 ０

９．東 北 大 学 ４

０

10．福 島 大 学 ５ ５

11．盛 岡 大 学 ３

インカレ出場は、仙台大学(４年連続23回目)と

盛岡大学(２年ぶり９回目)

【関東地区】

第４回関東学生男子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成21年５月４日(月)・６日(水)・９日(土)・10日(日)

会場：埼玉県坂戸市／坂戸市民総合運動公園野球場他
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Ⅰ部リーグ

チーム 国際武道 東京理科 東 海 関東学園 高崎経済 文 教 城 西 順 位

国際武道 ○４－１ ○９－６ ○２－１ ○８－６ ○15－７ ○７－０ 優勝

東京理科 ●１－４ ●５－14 ●１－９ ○11－10 ●21－18 △６－６ ４位

東 海 ●６－９ ○14－５ ●２－６ ●９－12 ●５－11 ●３－11 ７位

関東学園 ●１－２ ○９－１ ○６－２ ○７－０ ○15－11 ●２－６ ３位

高崎経済 ●６－８ ●10－11 ○12－９ ●０－７ △８－８ ●１－18 ５位

文 教 ●７－15 ●18－21 ○11－５ ●11－15 △８－８ ●３－15 ６位

城 西 ●０－７ △６－６ ○11－３ ○６－２ ○18－１ ○15－３ ２位

※５－６位は大会規定による。

Ⅱ部リーグ

チーム 千 葉 茨 城 都留文科 日大生資 埼 玉 筑 波 勝 分 敗 順 位

千 葉 ○16－３ ○14－６ ●６－10 ○８－７ △８－８ ３ １ １ ２位

茨 城 ●３－16 ○11－４ ○８－６ ●４－12 ●５－18 ２ ０ ３ ５位

都留文科 ●６－14 ●４－11 ●11－12 ●17－18 ●０－20 ０ ０ ５ ６位

日大生資 ○10－６ ●６－８ ○12－11 ●８－18 ○13－１ ３ ０ ２ ４位

埼 玉 ●７－８ ○12－４ ○18－17 ○18－８ ●５－14 ３ ０ ２ ３位

筑 波 △８－８ ○18－５ ○20－０ ●１－13 ○14－５ ３ １ １ １位

※１～２位、３～４位は大会規定による。

Ⅲ部リーグ

チーム 山梨学院 日大生産 芝浦工業 勝 分 敗 順 位

○10－２ ○８－２
山梨学院 ３ １ １位

○８－３ ●５－11

●２－10 ○19－２
日大生産 １ ３ ３位

●３－８ ●３－８

●２－８ ●２－19
芝浦工業 ２ ０ ２ ２位

○15－５ ○８－３

Ⅰ部Ⅱ部入替戦（５月10日(日)：毛呂山町大類ソフトボールパーク

東海大学(Ⅰ部７位) 15－９ 筑波大学(Ⅱ部１位) ※東海大学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦

都留文科大学(Ⅱ部６位) ４－11 山梨学院大学(Ⅲ部１位) ※山梨学院大学はⅡ部昇格

77

ウインドミル№13



78

平成 21 年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

第４回関東学生女子ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成21年５月５日(月)・６日(火)・10日(土)・11日(日)

会場：埼玉県毛呂山町／大類ソフトボールパーク他

Ⅰ部リーグ

チーム 淑 徳 関東学園 城西国際 城 西 東 海 山梨学院 勝 分 敗 順 位

淑 徳 ○８－７ ○８－１ ○15－０ ○６－２ ○３－０ ５ ０ ０ 優勝

関東学園 ●７－８ △７－７ ●３－６ ●３－７ ●０－４ ０ １ ４ ６位

城西国際 ●１－８ △７－７ ●４－11 △１－１ ●０－７ ０ ２ ３ ５位

城 西 ●０－15 ○６－３ ○11－４ ●７－10 ●１－８ ２ ０ ３ ４位

東 海 ●２－６ ○７－３ △１－１ ○10－７ ●２－５ ２ １ ２ ３位

山梨学院 ●０－３ ○４－０ ○７－０ ○８－１ ○５－２ ４ ０ １ ２位

Ⅱ部リーグ

チーム 清 和 新島学園 国際武道 順 天 堂 筑 波 勝 分 敗 順 位

清 和 ○６－４ ○６－４ ○６－１ ○10－４ ４ ０ ０ １位

新島学園 ●４－６ ○３－２ ○12－６ ●３－９ ２ ０ ２ ３位

国際武道 ●４－６ ●２－３ △３－３ △５－５ ０ ２ ２ ４位

順 天 堂 ●１－６ ●６－12 △３－３ ●２－11 ０ １ ３ ５位

筑 波 ●４－10 ○９－３ △５－５ ○11－２ ２ １ １ ２位

Ⅲ部リーグ

チーム 文 教 埼 玉 日大生資 茨 城 勝 分 敗 順 位

文 教 ○７－４ ○15－０ ○13－０ ３ ０ ０ １位

埼 玉 ●４－７ ○12－１ ○３－１ ２ ０ １ ２位

日大生資 ●０－15 ●１－12 ●４－８ ０ ０ ３ ４位

茨 城 ●０－13 ●１－３ ○８－４ １ ０ ２ ３位

Ⅰ部Ⅱ部入替戦

関東学園大学(Ⅰ部６位) 10－４ 清和大学(Ⅱ部１位) ※関東学園大学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦

順天堂大学(Ⅱ部５位) ３－10 文教大学(Ⅲ部１位) ※文教大学はⅡ部昇格
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第17回関東学生ソフトボール選手権大会

兼 第44回全日本大学ソフトボール選手権大会関東地区予選会

会期：21年５月30日(土)・31日(日)、６月１日(月)

会場：神奈川県相模原市／ひばり球場・昭和橋スポーツ広場

男子の部

１ 国 際 武 道 大 学 13

２ 日大生産工学部 ６ ６
２

３ 千 葉 大 学 13
１

４ 茨 城 大 学 ０
11

５ 高 崎 経 済 大 学 10
10

６ 山 梨 学 院 大 学 ０
５

７ 東 京 理 科 大 学 11

８ 関 東 学 園 大 学 11 優勝 関東学園大学
９

９ 文 教 大 学 ３ （２年連続５回目）
８

10 埼 玉 大 学 ５
０

11 日大生物資源科学部 12
６

12 城 西 国 際 大 学 ０
６

13 東 海 大 学 59
１

14 筑 波 大 学 ３
７

15 城 西 大 学 17
インカレ出場権獲得校：関東学園大学、高崎経済大学、城西大学、国際武道大学

女子の部

１ 淑 徳 大 学 ８
13

２ 新島学園短期大学 １
７

３ 城 西 国 際 大 学 ０
４

４ 関 東 学 園 大 学 ９
１

５ 茨 城 大 学 ０
４

６ 清 和 大 学 ７
０

７ 千 葉 大 学 ２
５

８ 城 西 大 学 19 優勝 淑徳大学

９ 東 海 大 学 ４ （４年連続14回目）
８

10 国 際 武 道 大 学 １
０

11 順 天 堂 大 学 ４
１

12 文 教 大 学 ５
０

13 埼 玉 大 学 ２
０

14 筑 波 大 学 ４
７

15 相 模 女 子 大 学 ０
７

16 山 梨 学 院 大 学 23
インカレ出場権獲得校：淑徳大学、山梨学院大学、城西大学、東海大学
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第９回関東学生男子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成21年10月10日（土）～12日（月）・17日（土）

会場：東松山市駒形公園ソフトボール場、毛呂山町西戸グラウンド 他

Ⅰ部リーグ

チーム 国際武道 城 西 関東学園 東京理科 高崎経済 文 教 東 海 順 位

国際武道 ●７－９ △５－５ ●４－５ ○７－４ ●４－11 ●７－11 ７位

城 西 ○９－７ ○８－２ ●３－６ ○５－３ ●６－７ ○４－１ ２位

関東学園 △５－５ ●２－８ △４－４ ●３－10 ○８－１ ○６－３ ４位

東京理科 ○５－４ ○６－３ △４－４ ●６－７ ●２－５ ○７－５ ３位

高崎経済 ●４－７ ●３－５ ○10－３ ○７－６ ●２－９ ●２－４ ６位

文 教 ○11－４ ○７－６ ●１－８ ○５－２ ○９－２ ○14－３ 優勝

東 海 ○11－７ ●１－４ ●３－６ ●５－７ ○４－２ ●３－14 ５位

※５～６位は大会規定による。

Ⅱ部リーグ

チーム 筑 波 千 葉 埼 玉 日大生資 茨 城 山梨学院 勝 分 敗 順 位

筑 波 ●２－15 ●１－７ ○７－６ ○10－８ ○10－４ ３ ０ ２ ２位

千 葉 ○15－２ ●６－16 ○７－３ ●７－22 ●４－15 ２ ０ ３ ４位

埼 玉 ○７－１ ○16－６ ○８－３ ○４－３ ○13－６ ５ ０ ０ １位

日大生資 ●６－７ ●３－７ ●３－８ △２－２ ○11－10 １ １ ３ ６位

茨 城 ●８－10 ○22－７ ●３－４ △２－２ ●10－11 １ １ ３ ５位

山梨学院 ●４－10 ○15－４ ●６－13 ●10－11 ○11－10 ２ ０ ３ ３位

※３～４位、５～６位は大会規定による。

Ⅲ部リーグ

チーム 都留文科 芝浦工業 日大生産 城西国際 東京国際 中央学院 勝 分 敗 順 位

都留文科 ●８－12 ○10－７ ○７－０ ○19－０ ●２－６ ３ ０ ２ ３位

芝浦工業 ○12－８ ○13－４ ○43－０ ○16－０ ●１－９ ４ ０ １ ２位

日大生産 ●７－10 ●４－13 ○36－３ ○13－５ ●７－８ ２ ０ ３ ４位

城西国際 ●０－７ ●０－43 ●３－36 ●３－19 ●２－14 ０ ０ ５ ６位

東京国際 ●０－19 ●０－16 ●５－13 ○19－３ ●２－30 １ ０ ４ ５位

中央学院 ○６－２ ○９－１ ○８－７ ○14－２ ○30－２ ５ ０ ０ １位
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Ⅰ部Ⅱ部入替戦 Ⅱ部Ⅲ部入替戦

高崎経済大(Ⅰ部６位)９－４埼玉大(Ⅱ部１位) 茨城大(Ⅱ部５位)13－３中央学院大(Ⅲ部１位)

※高崎経済大学はⅠ部残留 ※茨城大学はⅡ部残留

※国際武道大(Ⅰ部６位)はⅡ部へ、日大生物資源科学部(Ⅱ部６位)はⅢ部へ自動降格

第９回関東学生女子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：平成21年10月10日（土）～12日（月）・17日（土）

会場：毛呂山町大類ソフトボールパーク、鶴ヶ島市運動公園グラウンド

Ⅰ部リーグ

チーム 淑 徳 山梨学院 東 海 城 西 城西国際 関東学園 勝 分 敗 順 位

淑 徳 ●３－６ ○３－１ ○５－１ ○７－１ ○８－０ ４ ０ １ ２位

山梨学院 ○６－３ ○７－０ ○６－３ ○８－２ ●０－１ ４ ０ １ 優勝

東 海 ●１－３ ●０－７ ●０－７ ○10－２ ○５－２ ２ ０ ３ ４位

城 西 ●１－５ ●３－６ ○７－０ △10－10 ○２－０ ２ １ ２ ３位

城西国際 ●１－７ ●２－８ ●２－10 △10－10 ●３－11 ０ １ ４ ６位

関東学園 ●０－８ ○１－０ ●２－５ ●０－２ ○11－３ ２ ０ ３ ５位

※１～２位、４～５位は得失点差による。
Ⅱ部リーグ

チーム 清 和 筑 波 新島学園 国際武道 文 教 勝 分 敗 順 位

清 和 ○11－５ ○３－２ ○７－２ ○８－０ ４ ０ ０ １位

筑 波 ●５－11 ○５－４ △８－８ ○４－３ ２ １ １ ２位

新島学園 ●２－３ ●４－５ ○９－６ ○13－４ ２ ０ ２ ３位

国際武道 ●２－７ △８－８ ●６－９ ●６－７ ０ １ ３ ５位

文 教 ●０－８ ●３－４ ●４－13 ○７－６ １ ０ ３ ４位

※３～４位は大会規定による。
Ⅲ部リーグ

チーム 関東学園 埼 玉 茨 城 日大生資 勝 分 敗 順 位

順 天 堂 ○４－３ ○２－１ ○８－２ ３ ０ ０ １位

埼 玉 ●３－４ ○10－２ ○４－２ ２ ０ １ ２位

茨 城 ●１－２ ●２－10 ○９－５ １ ０ ２ ３位

日大生資 ●２－８ ●２－４ ●５－９ ０ ０ ３ ４位
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Ⅰ部Ⅱ部入替戦 Ⅱ部Ⅲ部入替戦

城西国際大(Ⅰ部６位)11－９清和大(Ⅱ部１位) 国際武道大(Ⅱ部５位)５－６順天堂大(Ⅲ部１位)

※城西国際大はⅠ部残留 ※順天堂大はⅡ部昇格

【北信越地区】

第15回北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼、文部科学大臣杯第44回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成21年５月23日(土)・24日(日)

会場：長野県伊那市／富士塚スポーツ公園

女子大会結果 男子大会結果
松 本 大 学 ９ 信 州 大 学 ４

25 10
信 州 大 学 １ 富 山 大 学 11

富 山 大 学 ９ 松本大学 長 野 大 学 10 富山大学
７ ４

福 井 大 学 11 ０ 金 沢 大 学 ７ １

金 沢 大 学 ２ 福井県立大学 25
※富山大学(２年ぶり11回目)がインカレ出場権を獲得

女子敗者復活戦

金 沢 大 学 ２
10

信 州 大 学 16
信州大学

福 井 大 学 ２
※松本大学(４年連続４回目)がインカレ出場権を獲得
※信州大学(２年ぶり７回目)がインカレ出場権を獲得

第16回北信越大学新人ソフトボール選手権大会

会期：平成21年９月19日（土）・20日（日）

会場：富山県富山市／富山県岩瀬スポーツ公園

男子
信 州 大 学 14

金 沢 大 学 16
福井県立大学 23 ７ 13

７ 長 野 大 学 ４ ３位
金 沢 大 学 ８ 信州大学 金沢大学

福井県立大学 ６
長 野 大 学 ３

５
富 山 大 学 15
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女子
金沢学院大学 ０

富 山 大 学 15
松 本 大 学 Ａ 19 ９ ４

12 信 州 大 学 ７ ３位
富 山 大 学 ０ 金沢学院大

松本大学Ａ 金沢学院大学 17
金 沢 大 学 10 ６

０ 金 沢 大 学 ０
信 州 大 学 18 １

松 本 大 学 Ｂ 17

【東京地区】

平成21年度第43回東京都大学ソフトボール春季リーグ戦

男子１部

チーム 早 稲 田 日本体育 桜 美 林 国 士 舘 中 央 学 習 院 勝 分 敗 順 位

早 稲 田 ○４－13 ●３－５ ○11－２ ○10－３ ○22－８ ４ ０ １ 優勝

日本体育 ●４－13 ○５－１ ○４－３ ○12－２ ○10－０ ４ ０ １ ２位

桜 美 林 ○５－３ ●１－５ ○４－１ ○13－６ ○７－３ ４ ０ １ ３位

国 士 舘 ●２－11 ●３－４ ●１－４ ○９－２ ○８－２ ２ ０ ３ ４位

中 央 ●３－10 ●２－12 ●６－13 ●２－９ ○23－６ １ ０ ４ ５位

学 習 院 ●８－22 ●０－10 ●３－７ ●２－８ ●６－23 ０ ０ ５ ６位

※１位～３位は得失点差による。

男子２部

チーム 立 教 慶應義塾 明 治 専 修 東京学芸 成 蹊 勝 分 敗 順 位

立 教 ○10－３ ○10－３ ○６－１ ○８－０ ○17－２ ５ ０ ０ １位

慶應義塾 ●３－10 ○６－３ ○14－２ ●８－９ ○８－７ ３ ０ ２ ２位

明 治 ●３－10 ●３－６ ○９－５ ○９－４ ○９－４ ３ ０ ２ ３位

専 修 ●１－６ ●２－14 ●５－９ ○５－３ ○９－２ ２ ０ ３ ４位

東京学芸 ●０－８ ○９－８ ●４－９ ●３－５ ○20－５ ２ ０ ３ ５位

成 蹊 ●２－17 ●７－８ ●４－９ ●２－９ ●５－20 ０ ０ ５ ６位

※２位と３位、及び４位と５位は直接対決の勝敗による。
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男子３部

チーム 日 本 東 京 東京農業 東 洋 帝 京 Ｉ Ｃ Ｕ 勝 分 敗 順 位

日 本 ○３－１ ○８－０ ○６－２ ○９－８ ○11－４ ５ ０ ０ １位

東 京 ●１－３ ○27－５ ○11－１ ○20－０ ○12－１ ４ ０ １ ２位

東京農業 ●０－８ ●５－27 ○20－19 ○11－６ ○13－６ ３ ０ ２ ３位

東 洋 ●２－６ ●１－11 ●19－20 ○９－３ ○７－６ ２ ０ ３ ４位

帝 京 ●８－９ ●０－20 ●６－11 ●３－９ ○27－１ １ ０ ４ ５位

国際基督教 ●４－11 ●１－12 ●６－13 ●６－７ ●１－27 ０ ０ ５ ６位

男子４部

チーム 東京都市 文教湘南 日本歯科 一 橋 勝 分 敗 順 位

東京都市 ○17－７ ○22－３ ○７－０ ３ ０ ０ １位

文教湘南 ●７－17 ○27－11 ○７－０ ２ ０ １ ２位

日本歯科 ●３－22 ●11－27 ○７－０ １ ０ ２ ３位

一 橋 ●０－７ ●０－７ ●０－７ ０ ０ ３ ４位

男子入れ替え戦

１部－２部

学習院大学(６位)13－４ 立教大学(１位)

※学習院大学は１部残留

２部－３部

成蹊大学(６位) ７－12 日本大学(１位)

※日本大学は２部昇格、成蹊大学は３部降格

３部－４部

国際基督教大学(６位)７－３東京都市大学(１位)

※国際基督教大学は３部残留

女子１部

チーム 東京女体 日本体育 早 稲 田 日本女体 国 士 舘 東京学芸 勝 分 敗 順 位

東京女体 ○１－０ ○13－６ ○11－２ ○７－０ ○８－１ ５ ０ ０ 優勝

日本体育 ●０－１ ●０－６ ○８－１ ○５－１ ○20－０ ３ ０ ２ ２位

早 稲 田 ●６－13 ○６－０ ●３－４ ○９－２ ○16－２ ３ ０ ２ ３位

日本女体 ●２－11 ●１－８ ○４－３ ○13－７ ○６－０ ３ ０ ２ ４位

国 士 舘 ●０－７ ●１－５ ●２－９ ●７－13 ○５－１ １ ０ ４ ５位

東京学芸 ●１－８ ●０－20 ●２－16 ●０－６ ●１－５ ０ ０ ５ ６位

※２位～４位は得失点差による。
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女子２部

チーム 明 治 学 習 院 日 本 創 価 中 央 桜 美 林 勝 分 敗 順 位

明 治 ○７－４ ○８－７ ○12－０ ○10－３ ○11－５ ５ ０ ０ １位

学 習 院 ●４－７ ○４－１ ○８－０ ○11－６ ○12－６ ４ ０ １ ２位

日 本 ●７－８ ●１－４ ○６－４ ○８－５ ●10－11 ２ ０ ３ ３位

創 価 ●０－12 ●０－８ ●４－６ ○17－11 ○13－７ ２ ０ ３ ４位

中 央 ●３－10 ●６－11 ●５－８ ●11－17 ○18－13 １ ０ ４ ５位

桜 美 林 ●５－11 ●６－12 ○11－10 ●７－13 ●13－18 １ ０ ４ ６位

※３位と４位、及び５位と６位は直接対決の勝敗による。

女子３部

チーム 慶 応 成 蹊 専 修 実践女子 津 田 塾 Ｉ Ｃ Ｕ 勝 分 敗 順 位

慶 応 ○10－９ ○９－０ ○10－８ ○19－８ ○22－７ ５ ０ ０ １位

成 蹊 ●９－10 ○25－12 ●４－10 ○22－５ ○11－０ ３ ０ ２ ２位

専 修 ●０－９ ●12－25 ○８－４ ○11－４ ○22－２ ３ ０ ２ ３位

実践女子 ●８－10 ○10－４ ●４－８ ○18－１ ○22－５ ３ ０ ２ ４位

津 田 塾 ●８－19 ●５－22 ●４－11 ●１－18 ○９－０ １ ０ ４ ５位

国際基督教 ●７－22 ●０－11 ●２－22 ●５－22 ●０－９ ０ ０ ５ ６位

※２位～４位は得失点差による。

女子入れ替え戦

１部－２部：東京学芸大学８－１明治大学 ２部－３部：桜美林大学16－６慶応大学

※東京学芸大学は１部残留 ※桜美林大学は２部残留

平成21年度第44回東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦

男子１部

チーム 早 稲 田 日本体育 国 士 舘 学 習 院 中 央 桜 美 林 勝 分 敗 順 位

早 稲 田 ○10－８ ●５－13 ○10－４ ○12－２ ○22－０ ４ ０ １ 優勝

日本体育 ●８－10 ○10－１ ○７－０ ○８－１ ○９－０ ４ ０ １ ２位

国 士 舘 ○13－５ ●１－10 ○15－２ ○９－１ ○３－１ ４ ０ １ ３位

学 習 院 ●４－10 ●０－７ ●２－15 ○８－６ ○９－５ ２ ０ ３ ４位

中 央 ●２－12 ●１－８ ●１－９ ●６－８ ○９－４ １ ０ ４ ５位

桜 美 林 ●０－22 ●０－９ ●１－３ ●５－９ ●４－９ ０ ０ ５ ６位

※１位～３位は得失点差による。
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男子２部

チーム 専 修 慶應義塾 明 治 立 教 日 本 東京学芸 勝 分 敗 順 位

専 修 ○13－８ ○３－２ ○13－11 ●６－11 ○10－２ ４ ０ １ １位

慶應義塾 ●８－13 ○５－３ ○13－１ ○８－７ ○９－２ ４ ０ １ ２位

明 治 ●２－３ ●３－５ ○18－３ ○８－４ ○13－９ ３ ０ ２ ３位

立 教 ●11－13 ●１－13 ●３－18 ○12－７ ○11－０ ２ ０ ３ ４位

日 本 ○11－６ ●７－８ ●４－８ ●７－12 ○６－５ ２ ０ ３ ５位

東京学芸 ●２－10 ●２－９ ●９－13 ●０－11 ●５－６ ０ ０ ５ ６位

※１位と２位、及び４位と５位は直接対決の勝敗による。

男子３部

チーム 東 京 東京農業 成 蹊 東 洋 帝 京 Ｉ Ｃ Ｕ 勝 分 敗 順 位

東 京 ○23－10 ○11－４ ○15－７ ○８－７ ○15－13 ５ ０ ０ １位

東京農業 ●10－23 ○７－０ ●３－20 ○８－７ ○15－14 ３ ０ ２ ２位

成 蹊 ●４－11 ●０－７ ○14－６ ○９－８ ○７－０ ３ ０ ２ ３位

東 洋 ●７－15 ○20－３ ●６－14 ○７－０ ●９－13 ２ ０ ３ ４位

帝 京 ●７－８ ●７－８ ●８－９ ●０－７ ○14－７ １ ０ ４ ５位

国際基督教 ●13－15 ●14－15 ●０－７ ○13－９ ●７－14 １ ０ ４ ６位

※２位と３位、及び５位と６位は直接対決の勝敗による。

男子４部

チーム 東京都市 文教湘南 日本歯科 勝 分 敗 順 位

東京都市 ○20－６ ○28－７ ２ ０ ０ １位

文教湘南 ●６－20 ○13－12 １ ０ １ ２位

日本歯科 ●７－28 ●12－13 ０ ０ ２ ３位

男子入れ替え戦

１部－２部

桜美林大学(６位) 11－３ 専修大学(１位)

※桜美林大学は１部残留

２部－３部

東京学芸大学(６位) ９－２ 東京大学(１位)

※東京学芸大学は２部残留

３部－４部

国際基督教大(６位) 13－12 東京都市大学(１位)

※国際基督教大学は３部残留
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女子１部

チーム 東京女体 早 稲 田 国 士 舘 日本体育 日本女体 東京学芸 勝 分 敗 順 位

東京女体 ○５－４ ○７－０ ○12－０ ○９－２ ○９－１ ５ ０ ０ 優勝

早 稲 田 ●４－５ ●０－１ ○８－４ ○９－３ ○10－１ ３ ０ ２ ２位

国 士 舘 ●０－７ ○１－０ ●４－７ ○６－１ ○14－０ ３ ０ ２ ３位

日本体育 ●０－12 ●４－８ ○７－４ ○５－１ ○12－２ ３ ０ ２ ４位

日本女体 ●２－９ ●３－９ ●１－６ ●１－５ ○12－０ １ ０ ４ ５位

東京学芸 ●１－９ ●１－10 ●０－14 ●２－12 ●０－12 ０ ０ ５ ６位

※２位～４位は得失点差による。

女子２部

チーム 学 習 院 中 央 明 治 桜 美 林 日 本 創 価 勝 分 敗 順 位

学 習 院 ○９－１ ●１－８ ○26－２ ○８－１ ○７－１ ４ ０ １ １位

中 央 ●１－９ ○５－４ ○21－５ ○15－７ ○18－８ ４ ０ １ ２位

明 治 ○８－１ ●４－５ ○13－２ ○５－３ ○７－１ ４ ０ １ ３位

桜 美 林 ●２－26 ●５－21 ●２－13 ○４－３ ○９－６ ２ ０ ３ ４位

日 本 ●１－８ ●７－15 ●３－５ ●３－４ ○11－０ １ ０ ４ ５位

創 価 ●１－７ ●８－18 ●１－７ ●６－９ ●０－11 ０ ０ ５ ６位

※１位～３位は得失点差による。

女子３部

チーム 成 蹊 慶應義塾 実践女子 専 修 津 田 塾 Ｉ Ｃ Ｕ 勝 分 敗 順 位

成 蹊 ○14－９ ○13－11 ○14－11 ○19－０ ○22－３ ５ ０ ０ １位

慶應義塾 ●９－14 ○４－３ ○11－９ ○11－２ ○22－０ ４ ０ １ ２位

実践女子 ●11－13 ●３－４ ○11－10 ○17－５ ○21－０ ３ ０ ２ ３位

専 修 ●11－14 ●９－11 ●10－11 ○12－４ ○19－１ ２ ０ ３ ４位

津 田 塾 ●０－19 ●２－11 ●５－17 ●４－12 ○８－５ １ ０ ４ ５位

国際基督教 ●３－22 ●０－22 ●０－21 ●１－19 ●５－８ ０ ０ ５ ６位

女子入れ替え戦

１部－２部

東京学芸(６位) 11－３ 学習院(１位)

※東京学芸大学は１部残留

２部－３部

創価大学(６位) ３－11 成蹊大学(１位)

※成蹊大学は２部昇格、創価大学は３部降格



【東海地区】

東海テレビ杯平成21年度春季第64回東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第44回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第41回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成21年５月２・３・４・５・６・９日

会場：愛知県豊田市／豊田市運動公園ソフトボール場他

一部リーグ戦

チーム 中京学院 中 京 常葉学園 日本福祉 愛知教育 岐阜聖徳 勝 敗 失点率 順

中京学院 ○１－０ ○８－０ ○７－０ ○８－１ ○７－０ ５ ０ 0.26 １

中 京 ●０－１ ○12－１ ○７－０ ○９－２ ○７－０ ４ １ 1.04 ２

常葉学園 ●０－８ ●１－12 ●０－10 ●０－７ ●２－９ ０ ５ 14.82 ６

日本福祉 ●０－７ ●０－７ ○10－０ ○13－４ ○６－３ ３ ２ 7.11 ３

愛知教育 ●１－８ ●２－９ ○７－０ ●４－13 ○13－２ ２ ３ 9.74 ４

岐阜聖徳 ●０－７ ●０－７ ○９－２ ●３－６ ●２－13 １ ４ 9.80 ５

二部リーグ戦

チーム 中 部 南 山 み ず ほ 愛 知 愛知学院 名古屋商 勝 敗 失点率 順

中 部 ○５－４ ○８－０ ○10－３ ○７－６ ○11－５ ５ ０ 4.06 １

南 山 ●４－５ ○11－４ ●５－７ ○12－６ ○11－４ ３ ２ 5.81 ３

み ず ほ ●０－８ ●４－11 ●０－17 ●０－８ ●５－６ ０ ５ 10.83 ６

愛 知 ●３－10 ○７－５ ○17－０ ○20－４ ○11－４ ４ １ 6.71 ２

愛知学院 ●６－７ ●６－12 ○８－０ ●４－20 ●２－12 １ ４ 11.38 ５

名古屋商 ●５－11 ●４－11 ○６－５ ●４－11 ○12－２ ２ ３ 11.24 ４

※失点率は、タイブレーカーの失点・守備回数を除く。

三部リーグ戦
順位決定戦

予選リーグ 中 部 東 園 静 岡 名 城 勝 敗 順
16 13

○ ● ○ ２
名 古 屋 ２ １

11－１ ５－９ 10－０ 位 20 ０ 11 ３

● ● ○ ３
東海学園 １ ２

１－11 ６－10 ６－４ 位
静 名 東 名

○ ○ ○ １
静 岡 ３ ０

９－５ 10－６ 20－０ 位 岡 城 園 大

● ● ● ４
名 城 ０ ３

０－10 ４－６ ０－20 位 ３ 10
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一部・二部入れ替え戦

岐阜聖徳学園大(５位)８－９愛知大(２位)

※愛知大一部昇格、岐阜聖徳学園大二部降格

常葉学園大(６位)２－５中部大学(１位)

※中部大一部昇格、常葉学園大二部降格

二部・三部入れ替え戦

愛知みずほ大(６位)３－６静岡大(１位)

※愛知みずほ大三部降格、静岡大二部昇格

代表

第６回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

44回インカレ最終予選）：

中京学院大学・中京大学・日本福祉大学・

愛知教育大学・愛知大学・中部大学・

常葉学園大学・岐阜聖徳学園大学

第41回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京学院大学・中京大学・日本福祉大学・

愛知教育大学・愛知大学・中部大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：岩田 守 (中京学院大学)

一 部 首 位 打 者 賞：青柳 守 (中京大学)

記録７割５分０厘

一 部 打 点 賞：嶋田 稔貴(中京大学)

田代 大悟(日本福祉大学)

太田 信 (聖徳学園大学)

記録８

本 塁 打 点 賞：田代 大悟(日本福祉大学)

記録３

盗 塁 賞：芳川 祐輔(聖徳学園大学)

記録５

一部最優秀防御率賞：大森 優 (中京学院大学)

記録０.００

二 部 優 秀 選 手 賞：山田 佳史(中部大学)

二 部 首 位 打 者 賞：小森 貴友(中部大学)

記録６割０分０厘

二部最優秀防御率賞：飯山 雅貴(中部大学)

記録１．２４

三 部 優 秀 選 手 賞：前田 大 (静岡大学)

三 部 首 位 打 者 賞：市川 康祐(静岡大学)

記録６割４分７厘

三部最優秀防御率賞：神尾 誠也(静岡大学)

記録６．６７

ベストスコアラー賞：大嶋 祥子(愛知教育大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：阿知波君恵(愛知教育大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手 望月 孝典（中京大学 ２年）

捕 手 秋屋 一樹（中京大学 ３年）

一 塁 手：野田 郁雄（中京学院大学３年）

二 塁 手：見市 達俊（岐阜聖徳大学２年）

三 塁 手：嶋田 稔貴（中京大学 ２年）

遊 撃 手：佐藤 貴史（中京学院大学３年）

外 野 手：上村 直哉（中京大学 ４年）

外 野 手：保田 大輔（愛知教育大学３年）

外 野 手：藤井 敬介（日本福祉大学４年）

DP・DEFO：鈴木 隆 （中京学院大学３年）

講評

光り輝き風薫るリーグ戦前半であったが、中盤

からの悪天候に悩まされ、日程変更も余儀なくさ

れた大会となってしまった。会場と審判員の確保

に奔走していただいた豊田市協会にまずもって御

礼申し上げます。

今回の一部リーグ戦は、全15試合中13試合が点

差コールドゲームという大味なものになってしま

った。優勝した中京学院大学、準優勝の中京大学

以外のチームの投手力強化が喫緊の課題である。

しかし、両チームの直接対戦の試合は素晴らしか

った。雨中の第３試合、グラウンドコンディショ

ンは最悪であったが、両投手の緊迫した投げ合い

とそれを盛り上げた両チームの失策０という守備

力は賞賛に値する。リーグ戦史上の記憶に残る試

合となった。

二部・三部リーグ戦は今季も混戦であった。入

れ替え戦３試合は、いずれも下位チームが昇格す

るという結果がそれを端的に物語っている。常に

高見を目指す気持ちと練習量が順位を決定する大

きな要因であろう。特に、一部優勝・準優勝のチ

ームのように、投手力を中心とする守備力の強化

が望まれる。(東海学連理事長 水谷 博）
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幸田町ソフトボール協会創立30周年記念

東海テレビ杯平成21年度春季第53回東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第44回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第41回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：５月３・４・５・９・10日

会場：愛知県幸田町／深溝運動場

一部リーグ戦

チーム 東海学園 愛知教育 東海学院 中 京 中京女子 鈴鹿国際 勝分敗 失点率 順

東海学園 ○５－２ ○４－３ ○５－３ ○２－１ ○３－０ ５ ０ 1.80 １

愛知教育 ●２－５ ●０－７ ●０－２ ○１－０ ●０－２ １ ５ 2.97 ５

東海学院 ●３－４ ○７－０ ●２－３ ○５－２ △４－４ ２１２ 2.84 ４

中 京 ●３－５ ○２－０ ○３－２ ○７－０ ○５－０ ４ １ 1.44 ２

中京女子 ●１－２ ●０－１ ●２－５ ●０－７ ●０－７ ０ ５ 5.02 ６

鈴鹿国際 ●０－３ ○２－０ △４－４ ●０－５ ○７－０ ２１２ 2.63 ３

※３位～４位は失点率による。

二部リーグ戦

チーム 桜花学園 名 古 屋 静 岡 浜 松 中京学院 日本福祉 岐阜聖徳 順 位

桜花学園 ○10－３ ●６－８ ○13－４ ●０－８ ４位

名 古 屋 ●３－10 ●６－７ ○14－５ ○12－７ ５位

静 岡 ○８－６ ○７－６ ○12－２ ●１－８ ２位

浜 松 ●４－13 ●５－14 ●２－12 ７位

中京学院 ○８－０ ●１－２ ○９－１ ３位

日本福祉 ○８－１ ○２－１ ○８－３ １位

岐阜聖徳 ●７－12 ●１－９ ●３－８ ６位

※斜線のある欄は予選リーグ戦で、斜線のない欄は順位決定戦である。

一・二部入れ替え戦

愛知教育大学(５位)８－０静岡大学(２位)

※愛知教育大学一部、静岡大学二部残留

中京女子大学(６位)８－６日本福祉大学(１位)

※中京女子大学一部、日本福祉大学二部残留

代表

第６回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

44回インカレ最終予選）：

東海学園大学・中京大学・鈴鹿国際大学・

東海学院大学・愛知教育大学・中京女子大学・

日本福祉大学・静岡大学

第41回西日本大学ソフトボール選手権大会：
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東海学園大学・中京大学・鈴鹿国際大学・

東海学院大学・愛知教育大学・中京女子大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：澤入亜希子(東海学園大学)

一 部 首 位 打 者 賞：澤入亜希子(東海学園大学)

記録５割４分５厘

打 点 賞：岡部麻由美(東海学院大学)

記録５

本 塁 打 賞：該当者なし

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：矢田文香(鈴鹿国際大学)

記録１．０５

優 秀 選 手 賞：的場 万依(日本福祉大学)

二 部 首 位 打 者 賞：小南 佳苗(中京学院大学)

記録７割１分４厘

二部最優秀防御率賞：加藤ひかり(中京学院大学)

記録０．００

ベストスコアラー賞：田中 えり(中京大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：該当者なし

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：小沢佳那子（中京大学 ３年）

捕 手：福元 朱実（東海学院大学４年）

一 塁 手：山田あおい（東海学園大学４年）

二 塁 手：入野 恵里（中京大学 ２年）

三 塁 手：村井 美保（東海学園大学２年）

遊 撃 手：稲垣ゆみこ（東海学園大学４年）

外 野 手：澤入亜希子（東海学園大学４年）

外 野 手：伊藤 莉乃（鈴鹿国際大学２年）

外 野 手：上田 恵 （東海学園大学４年）

DP・DEFO 吉田 早希（東海学院大学４年）

講評

８年ぶりの幸田町における開催となった本リー

グ戦は、同町ソフトボール協会創立30周年の記念

行事として、町のご支援も得て盛大に開催され

た。あいにくの天候により、予備日以外にも日程

を１日繰り延べなければならなかったが、協会と

町の全面的なご協力により、無事全日程を終了で

きたことに対し、まずもって御礼申し上げます。

さて、一部リーグ戦は、東海学園大学が２季連

続５回目の優勝で幕を閉じたが、昨春３位の悔し

さを総合力で見事に晴らした。圧倒的な強さを見

せつけたというのではなく、僅差ながら確実にひ

とつひとつの試合に勝利していく勝負強さは、他

の追従を許さなかった。準優勝の中京大学は、チ

ーム打率・失点率・防御率とも東海学園大学を上

回りながら涙をのんだが、これは守備率の低さに

よるものだった。しかし、昨秋４位からの挽回は

見事であった。また、昨年春に加盟した鈴鹿国際

大学も、ホップ・ステップ・ジャンプで昨秋の６

位から初の３位に躍進した。チーム一丸となった

まとまりのある戦いぶりであった。

また、二部リーグ戦は、上位３チームによる厳

しい戦いが「地獄の二部」と言われる所以である

が、今春はこれに静岡大学が加わり４チームによ

る熱戦が展開された。その中から日本福祉大学が

一歩抜け出したが、その差はわずかであろう。や

はり、ソフトボールの勝敗を決するものは、守備

力によるところが大きいと痛感された。最後に、

今季も最下位に甘んじたが、昨秋に加盟した浜松

大学は、今季も１勝もあげられなかったが、失点

は確実に減っており、さわやかな戦いぶりは来季

に期待を持たせるものであった。

春季リーグ戦は、インカレの一次予選を兼ねた

厳しいリーグ戦であったが、各チームともそれぞ

れの次のステップに向けて、さらなる精進を期待

するものである。（東海学連理事長 水谷 博）
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第６回東海地域大学男女ソフトボール選手権大会

－兼、第44回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会東海地区最終予選会－

会期：平成21年５月16日(土)・18日(月)

会場：静岡県富士市／富士川緑地公園ソフトボール場

男子

優勝 中京大学（５年ぶり２回目）
５ ７
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第44回全日本大学選手権大会代表権獲得チーム

・中京大学（２年連続39回目）

・中京学院大学（５年連続６回目)

・愛知大学（８年ぶり18回目）

・日本福祉大学（２年ぶり３回目）

講評

点差コールドゲームの多かったリーグ戦とは異

なり、今大会は緊張感のある試合が目立った。特

に、中京学院大の５連覇を阻んだ中京大の戦いぶ

りは見事であった。また、リーグ戦二部２位から

インカレ出場権を獲得した愛知大も賞賛に値す

る。二部チームが出場権を獲得したのは初めての

ことであり、リーグ戦の活性化に大いに貢献する

ものと思われる。出場権獲得チームのインカレで

の活躍を期待する。(東海学連理事長 水谷 博)
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優勝 中京大学（３年ぶり３回目)
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第44回全日本大学選手権大会代表権獲得チーム

・中京大学（25年連続34回目）

・東海学園大学（２年連続８回目）

・鈴鹿国際大学（初）

講評

日本一の山、富士山を仰いでインカレ出場を目

指した厳しい戦いが展開された。終わってみれば

女子も予選２位の中京大が東海学園大の連覇を阻

んでリーグ戦での雪辱を果たし、アベック優勝を

飾った。特に、トリプルとなった最終日、３位決

定戦では逆転勝ちし、決勝戦は最終回に失点した

ものの、最後まで緊張感を切らさない見事な試合

であった。また、一次予選のリーグ戦では引き分

けた鈴鹿国際大と東海学院大は、最後の枠を懸け

ての戦いとなったが、初回に先制し２回に２点を

追加した鈴鹿国際大の勢いが一歩優って、初の出

場権獲得となった。東海学院大は昨年に続いて涙

を飲んだが、今後の奮起を期待したい。なお、初

戦で大敗したものの、今大会初出場の地元静岡大

のさわやかさは見る者に感動を与えた。

出場権を獲得した３チームはこの結果に満足す

ることなく、東海の代表としての力を全国に見せ

つけられるよう今後も努力を続けてもらいたい。

最後になりましたが、雨天順延の生じた本大会

の開催にご尽力賜りました東海協会・静岡協会・

富士市協会をはじめとする関係各位に御礼申し上

げます。(東海学連理事長 水谷 博)
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東海テレビ杯平成22年度秋季第65回東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成21年10月10・11・17・18日

会場：岐阜県中津川市／中津川公園公園夜明け前スタジアム他

一部リーグ戦

チーム 中京学院 中 京 日本福祉 愛知教育 愛 知 中 部 勝 分 敗 順 位

中京学院 ●１－10 ○４－２ ○11－１ ○８－０ ○11－０ ４ ０ １ ２位

中 京 ○10－１ ○15－３ ○13－０ ○７－３ ○７－０ ５ ０ ０ 優勝

日本福祉 ●２－４ ●３－15 ●８－９ ○９－０ ○９－０ ２ ０ ３ ４位

愛知教育 ●１－11 ●０－13 ○９－８ ○10－９ ○９－３ ３ ０ ２ ３位

愛 知 ●０－８ ●３－７ ●０－９ ●９－10 ○８－３ １ ０ ４ ５位

中 部 ●０－11 ●０－７ ●０－９ ●３－９ ●３－８ ０ ０ ５ ６位

二部リーグ戦

チーム 常葉学園 岐阜聖徳 南 山 名古屋商 愛知学院 静 岡 勝 分 敗 順位

常葉学園 ●９－10 ●８－12 ○14－１ ○９－２ ●９－11 ２ ０ ３ ４位

岐阜聖徳 ○10－９ ○４－３ ●９－16 ○４－１ ○12－11 ４ ０ １ １位

南 山 ○12－８ ●３－４ ●12－15 △４－４ ●６－10 １ １ ３ ６位

名古屋商 ●１－14 ○16－９ ○15－12 ●７－８ ●１－９ ２ ０ ３ ５位

愛知学院 ●２－９ ●１－４ △４－４ ○８－７ ○８－11 ２ １ ２ ３位

静 岡 ○11－９ ●11－12 ○10－６ ○９－１ ●11－８ ３ ０ ２ ２位

※４～５位は直接対戦の結果による。

三部リーグ戦
順位決定戦

予選リーグ みずほ 東 園 名古屋 名 城 勝 敗 順
６ ５

○ ● ○ ２
み ず ほ ２ １

11－１ ４－５ 15－０ 位 ６ ５ ０ ８

● ● ● ４
東海学園 ０ ３

１－11 ２－９ ６－９ 位
名 東 名 み

○ ○ ○ １ ず
名 古 屋 ３ ０ ほ

５－４ ９－２ 10－２ 位 大 園 城

● ○ ● ３
名 城 １ ２

０－15 ９－６ ２－10 位 17 ７

一部・二部入れ替え戦

愛知大(５位)17－10静岡大(２位)

※愛知大一部残留、静岡大二部残留

中部大(６位)10－６岐阜聖徳学園大(１位)
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※中部大一部残留、岐阜聖徳学園大二部残留

二部・三部入れ替え戦

南山大(６位)７－10名古屋大(１位)

※南山大三部降格、名古屋大二部昇格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：青柳 守 (中京大学)

一 部 首 位 打 者 賞：野田都雄(中京学院大学)

記録６割３分６厘

一 部 打 点 賞：山本佑馬(中京大学)

記録11

本 塁 打 賞：青柳 守 (中京大学)

記録３

盗 塁 賞：河村優樹(日本福祉大学)

記録５

一部最優秀防御率賞：望月孝典 (中京大学)

記録１.６２

二 部 優 秀 選 手 賞：佐竹直樹(聖徳学園大学)

二 部 首 位 打 者 賞：池田貴彦(南山大学)

記録６割２分５厘

二部最優秀防御率賞：平石純一(常葉学園大学)

記録５．６０

三 部 優 秀 選 手 賞：三宝勝利 (名古屋大学)

三 部 首 位 打 者 賞：三岡弘太(愛知みずほ大学)

記録６割１分５厘

三部最優秀防御率賞：松本尚憲(東海学園大学)

記録１．８０

ベストスコアラー賞：松浦あずさ(中部大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：太田涼子(南山大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：大森 優 （中京学院大学）

捕 手：秋久 真哉（愛知教育大学）

一 塁 手：伊藤 圭佑（中京大学）

二 塁 手：濱崎 洋介（中京学院大学）

三 塁 手：面谷 幸平（愛知大学）

遊 撃 手：山本 佑馬（中京大学）

外 野 手：藤井 敬介（日本福祉大学）

外 野 手：宮平 佳太（中京大学）

外 野 手：大石 貴文（日本福祉大学）

DP・DEFO： 砂川 拓博（中京学院大学）

講評

本リーグ戦は岐阜県での初の開催でありまし

た。お引き受けいただいた岐阜県協会・同協会東

濃支部・就中中津川協会に対し、また、素晴らし

い試合会場をご提供いただきました中津川市をは

じめとする関係各位に対し、まずもって御礼申し

上げます。幸い天候にも恵まれ、日程通り無事終

了することができました。当地区において、３週

間にわたって土日に降雨がないことはきわめて珍

しいことだそうで、主催者としても初の岐阜県大

会が成功裏に終了したことを喜びたいと存じま

す。特に、昨年竣工したばかりの夜明け前スタジ

アムでの初の男子ソフトボール試合の実施は、球

場管理者の方にも驚きと感動を持って迎えられた

ようでした。選手達も立派な球場で試合のできた

喜びを感じたものと存じます。

さて、一部は、８季連続優勝をねらう中京学院

大学と春季に今一歩のところで涙を飲んだ古豪中

京大学が他を寄せ付けずに最終日の対決で優勝を

争ったが、予想外のコールドゲームで13季ぶりに

古豪中京大学の復活となった。二部は、全勝・全

敗チームがなく、最終試合まで入れ替え戦出場チ

ームが決定しないといういつものような混戦にな

った。選手たちには楽しかったかもしれないが、

10点前後で勝敗を争うという大味で長時間の試合

が多く、ソフトボール独特の「緊張感」に欠けた

リーグ戦であったことは否めない。投手力を中心

とする守備力の強化が強く求められる。また、三

部はかつては一部で戦った愛知みずほ大学と名古

屋大学の争いになったが、OBを含めた総合力で名

古屋大学が１位となった。入れ替え戦では、その

名古屋大学が二部に昇格し、リーグ創立時からの

所属チームである南山大学が初の三部降格となっ

た以外、異動はなかった。一部チームの「絶対に

降格はしたくない」という気持ちがプレイからひ

しひしと伝わった一・二部入れ替え戦であった。

最後に、今回は初のイエローボールでのリーグ

戦であった。本塁打が多かったような印象がある

が、今後その効果に関する分析が早急に望まれ

る。(東海学連理事長 水谷 博）



東海テレビ杯平成21年度秋季第54回東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成21年10月10・11・17・18日

会場：愛知県高浜市／碧海グラウンド他

一部リーグ戦

チーム 東海学園 中 京 鈴鹿国際 東海学院 愛知教育 中京女子 勝 分 敗 順 位

東海学園 ●２－４ ●０－１ ○４－１ ○８－０ ○10－１ ３ ０ ２ ３位

中 京 ○４－２ ○４－１ ○７－１ ○９－３ ○11－１ ５ ０ ０ 優勝

鈴鹿国際 ○１－０ ●１－４ ○７－１ ○７－０ ○４－０ ４ ０ １ ２位

東海学院 ●１－４ ●１－７ ●１－７ ○７－０ ○７－０ ２ ０ ３ ４位

愛知教育 ●０－８ ●３－９ ●０－７ ●０－７ ○５－１ １ ０ ４ ５位

中京女子 ●１－10 ●１－11 ●０－４ ●０－７ ●１－５ ０ ０ ５ ６位

二部リーグ戦

チーム 日本福祉 桜花学園 名 古 屋 浜 松 静 岡 中京学院 岐阜聖徳 順 位

日本福祉 ○８－１ ○７－０ ○13－０ ○９－０ １位

桜花学園 ●１－８ ●３－６ ○５－４ ○８－６ ５位

名 古 屋 ●０－７ ○６－３ ○７－３ ○12－２ ３位

浜 松 ●０－13 ●４－５ ●３－７ ７位

静 岡 ●６－８ ●１－10 ●４－５ ６位

中京学院 ●０－９ ○10－１ ○11－１ ２位

岐阜聖徳 ●２－12 ○５－４ ●１－11 ４位

※斜線のある欄は予選リーグ戦で、斜線のない欄は順位決定戦である。

一・二部入れ替え戦

愛知教育大学(５位)８－２中京学院大学(２位)

※愛知教育大学一部残留、中京学院大学二部残留

中京女子大学(６位)４－６日本福祉大学(１位)

※中京女子大学二部降格、日本福祉大学一部昇格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：小沢佳那子(中京大学)

一 部 首 位 打 者 賞：北林 彩 (中京大学)

記録６割４分３厘

打 点 賞：小沢佳那子(中京大学)

記録９

本 塁 打 賞：該当者なし

盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：柏木 菜奈(鈴鹿国際大学)

記録０．００

優 秀 選 手 賞：嵯峨 愛永(日本福祉大学)

二 部 首 位 打 者 賞：桃平 瞳 (日本福祉大学)

記録８割７分５厘
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二部最優秀防御率賞：渡邉 奈緒(日本福祉大学)

記録０．００

ベストスコアラー賞：田辺 飛鳥(愛知教育大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：小野目楓子(桜花学園大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：小沢佳那子（中京大学）

捕 手：山下那奈華（鈴鹿国際大学）

一 塁 手：北林 彩 （中京大学）

二 塁 手：村瀬 夏奈（東海学園大学）

三 塁 手：村井 美保（東海学園大学）

遊 撃 手：宮澤 早紀（鈴鹿国際大学）

外 野 手：柴田 明里（中京大学）

外 野 手：河合紗也香（中京大学）

外 野 手：井上 美紀（中京大学）

DP・DEFO 高槻みのり（東海学院大学）

講評

本リーグ戦は４日間とも天候に恵まれ、すがす

がしい秋晴れの中、高浜市連盟の献身的なご尽力

により、全日程を無事終了することができた。

一部は、中京大学、鈴鹿国際大学、東海学園大

学の３チームが最終日まで優勝争いに絡み、最終

戦の結果によって、優勝～第３位の順位が決定す

るという大混戦となった。最終戦では、中京大学

が東海学園大学に序盤に０－２でリードされたも

のの、６回表に追いつき、７回表に逆転するとい

う接戦をものにして、５戦全勝で３季ぶり32回目

の優勝を手にした。

中京大は最優秀選手賞と打点賞を獲得した小沢

選手、首位打者の北林選手の活躍により、５試合

で35得点という高い攻撃力を示した。得点機に確

実にタイムリーを放つという確実性の高い攻撃は

見事なものであった。その一方で、完封勝利がな

く、５試合で８失点を喫しており、優勝チームと

しては投手力にやや不安を感じさせた。

今回のリーグで特筆すべきことは、初の準優勝

を手にした鈴鹿国際大学の躍進である。昨年は初

めての参加となった春季リーグでいきなりの二部

優勝、入れ替え戦にも勝って最短の一部入りを果

たした。一部としての最初のリーグである昨年秋

季では最下位に終わったものの、今年春季では３

位、そして今回は準優勝と、着実に順位を上げて

きた。昨年秋季、今年春季の右腕・矢田投手に続

き、左腕・柏木投手が最優秀防御率賞を受賞し、

３季連続で鈴鹿国際大の投手が最終防御率賞を独

占した。今回のリーグでは、５試合中３試合が完

封勝ちであり、安定した投手力と守備力を見せて

いた。特に春の覇者である東海学園大学相手に、

初回に挙げた１点を守りきり、１－０で勝利を収

めた試合は、今回のリーグで一番緊迫した好ゲー

ムであった。

中京大学と東海学園大学の２強に鈴鹿国際大学

が完全に割り込み、３強の時代が今後続くことを

予感させるリーグとなった。その一方で、この上

位３チームと、下位３チームとの対戦はほとんど

が大差の試合に終わり、上位と下位の力の差が際

立っていた。５試合のコールドを含め、序盤で勝

敗が決する試合も多く、活気あるリーグとは言い

切れなかった。全国大会で好成績を挙げていくた

めには、まずはリーグで厳しい試合を経験してい

くことが必要である。そのためにも、上位チーム

がチーム力を強化していく以上に、下位チームの

奮闘を期待したい。

二部は、日本福祉大学が他のチームを全く寄せ

付けない圧勝で優勝を飾った。入れ替え戦でも勢

いを保ち、６－４で中京女子大学を下して、平成

19年秋季以来の一部復帰を果たした。初の一部入

りの平成19年春季にはいきなり４位に入り、旋風

を巻き起こしたが、来季にはそれ以上の活躍を期

待したい。なお、浜松大学は桜花学園大学に４－

５と健闘したものの、今回も勝利を掴むことがで

きなかった。未だリーグ戦未勝利が続いている

が、他チームとの差はかなり接近しており、初の

１勝を挙げる日も近いものと期待している。

最後に、２年ぶりの開催となった高浜市、同市

連盟をはじめとして、リーグ戦の開催にご尽力を

賜った関係各位に対し御礼を申し上げ、講評とし

たい。（東海学連副理事長 矢澤久史）
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【近畿地区】

平成21年度第41回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成21年４月６・13・20・29日、５月３・４・５・６日

会場：吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦結果

１ 部 大阪経法 関 西 立 命 館 京都産業 大阪産業 京 都 勝 分 敗 順 位

大阪経法 － － － － － － － － －

関 西 － ●０－７ ●３－９ ○６－５ ○６－３ ２ ０ ２ ３位

立 命 館 － ○７－０ ○７－１ △２－２ ●５－６ ２ １ １ 優勝

京都産業 － ○９－３ ●１－７ ●１－５ ○９－１ ２ ０ ２ ２位

大阪産業 － ●５－６ △２－２ ○５－１ ●０－２ １ １ ２ ５位

同 志 社 － ●３－６ ○６－５ ●１－９ ○２－０ ２ ０ ２ ４位

※立命館大学は４季ぶり11度目の優勝、大阪経済法科大学は全試合棄権で２部へ自動降格

２部リーグ戦結果

２部Ａ 神戸学院 四天王寺 大 阪 大阪工業 兵庫教育 勝 分 敗 順 位

神戸学院 ○８－３ ●２－３ ○15－０ ○11－７ ３ ０ １ ２位

四天王寺 ●３－８ ●５－８ ○４－１ ○７－０ ２ ０ ２ ３位

大 阪 ○３－２ ○８－５ ○６－０ ○４－１ ４ ０ ０ １位

大阪工業 ●０－15 ●１－４ ●０－６ ●１－５ ０ ０ ４ ５位

兵庫教育 ●７－11 ●０－７ ●１－４ ○５－１ １ ０ ３ ４位

２部Ｂ 神 戸 流通科学 龍 谷 京 都 甲 南 勝 分 敗 順 位

神 戸 ○５－０ ●３－12 ●２－８ ○５－４ ２ ０ ２ ３位

流通科学 ●４－５ ●３－９ ●３－７ ●１－６ ０ ０ ４ ５位

龍 谷 ○12－３ ○９－３ ○２－０ ○14－２ ４ ０ ０ １位

京 都 ○８－２ ○７－３ ●０－２ ○５－２ ３ ０ １ ２位

甲 南 ●４－５ ○６－１ ●２－14 ●２－５ １ ０ ３ ４位

２部優勝決定戦

大阪工業大学 ４－９ 龍谷大学

※龍谷大学は２部優勝・１部自動昇格

２部９・10位決定戦

大阪工業大学 ３－11 流通科学大学大学

※大阪工業大学は自動的に３部に降格
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３部リーグ戦結果

３部Ａ 姫路獨協 京都学園 関西学院 奈良教育 大阪体育 勝 分 敗 順 位

姫路獨協 ●０－10 ○10－８ ○10－３ ●３－13 ２ ０ ２ ３位

京都学園 ○10－０ ○３－１ ○10－１ ○３－０ ４ ０ ０ １位

関西学院 ●８－10 ●１－３ ○８－４ ●２－12 １ ０ ３ ４位

奈良教育 ●３－10 ●１－10 ●４－８ ●１－13 ０ ０ ４ ５位

大阪体育 ○13－３ ●０－３ ○12－２ ○13－１ ３ ０ １ ２位

３部Ｂ 甲 南 府 立 市 立 順 ３部Ｃ 経 済 佛 教 和歌山 順

● ○ ● ○
１－８ 11－３ ２－19 12－ 10

近 畿 ２ 大阪経済 ２
● ● ● ○

３－５ ３－14 ５－18 14－０

○ ○ ○ ○
８－１ 17－０ 19－２ ７－３

大阪府立 １ 佛 教 １
○ ○ ○ ○

５－３ 13－１ 18－５ 10－０

● ● ● ●
３－11 ０－17 10－ 12 ３－７

大阪市立 ３ 和 歌 山 ３
○ ● ● ●

14－３ １－13 ０－14 ０－10

３部優勝決定戦

準決勝戦 京都学園大学 ５－４ 大阪府立大学

決 勝 戦 佛教大学 ６－２ 京都学園大学

※佛教大学は２部自動昇格

１部－２部入れ替え戦

大阪産業大学 ４－１ 大阪大学

※大阪産業大学は１部残留

２部－３部入れ替え戦

流通科学大学 ４－８ 京都学園大学

※流通科学大学は３部降格

京都学園大学は２部昇格

■西日本インカレ出場大学

（リーグ戦結果の上位10チームが出場）

立命館大学、京都産業大学、関西大学、

同志社大学、大阪産業大学、龍谷大学、

大阪大学、京都大学、神戸学院大学、

四天王寺大学

■インカレ予選結果

Ａブロック

関 西 大 学 ９

神戸学院大学 ９ ９
１

京都学園大学 ０ 関西大

大阪工業大学 ２
３

四天王寺大学 11

Ｂブロック

同 志 社大 学 ８

京 都 大 学 ８ 10
０

甲 南 大 学 １ 同志社大

大阪府立大学 ４
０

佛 教 大 学 ７

Ｃブロック

大阪産業大学 10

兵庫教育大学 ９ ９
０

近 畿 大 学 ７ 大阪産業大

大 阪 大 学 ５
０

神 戸 大 学 10
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Ｄブロック

龍 谷 大 学 16

大阪体育大学 14 12
８

大阪市立大学 ６ 龍谷大

流通科学大学 ０
（棄権） １

大阪経済法科大 ７

※リーグ戦１部優勝、準優勝チームに併せて、各

ブロックを制した４チームの計６チームが出場を

決定!!

立命館大学、京都産業大学、関西大学、

同志社大学、大阪産業大学、龍谷大学

総評

昨年度40周年を迎え、気持ちも新たに臨んだ第

41回の関西男子春季リーグ戦。

ただ、残念ながら１部校の大阪経済法科大学が

人数不足により大会を急遽欠場し、１部は５チー

ムとなった。その内容は？というと、勝敗表を見

れば分かる通り、大接戦で２勝１敗１分の優勝

（立命館大学）となった。各チームの実力が均衡

しているというよりも圧倒的な力を誇るチームが

存在しないというのが正直なところである。

一方、２部はブロックを全勝で制した大阪大学

と龍谷大学の決勝となった。龍谷大学は快勝し、

久しぶりの１部復帰となっただけでなく、その後

のインカレ予選でも勝利し、１部昇格とインカレ

出場という２つの大きな喜びを手にした。

３部はチーム数の関係で変則な実施をしたが、

佛教大学がブロック決勝まですべて全勝で、２部

昇格を果たした。また、ブロック決勝で惜敗した

京都学園大学も入れ替え戦で勝利し、２部昇格を

果たした。

ここ数回のリーグ戦では、２部と３部の入れ替

えが頻繁に起こっており、２部下位と３部上位の

力の差はほとんどなくなったと言ってよいだろ

う。（理事長 森田啓之）

平成21年度第41回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成20年４月11､12､18､19､29日､５月２､３､４日

会場：園田学園女子大学・大阪大谷大学・武庫川女子大学・兵庫教育大学・四天王寺大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 立 命 館 大阪大谷 大阪国際 天 理 神戸親和 武 庫 川 龍 谷

園田学園 ○７－３ ○３－１ ○７－１ ○６－１ ○３－０ ○10－０ ○７－２

立 命 館 ●３－７ ○１－０ ●０－５ ○４－１ ○６－４ ○４－０ ●８－10

大阪大谷 ●１－３ ●０－１ ○８－０ ○３－１ ○８－４ ○４－２ ○２－０

大阪国際 ●１－７ ○５－０ ●０－８ ○６－１ ●１－３ ●２－５ ●４－６

天 理 ●１－６ ●１－４ ●１－３ ●１－６ ●０－２ ○７－４ ○８－４

神戸親和 ●０－３ ●４－６ ●４－８ ○３－１ ○２－０ ○２－０ ○３－０

武 庫 川 ●０－10 ●０－４ ●２－４ ○５－２ ●４－７ ●０－２ ●０－４

龍 谷 ●２－７ ○10－８ ●０－２ ○６－４ ●４－８ ●０－３ ○４－０
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１部最終成績

優勝 園田学園女子大学（７勝０分０敗）

２位 大 阪 大 谷 大 学（５勝０分２敗）

３位 立 命 館 大 学（４勝０分３敗）

４位 神戸親和女子大学（４勝０分３敗）

５位 龍 谷 大 学（３勝０分４敗）

６位 大 阪 国 際 大 学（２勝０分５敗）

７位 天 理 大 学（２勝０分５敗）

８位 武庫川女子大学（１勝０分６敗）

※３・４位、６・７位は直接対戦の勝敗による。

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 佐古井倫子 立命館大学 0.500

２位 杉山 里奈 神戸親和女子大学 0.454

３位 有時 杏奈 龍谷大学 0.428

４位 船田 ゆり 園田学園女子大学 0.416

５位 吉田 薫 龍谷大学 0.407

６位 下山 洋子 大阪大谷大学 0.391

７位 木村 光里 立命館大学 0.384

８位 加藤 文恵 園田学園女子大学 0.375

９位 青野 可奈 立命館大学 0.346

９位 黒田 湖歩 天理大学 0.346

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 西岡 里恵 園田学園女子大学 0.72

２位 田家 由里 大阪大谷大学 1.07

３位 藤本 理沙 立命館大学 1.29

４位 中里見友紀子 大阪国際大学 1.57

５位 山田 麻未 神戸親和女子大学 1.63

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 森田 涼 遊撃手

大阪大谷大学 田家 由里 投 手

立命館大学 落合 有佳 捕 手

神戸親和女子大学 山田 麻未 投 手

龍谷大学 吉田 薫 右翼手

大阪国際大学 細木 好美 外野手

天理大学 梶岡祐女也 投 手

武庫川女子大学 西口 真紀 中堅手

盗塁賞：青野 佳奈 立命館大学

新井 賢紗 神戸親和女子大学

記録３

ホームラン賞：杉山 里奈 神戸親和女子大学

吉田 薫 龍谷大学

記録３

２部リーグ戦対戦成績

チーム 関西外語 大阪体育 大阪府立 びわこ成蹊 奈良教育 四天王寺 勝 分 敗 順 位

関西外語 ○２－１ ○18－０ ○８－１ ○11－１ ○11－０ ５ ０ ０ １位

大阪体育 ●１－２ ○10－０ ●７－８ ○９－２ ○10－１ ３ ０ ２ ３位

大阪府立 ●０－18 ●０－10 ●０－14 ○９－６ ●６－13 １ ０ ４ ５位

びわこ成蹊 ●０－８ ○８－７ ○14－０ ○13－３ ●３－４ ３ ０ ２ ２位

奈良教育 ●１－11 ●２－９ ●６－９ ●３－13 ○15－９ １ ０ ４ ６位

四天王寺 ●０－11 ●１－10 ○13－６ ○４－３ ●９－15 ２ ０ ３ ４位

※２・３位、５・６位は直接対戦の勝敗による。

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 藤井茉那美 びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学 0.590

２位 村上 己月 関西外国語大学 0.555

３位 入田 愛弓 四天王寺大学 0.535

４位 酒井結衣子 四天王寺大学 0.529

５位 鼻登 紗弥 奈良教育大学 0.523

６位 阿久香保里 奈良教育大学 0.473

７位 安井加奈子 びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学 0.434
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８位 松井美裕子 奈良教育大学 0.428

９位 上田 麻穂 四天王寺大学 0.416

10位 土肥 麻紀 四天王寺大学 0.413

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 檜垣 綾 関西外国語大学 2.50

２位 石崎菜穂子 びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大 3.04

３位 北田 玲子 大阪府立大学 3.42

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

関西外国語大学 吉田華奈子 捕 手

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大 南 和花菜 捕 手

大阪体育大学 小鉄 絵美 一塁手

四天王寺大学 上田 麻穂 内野手

大阪府立大学 柏村 志織 三塁手

奈良教育大学 小口 真季 二塁手

盗塁賞：安井加奈子 びわこ成蹊スポーツ大学

記録10

３部対戦成績表

チーム 佛教神戸 兵庫教育 摂 南 京都女子 勝 分 敗 順 位

佛教神戸 ●１－11 ●９－19 ●５－16 ０ ０ ３ ４位

兵庫教育 ○11－１ ○19－16 ○19－３ ３ ０ ０ １位

摂 南 ○19－９ ●16－19 ○14－４ ２ ０ １ ２位

京都女子 ○16－５ ●３－19 ●４－14 １ ０ ２ ３位

※佛教神戸：佛教大学・神戸学院大学の合同チーム

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 山田 理恵 摂南大学 0.692

２位 森本由香里 京都女子大学 0.667

３位 三宅佳奈子 兵庫教育大学 0.647

４位 中山 静香 摂南大学 0.526

５位 金田 明子 兵庫教育大学 0.526

６位 藤井 恵 兵庫教育大学 0.466

６位 関川 依子 佛教大学 0.466

８位 北川 裕美 兵庫教育大学 0.444

８位 松尾 有起 摂南大学 0.444

10位 酒井 郁美 摂南大学 0.437

10位 辻上 知佳 神戸学院大学 0.437

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 中山 静香 兵庫教育大学 10.3

２位 松田 美葵 京都女子大学 15.1

３位 三宅佳奈子 摂南大学 15.4

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

兵庫教育大学 櫻井 明菜 遊撃手

摂南大学 松尾 有起 内野手

京都女子大学 林 真衣 一塁手

佛教大学・神戸学院大学 上田 陽 内野手

盗塁賞：金田 明子 兵庫教育大学 記録８

リーグ戦総評

【１部評価】

１部の試合ではインカレ５枠を争う白熱した試

合ばかりであった。どの大学もインカレ出場権を

獲る為にチーム一丸となり一球を追っていた。

何か一つの目標に向かって努力する姿は観客にも

感動を与えたであろう。

一次予選から二次部別の試合を全て勝ち取り、

園田学園女子大学が全勝優勝を果たし、力を魅せ

つけた。インカレで関西地区からの日本一が出る

ことを期待する。

どこの大学もこのリーグ戦を終え、様々な思い

がある。その思いを夏の大会、又は秋季リーグに

ぶつけて欲しい。そして各大学が互いに切磋琢磨

し合うことで関西ソフトボール連盟の発展に繋が

っていくことだろう。

文責： 森 尋美（園田学園女子大学）
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【２部評価】

今回の春季リーグでは、各チームの良さがたく

さん見られた試合ばかりだった。コールドゲーム

が多かったものの、最後まで諦めることなく、勝

利に向かってチーム全員でプレーする姿を見て、

改めてソフトボールの楽しさや、仲間がいること

のありがたさを感じることができた。同じメンバ

ーでソフトボールができる時間が減っていく中

で、練習から、チームの仲間と心から楽しんでプ

レーしていきたい。そして、秋季リーグでは１部

を目指してどのチームも白熱した戦いをくりひろ

げることを期待する。

文責： 清木 知子（大阪体育大学）

【３部評価】

３部の学校は少ない人数のチームが多く、２校

合同のチームも見られました。人数は少ないけれ

ど、どのチームも声が途切れることなく、チーム

一丸となり、試合を盛り上げることができまし

た。

守備では、バックが守備で投手を支え、攻撃で

は、投手に臆する事なく思い切ったバッティング

が出来ていました。ですが、一つミスがあるとそ

こから崩れてしまうのも多く見られました。

今後秋リーグに向けて、どのチームも攻守とも

に更なる技術・精神力の向上に期待したいです。

文責： 北川 裕美（兵庫教育大学）

平成21年度第41回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成21年10月４・11・12・18・25日、11月１・３日

会場：吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦結果

１ 部 京都産業 立 命 館 同 志 社 関 西 大阪産業 龍 谷 勝 分 敗 順 位

京都産業 ○６－２ ○４－０ ○４－１ ○９－３ ○７－３ ５ ０ ０ 優勝

立 命 館 ●２－６ ○９－１ △４－４ ○11－１ ○10－０ ３ １ １ ２位

同 志 社 ●０－４ ●１－９ ○６－２ ○７－６ ○６－１ ３ ０ ２ ３位

関 西 ●１－４ △４－４ ●２－６ ○13－２ ○８－７ ２ １ ２ ４位

大阪産業 ●３－９ ●１－11 ●６－７ ●２－13 ○７－１ １ ０ ４ ５位

龍 谷 ●３－７ ●０－10 ●１－６ ●７－８ ●１－７ ０ ０ ５ ６位

※京都産業大学は３季ぶり20度目の優勝
２部リーグ戦結果

２部Ａ 兵庫教育 神戸学院 四天王寺 佛 教 大阪経法 勝 分 敗 順 位

兵庫教育 ●９－10 ●２－８ ●３－８ ○４－３ １ ０ ３ ４位

神戸学院 ○10－９ ●０－２ ○10－０ ○19－３ ３ ０ １ ２位

四天王寺 ○８－２ ○２－０ ●３－４ ○９－０ ３ ０ １ １位

佛 教 ○８－３ ●０－10 ○４－３ ○11－２ ３ ０ １ ３位

大阪経法 ●３－４ ●３－19 ●０－９ ●２－11 ０ ０ ４ ５位

※１位～３位は大会規定による。
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２部Ｂ 京 都 甲 南 大 阪 京都学園 神 戸 勝 分 敗 順 位

京 都 ○５－２ ●４－５ ○10－５ ●４－５ ２ ０ ２ ３位

甲 南 ●２－５ ●３－５ △４－４ ○７－４ １ １ ２ ４位

大 阪 ○５－４ ○５－３ ●４－６ ●３－４ ２ ０ ２ ２位

京都学園 ●５－10 △４－４ ○６－４ ●１－７ １ １ ２ ５位

神 戸 ○５－４ ●４－７ ○４－３ ○７－１ ３ ０ １ １位

※１位～２位は直接対戦の勝敗による。

２部優勝決定戦

四天王寺大学 ０－３ 神戸大学

※神戸大学は２部優勝・１部自動昇格

２部９・10位決定戦

大阪経法大学 ４－５ 京都学園大学

※大阪経法大学は自動的に３部に降格

３部リーグ戦結果

３部Ａ 大阪府立 関西学院 和 歌 山 大阪工業 大阪体育 勝 分 敗 順 位

大阪府立 ○14－０ ○10－２ ○８－１ ●４－９ ３ ０ １ ２位

関西学院 ●０－14 ●４－７ ●４－12 ●０－７ １ ０ ３ ５位

和 歌 山 ●２－10 ○７－４ ●０－15 ●１－15 １ ０ ３ ４位

大阪工業 ●１－８ ○12－４ ○15－０ ●５－10 ２ ０ ２ ３位

大阪体育 ○９－４ ○７－０ ○15－１ ○10－５ ４ ０ ０ １位

※４位～５位は直接対戦の勝敗による。

３部Ａ 近 畿 大阪経済 大阪市立 奈良教育 流通科学 勝 分 敗 順 位

近 畿 ●10－13 ○４－２ ○６－２ ●０－７ ２ ０ ２ ３位

大阪経済 ○13－10 ○11－４ ○６－２ ○７－２ ４ ０ ０ １位

大阪市立 ●２－４ ●４－11 ○13－２ ●５－８ １ ０ ３ ４位

奈良教育 ●２－６ ●２－６ ●２－13 ●０－７ ０ ０ ４ ５位

流通科学 ○７－０ ●２－７ ○８－５ ○７－０ ３ ０ １ ２位

３部優勝決定戦

大阪体育大学 ４－14 大阪経済大学

※大阪経済大学は２部自動昇格

１部－２部入れ替え戦

大阪産業大学 ３－１ 四天王寺大学

※大阪産業大学は１部残留

２部－３部入れ替え戦

京都学園大学 ３－９ 大阪体育大学

※京都学園大学は３部降格

※大阪体育大学は２部昇格

総評

まずこの秋季リーグで特筆すべきは、「イエロ

ーボールの採用」であった。従来から飛び過ぎる

と言われたボール、そして狭い万博会場でリーグ

を行ってきたが、イエローボールの採用でどれく
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らいホームランが減るのだろうか、投手や野手に

影響がどれくらいあるのかに自然と注目が集まっ

た。

１部は、松本（立命館）、菅村（京都産業）、

開田（大阪産業）という好投手が抜けた中で、各

チームがどのような戦いを見せるかが鍵であっ

た。結果は、総合力に勝る京都産業大学が全勝で

優勝を果たした。２部から昇格した龍谷大学は残

念ながら、１季で降格となった。

２部は、Ａブロックが神戸学院大学と四天王寺

大学が得失点差争いで最終日までもつれたが、チ

ームとしてまとまりのあった四天王寺大学が１位

となった。Bブロックは、投手力で頭一つ抜けて

いた神戸大学が同じく１位となり、その勢いでブ

ロック決勝でも完封し、十数年ぶりの１部復帰を

果たした。また、残念ながら、今回復帰した大阪

経済法科大学は全敗で３部降格となった。実績の

あるチームゆえに今後の巻き返しを期待したい。

３部は、大阪体育大学と大阪経済大学がそれぞ

れブロックを制し、入れ替え戦も含め、両チーム

とも２部昇格となった。春にも２部・３部は２チ

ームの入れ替えだったが、今季も同じくである。

３部のチームはすべてのチームにチャンスがある

と言ってもよく、来季も見逃せない。

リーグ戦全体を総括すると、イエローボールの

導入によって、明らかに投手の投球に影響が出て

いた。高い縫い目にまだ馴染めずコントロールに

苦しむ場面が多く見られた。また、「手打ちのホ

ームラン」は確かに減った感はある。来年への課

題は、このイエローボールへの対応（「投」と

「打」）をどれくらいチームで行うかであろう。

（理事長 森田啓之）

平成21年度第41回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成21年９月12・13・19・20・21日、10月３・４・10・11日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・大阪大谷大学・四天王寺大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 立 命 館 大阪国際 神戸親和 龍 谷 大阪大谷 天 理 関西外語

園田学園 ○10－０ ●０－３ ○１－０ ○５－３ △２－２ ○６－１ ○５－０

立 命 館 ●０－10 ○６－５ ○１－０ ○２－０ ○３－２ ○４－１ ○６－５

大阪国際 ○３－０ ●５－６ ●４－６ ●１－４ ○４－３ ○３－２ ○３－０

神戸親和 ●０－１ ●０－１ ○６－４ ○４－２ ●１－３ ○３－０ ○12－５

龍 谷 ●３－５ ●０－２ ○４－１ ●２－４ ○３－０ ○９－０ ○13－０

大阪大谷 △２－２ ●２－３ ●３－４ ○３－１ ●０－３ ○10－０ ○６－０

天 理 ●１－６ ●１－４ ●２－３ ●０－３ ●０－９ ●０－10 ●３－６

関西外語 ●０－５ ●５－６ ●０－３ ●５－12 ●０－13 ●０－６ ○６－３

１部最終成績

優勝 立 命 館 大 学（６勝０分１敗）

２位 園田学園女子大学（５勝１分１敗）

３位 神 戸 親 和 大 学（４勝０分３敗）
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４位 龍 谷 大 学（４勝０分３敗）

５位 大 阪 国 際 大 学（４勝０分３敗）

６位 大 阪 大 谷 大 学（３勝１分３敗）

７位 関西外国語大学（１勝０分６敗）

８位 天 理 大 学（０勝０分７敗）

※３～５位は直接対戦の勝敗による。

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 得 真莉菜 大阪大谷大学 0.680

２位 西山 遥子 大阪国際大学 0.579

３位 近藤 琴美 園田学園女子大学 0.540

４位 島津あゆみ 龍谷大学 0.522

５位 末方 杏実 神戸親和女子大学 0.500

６位 田井 静香 龍谷大学 0.500

７位 安部 詩織 龍谷大学 0.474

８位 山中 優美 立命館大学 0.423

９位 村上 己月 関西外国大学 0.410

９位 前出 由佳 龍谷大学 0.409

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 西岡 里恵 園田学園女子大学 0.59

２位 田家 由里 大阪大谷大学 0.81

３位 中里見友紀子 大阪国際大学 1.13

４位 島津 あゆみ 龍谷大学 1.24

５位 笹山 あやか 神戸親和女子大学 2.03

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

立命館大学 坂本 香苗 三塁手

園田学園女子大学 西岡 里恵 投 手

神戸親和女子大学 大塚 潤 捕 手

龍谷大学 島津あゆみ 投 手

大阪国際大学 大村恵利佳 内野手

大阪大谷大学 得 真梨菜 中堅手

関西外国語大学 堺 絵莉子 捕 手

天理大学 小森田 真衣 一塁手

盗塁賞：近藤 琴美 園田学園女子大学 記録５

ホームラン賞：谷池 紫穂 園田学園女子大学

堺 絵莉子 関西外国語大学

記録３

２部リーグ戦対戦成績

チーム 武 庫 川 びわこ成蹊 大阪府立 大阪体育 兵庫教育 四天王寺 勝 分 敗 順 位

武 庫 川 ○10－０ ○10－０ ○２－１ ○10－０ ○11－１ ５ ０ ０ １位

びわこ成蹊 ●０－10 ○７－２ ●１－９ ○９－１ ○９－７ ３ ０ ２ ３位

大阪府立 ●０－10 ●２－７ ●３－16 ●１－５ ●２－11 ０ ０ ５ ６位

大阪体育 ●１－２ ○９－１ ○16－３ ○３－１ ○８－０ ４ ０ １ ２位

兵庫教育 ●０－10 ●１－９ ○５－１ ●１－３ ○11－４ ２ ０ ３ ４位

四天王寺 ●１－11 ●７－９ ○11－２ ●０－８ ●４－11 １ ０ ４ ５位

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 藤井茉那美 びわこ成蹊スポーツ大学 0.631

２位 松下 優子 びわこ成蹊スポーツ大学 0.526

３位 山本 瞳依 大阪体育大学 0.523

３位 酒井結衣子 四天王寺大学 0.523

５位 上野加央里 びわこ成蹊スポーツ大学 0.500

５位 小杉はるな 四天王寺大学 0.500

７位 竹森 久美 武庫川女子大学 0.478

８位 上田 麻穂 四天王寺大学 0.470

９位 青木万里子 大阪体育大学 0.450

９位 清木 知子 大阪体育大学 0.450

９位 入田 愛弓 四天王寺大学 0.450

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 夏川麻沙子 大阪体育大学 0.32

２位 河邉まな美 びわこ成蹊スポーツ大学 3.13
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３位 前田有希子 大阪府立大学 4.26

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

武庫川女子大学 大島あずさ 一塁手

大阪体育大学 澤田美和子 外野手

びわこ成蹊スポーツ大学 秋山真里菜 ﾄﾚｰﾅｰ

兵庫教育大学 畠山 晶子 右翼手

四天王寺大学 上田 麻穂 捕 手

大阪府立大学 岩崎 智子 外野手

盗塁賞：森上 真衣 武庫川女子大学 記録６

３部対戦成績表

チーム 奈良教育 摂 南 京都女子 佛 教 勝 分 敗 順 位

奈良教育 ○11－４ ○10－０ ○11－１ ３ ０ ０ １位

摂 南 ●４－11 ○12－６ ○13－12 ２ ０ １ ２位

京都女子 ●０－10 ●６－12 ●14－15 ０ ０ ３ ４位

佛 教 ●１－11 ●12－13 ○15－14 １ ０ ２ ３位

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 山口 千智 京都女子大学 0.818

２位 阿久香保里 奈良教育大学 0.714

３位 鼻登 紗弥 奈良教育大学 0.583

４位 森田 恵 佛教大学 0.562

５位 谷川 美緒 奈良教育大学 0.545

６位 松尾 有起 摂南大学 0.416

７位 伊野 梓 奈良教育大学 0.400

７位 大橋 由佳 奈良教育大学 0.400

７位 山本美智子 奈良教育大学 0.400

７位 古尾 有香 佛教大学 0.400

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 中山 静香 摂南大学 3.63

２位 鼻登 紗弥 奈良教育大学 4.34

３位 関川 依子 佛教大学 9.42

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

奈良教育大学 大橋 由佳 外野手

摂南大学 長南 悠 内野手

佛教大学 関川 依子 内野手

京都女子大学 植山明日香 中堅手

盗塁賞：金山 恵理子 佛教大学 記録５

上田 陽 佛教大学 記録５

森田 恵 佛教大学 記録５

１部リーグ戦総評

秋季リーグでは新チームで迎える大学や引退生

を含め、最後の試合となった大学もあった。各チ

ーム様々な思いで戦った９日間となった。予選リ

ーグを全勝で勝ち抜いた、園田学園女子大学と立

命館大学。立命館大学は秋季リーグより新チーム

になり、勢いを見せ付けた。最後まで力を見せ付

け優勝を飾った。

この秋季リーグを終えて各チーム様々な課題が

でき、実りある大会となったのではないか。次の

シーズンに向け、互いに切磋琢磨することで関西

リーグの更なる発展に繋がることを願う。（文責

：森 尋美 園田学園女子大学）

２部リーグ戦総評

各チーム共、元気に精一杯のプレーをしてい

た。ただ、各校に力の差があり、コールドゲーム

が多く見られたのが残念だ。

今後、各チームのレベルアップを期待し、関西

リーグ全体を盛り上げていきたい。（文責：山中

繭子 武庫川女子大学）

３部リーグ戦総評
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３部の試合は、全体的に点の取り合いだったと

思う。守備でのミスが多く、少ない失点で、相手

チームを抑えるという場面が少なかった。次のリ

ーグでは、守備でのミスを減らし、守備で良い流

れを作り、それを攻撃に繋げていけるようにした

い。（文責：松尾 彩香 奈良教育大学）

第44回全日本大学・第41回西日本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選会

会期：平成21年５月23日(土)・24日(日)

会場：鳥取県倉吉市／鳥取短期大学他

男子Ａゾーン 男子Ｂゾーン

環太平洋大学 10 東 亜 大 学 ５
36

広 島 大 学 １ 広 島 修 道 大 学 12 ０
８ ３ 近

川崎医科大学 ５ 広 島 経 済 大 学 ２ 太
０ 環 工

広島国際大学 12 太 岡 山 理 科 大 学 ２ 学
平 ３ 部

広島工業大学 ９ 洋 近畿大学工学部 ８ ４
12 大

鳥 取 大 学 １ ０ 岡 山 商 科 大 学 ２

岡 山 大 学 １

全日本大学選手権大会第三代表決定戦 西日本大学選手権大会五代表決定戦
（Ａ・Ｂゾーン決勝戦敗退チーム) （Ａ・Ｂゾーン準決勝戦敗退チーム)

広島工業大学 19 広島国際大学 ５
広島工業大 １

東 亜 大 学 ２ 岡 山 大 学 ２
広島修道大

広島修道大学 ７
12

岡山商科大学 ０

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：IPU環太平洋大学・近畿大学工学部・広島工業大学

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：IPU環太平洋大学・近畿大学工学部・広島工業大学・

東亜大学・広島修道大学

女子

I P U環太平洋大学 19 中 国 学 園 大 学 ８
10 13

岡 山 大 学 ２ 広 島 修 道 大 学 ２
環太平洋大学 鳥取短期大学

広 島 大 学 11 川崎医療福祉大学 ３
０ 14

鳥 取 大 学 ０ 鳥 取 短 期 大 学 10

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：IPU環太平洋大学・鳥取短期大学

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：IPU環太平洋大学・鳥取短期大学・広島大学・中国学園大学
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第９回中国地区大学ソフトボール選手権大会

会期：平成21年11月７日(土)・８日(日)

会場：広島市／広島修道大学グラウンド、他

男子 女子

広島修道大学 17 環 太 平 洋 大 学 14

広島国際大学 ２ ６ 広 島 修 道 大 学 ０ ７
１ ６

岡山理科大学 ６ 中 国 学 園 大 学 12
０

近畿大学工学部 ７ 川崎医療福祉大学 15
４ １

鳥 取 大 学 ０ 岡 山 大 学 ２
４

岡山商科大学 ０ 鳥 取 短 期 大 学 17
８

広島工業大学 ３ ７ 鳥 取 大 学 １
８

広島経済大学 ４ ８

環太平洋大学 ７
２

岡 山 大 学 ２ 12

広 島 大 学 １

講評 第９回中国地区大学選手権大会は、広島市

ソフトボール協会のご協力を得、広島修道大学と

出島西公園に会場を分け開催した。当初、大会エ

ントリー数は、男子12、女子８であったが、東亜

大学（男子）と広島大学（女子）の２チームが新

型インフルエンザのため、急遽出場を取り止め、

男子11、女子７チームの大会となった。

結果は、男女ともに環太平洋大学が圧倒的な強

さを見せつけ優勝を果たした。全般的には、大味

な試合が多く（点差コールドゲームが16試合中９

試合）、今オフにおける来春に向けてのチーム強

化が課題となる大会であった。（鳥取短期大学

逢坂秀樹）

平成21年度四国地区大学男子ソフトボール春季大会

会期：平成21年４月25日(土)・26日（日）

会場：愛媛県新居浜市／国領川河川敷グランド

香 川 大 学 ５ ３位決定戦
抽 香 川 大 学 ７

松 山 大 学 ６ 選 ０
５ 高知工科大学 ６

高 知 大 学 ５
優勝 愛媛大学

愛 媛 大 学 ６
６

四国学院大学 ２ 12
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高知工科大学 ２ ※25日雨天のため、26日にトーナメント戦を実施

第44回全日本大学(男･女)ソフトボール選手権大会四国予選会

－兼、第41回西日本大学ソフトボール選手権大会四国予選会－

会期：平成21年５月17日(土)・18日(日)

会場：高知県香南市／野市青少年センターグウランド

男子

高 知 大 学 ５

香 川 大 学 16 １
２

松 山 大 学 ４
愛媛大学

四国学院大学 ４
３

高知工科大学 11 10

愛 媛 大 学 15

香 川 大 学 12
３位 香川大学

高知工科大学 ５

全日本大学選手権出場権獲得校：愛媛大学・

高知大学

西日本大学選手権出場権獲得校：愛媛大学・

高知大学・

香川大学

女子

チ ー ム 香川大学 愛媛短大 四国大学 勝 敗 順位

香 川 大 学 ●０－18 ○10－０ １ １ ２位 全日本大学選手権出場権獲
得校：愛媛女子短期大学

愛媛女子短期大学 ○18－０ ○９－２ ２ ０ 優勝
西日本大学選手権出場権獲

四 国 大 学 ●０－10 ●２－９ ０ ２ ３位 得校：愛媛女子短期大学・
香川大学

平成21年度四国地区大学(男･女)ソフトボール秋季大会

会期：平成21年10月17日(土)・18日(日）

会場：香川県坂出市／トクヤマ坂出グラウンド・林田運動公園

男子予選リーグ

Ａグループ 愛 媛 香 川 高 工 順 Ｂグループ 高 知 四 学 松 山 順

● ○ ○ △
愛 媛 ２ 高 知 １

１－14 ４－１ 11－１ ７－７

○ △ ● ●
香 川 １ 四国学院 ３

14－１ ７－７ １－11 ４－10

● △ △ ○
高知工科 ３ 松 山 ２

１－４ ７－７ ７－７ 10－４
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男子決勝トーナメント ５・６位決定戦

香 川 大 学(Ａ１) 12 高知工科大学(Ａ３) 10

２

松 山 大 学(Ｂ２) １ 四国学院大学(Ｂ３) ９

優勝 愛媛大学

愛 媛 大 学(Ａ２) ８

９

高 知 大 学(Ｂ１) ０

女子

チ ー ム 愛媛短大 香川大学 四国大学 勝 敗 順 位

愛媛女子短期大学 ○15－０ ○20－２ ２ ０ 優勝

香 川 大 学 ●０－15 ○15－３ １ １ ２位

四 国 大 学 ●２－20 ●３－15 ０ ２ ３位

第27回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール春季大会

（兼、第43回全日本大学(男子・女子)ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成21年５月30日(土)・31日(日)日

会場：鹿児島県知覧町／平和公園多目的球場他

女子

予選リーグＡ 熊 学 九 共 名 桜 順位 予選リーグＢ 九 共 福 岡 沖 国 順位

● ○ ● ○
熊本学園大学 ２位 九州共立大学 ２位

４－５ ９－０ ４－６ ８－０

○ ○ ○ ○
日本文理大学 １位 福 岡 大 学 １位

５－４ 13－０ ６－４ 10－３

● ● ● ●
名 桜 大 学 ３位 沖縄国際大学 ３位

０－９ ０－13 ０－８ ３－10

決勝トーナメント

日本文理大学 ８
８

九州共立大学 ０
優勝 日本文理大学（３年連続３回目)

熊本学園大学 ４
４

福 岡 大 学 ７
※３年連続３回目の優勝を果たした日本文理大学が全日本大学選手権の出場権獲得
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男子

福 岡 大 学 12
５

九 州 共 立 大 学 ０

大分大学医学部 ５ ７
０

琉 球 大 学 １ ２

佐 賀 大 学 １

九 州 産 業 大 学 12 ５

第 一 工 業 大 学 ８ ０
８

産 業 医 科 大 学 １ ２

日 本 文 理 大 学 ０
６

鹿児島国際大学 ８

福 岡 経 済 大 学 ４
福 岡 大 学

九 州 大 学 ０ ３ （３年連続12回目）
５

沖 縄 国 際 大 学 ９
９

福 岡 工 業 大 学 ２
２

長 崎 県 立 大 学 ３ 13

名 桜 大 学 ６ ２

崇 城 大 学 21

久留米工業大学 ０ ６
不戦勝 ２

長 崎 国 際 大 学 ７ １

西 南 学 院 大 学 ２
５

熊 本 学 園 大 学 14

第５代表決定戦

佐 賀 大 学 ５
２

沖 縄 国 際 大 学 １
熊本学園大学

熊 本 学 園 大 学 ６
９

九 州 産 業 大 学 ０

※第44回全日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学・名桜大学・鹿児島国際大学・崇城大学・熊本学園大学
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第９回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール秋季大会

会期：平成21年11月７日（土）・８日（日）

会場：鹿児島県知覧町／平和公園多目的球場他

男 子

福 岡 大 学 18

17

長 崎 国 際 大 学 ０

九 州 大 学 ６ 14

12

第 一 工 業 大 学 ５ ０

長 崎 県 立 大 学 ４

９

九 州 産 業 大 学 12

沖 縄 国 際 大 学 ７ 10

棄権 19

西 南 学 院 大 学 ０ ３

福 岡 工 業 大 学 １

７

崇 城 大 学 11 福 岡 大 学

福 岡 経 済 大 学 ９ （４年連続６回目）

九 州 共 立 学 １ ３

２

琉 球 大 学 ４ ９

久留米工業大学 ０

１

鹿児島国際大学 21

２

佐 賀 大 学 ０

熊 本 学 園 大 学 ７ １

長 崎 大 学 ０ ８

東 海 大 学 九 州 ２

３

名 桜 大 学 18
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女 子

日本文理大学 ２

１

九州共立大学 11 ２

２ ３

名 桜 大 学 １

福岡大学

沖縄国際大学 ０ ２位 九州共立大学

４ １ ３位 熊本学園大学

熊本学園大学 ７ 15 ４位 日本文理大学

３ ５位 沖縄国際大学

福 岡 大 学 ２ ６位 名桜大学

－平成21年度－

大学連盟加盟チームによるソフトボール普及活動の実績報告

理事長 末 井 健 作

大学連盟は、加盟大学チームの競技力の向上を図ることは最も重要な柱としていますが、競技種別を

問わず地域社会においてソフトボールを普及するための活動も重要な責務と考えています。この度初め

て連盟として加盟大学のソフトボールの普及活動を把握いたしました。これからも多くの加盟大学が地

域社会と連携し普及活動を行っていきたいと考えています。なお、以下に掲載したのは実施予定事業も

含めて、今回各地区より報告があったものです。

【近畿地区】

◎大阪大谷大学

事業名：ソフトボール教室（柏原市教育委員会）

日程：平成21年５月31日

会場：大阪大谷大学グラウンド

対象：こども会ソフトボールチーム約200名

概要：ソフトボールの基本技術の指導。

事業名：ソフトボール教室

日程：平成21年11月29日

会場：大阪大谷大学グラウンド

対象：中学生・高校生約100名

概要：基本技術、並びに発展的技術の指導

◎大阪国際大学

事業名：守口市との教育連携事業

概要：平成21年より守口市の中学校（２校）へ

学生指導者を派遣。基本は週に２～３

回、時間は２時間ほどで内容はソフトボ

ールの実技指導。

事業名：北河内中体連ソフトボール部実技講習会

日程：平成21年12月５日

会場：門真市立第六中学校

概要：北河内地区の中学生2 0 0名を対象とし

た、ウォーミングアップ・ピッチング・

守備・打撃の実技講習会に協力

事業名：大阪市第５ブロックソフトボール部実技
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講習会

日程：平成22年１月９日

会場：新生野中学校

概要：大阪市第５ブロックの中学生80名を対象

とした、ウォーミングアップ・ピッチン

グ・守備・打撃の実技講習会に協力

◎神戸親和女子大学

事業名：中学生交流研修会

日程：平成21年７月４・５日

会場：神戸親和女子大学グラウンド

概要：中学生約80名を対象に、ポジション別で

の基本練習会と他府県チームとの交流試

合、並びに技術指導

事業名：神戸サマーキャンプ

日程：平成21年８月１～４日

会場：神戸親和女子大学グラウンド、神戸親和

女子大学鈴蘭台西グランウンド

概要；高校生150名を対象に、高校生の新チー

ムでの練習会。基本練習組み、実践練習

組みに分かれての合同練習（学生が企画

・運営・指導）

事業名：NPO法人アマ、バンド＆スポーツ（通称

名ABS）主催「ジュニアのためのベース

ボール・トレーニングクリニック」（AB

Sの事業を受けて本学との共催で開催）

日程；平成21年11月28日、12月５、19日

会場；神戸親和女子大学グラウンド

対象；延べ参加人数は小・中・高校生210名。

概要；スポーツ（野球・ソフトボール）活動を

通しての、青少年の健全なる育成をテー

マにとして、専門的な指導を受け、子ど

もたちのモチベーションを高めながら技

術向上を目的とする講習会

外部講師である矢野眞司氏（アスリート

ジャングル代表・ベースボールトレーニ

ングが専門）を招聘し、学生がアシスタ

ントを務める。

事業名：NPO法人アマ、バンド＆スポーツ（通称

名ABS）主催、第２回「ソフトボールフ

ェステバルIN KOBE」（ABSの事業を受

けて本学との共催で開催）

日程；平成22年１月30・31日

会場；神戸総合運動公園球技場

対象；延べ参加人数小・中・高校生約800名

概要；「兵庫県出身の実業団選手及び兵庫県国

体成年男子チーム」を中心に講師として

迎えての、ソフトボール教室・指導者向

けクリニック・選手と子どもの交流会

本学学生が企画・運営

◎園田学園女子大学

事業名：大学コンソーシアムひょうご神戸 キッ

ズオープンキャンパス『スポーツフェス

タ』

日程；平成21年10月24日

会場；園田学園女子大学

対象；幼児・小学生30名

概要；ボールを使って打つ・投げるを体験し、

ソフトボールの楽しさや、体を動かす楽

しさを学ばせる。

事業名：京都府中体連競技力向上ソフトボール講

習会

日程；平成21年12月12・13日

会場；京都府洛南中学校

対象；中学生300名

概要；二日間にわたっての指導を実施（初日は

基本練習、２日目はポジションに分かれ

ての個別指導など）

事業名：園田学園女子大学・県立但馬ドーム共催

地域貢献事業 『ソフトボールクリニッ

ク』

日程；平成22年２月６・７日

会場；兵庫県立但馬ドーム

対象；小・中学生200名(６日)、

高校生・一般100名(７日)

概要；６日は投・捕・打についての基本的技能

習得のための様々な練習方法の指導を行

う。７日は初心者、中・上級者のレベル

に応じた技術練習及び指導を行う（初心
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者には、キャッチボール・ゴロ捕球の色

々な練習方法やトス・ティーバッティン

グを中心に的確にミートするポイントを

指導。中・上級者には、試合により近い

形での守備練習やより遠くに鋭い打球を

飛ばすためのアドバイスを行う）。

事業名：尼崎ソフトボール協会『ソフトボール

クリニック』

日程；平成22年２月28日

会場；園田学園女子大学

対象；小・中学生100名

概要；投・捕・打についての基本的技能習得の

ための様々な練習方法の指導を行う。

◎天理大学

事業名：ソフトボール講習会

日程；平成21年２月21日

会場；亀岡高校

対象；亀岡高校・亀岡中学ソフトボール部部員

30名

概要；ソフトボールの基本技術、並びに各ポジ

ション別の技術指導

事業名：ソフトボール講習会

日程；平成22年２月頃予定

会場；天理大学

対象；亀岡中学ソフトボール部員約20名

概要；基本技術、並びに各ポジション別の技術

指導

【四国地区】

◎愛媛女子短期大学

事業名：総合型スポーツクラブソフトボール教室

会場；愛媛女子短期大学学内グラウンド

対象；宇和島市内小中学生男女

概要；毎月１～２回程度、を対象に、ソフトボ

ール教室を開催し普及活動に取り組んで

いる（飽きないように遊びの要素を多く

取り入れ、球技の特性や発達段階に応じ

た、投げる・打つ・走るの基本的な動作

を、安全に楽しく指導している）。

【調査研究委員会】

原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も、内容をいっそう充実・発展させていくために、どしどし原稿を

お願いします。論説、提言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様

なものを期待しています。とともに、こんな研究内容や企画をしてほしい！とい

うようなものがあれば、併せて連絡をくださいますようお願いします。特に学生

の皆さんから。なお、毎年10月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ており

ますので、下記までご連絡をください。(研究調査委員会 小川幸三・森田啓之)

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７

E-mail:hmorita@hyogo-u.ac.jp
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投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボー

ル連盟に登録された者（理事、監督、コーチ、選

手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認

めた者については、この限りではない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭

言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践研究、

事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿

は、原則として一編につき本誌４ページ以内（巻

頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調

査・研究委員会が必要と認めた場合はこの限りで

はない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊

のものであってもよい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものはすべて受理・採択

する。

なお、書式等に問題がある場合は、調査・研究

委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総

説、論文などの別を指定して、調査・研究委員会

へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設

けないが、毎年10月20日で区切るものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守さ

れたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、

原稿を作成する場合は、Ａ４版縦置き横書き、本

文は全角22字×40行の２段組（上下余白25mm・左

右余白20mm・段間10mm）、文字サイズは10ポイン

ト・和文フォントは明朝体を基本とする。ワープ

ロソフトは、「Word」もしくは「一太郎」とし

（「Excel」は認められない。)、C D - Rなどのメ

ディアとともに提出すること。

【広報記録委員会】

全日本大学ソフトボール連盟表彰

全日本大学ソフトボール連盟は、大内敬哉前会

長（中京大学）に対し、永年にわたり連盟の役員

として運営にご尽力を賜りましたので、平成21年

３月８日の総合役員会において「功労表彰」を贈

りました。

また、第８回ワールド・ゲームズ2009（高雄）

出場選手（６ページ参照）に対し、優秀な成績を

収められたので、平成21年８月27日のインカレ開

会式終了後、その成果と努力を讃えて「優秀選手

表彰」を贈りました。
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トヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯

第９回大学ソフトボール東海オープン出場チーム募集

出場のお申し込みは、次の大会要項をご覧のう

え、お願いいたします。

なお、出場の申し込みは学連ＨＰ http://ww

w.chujo-u.ac.jp/ajc-softball/ 上のみから、

受け付けています。「大会要項」必ず熟読してか

らお願いいたします。

トヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯

第９回大学ソフトボール東海オープン大会要項

１．主 催 東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管 愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・安城市ソフトボール協会

３．後 援 全日本大学ソフトボール連盟・安城市・安城市教育委員会・安城市体育協会・

(株)中日新聞社

４．協 賛 トヨタ自動車㈱・㈱豊田自動織機・㈱デンソー・㈱東海理化

５．特別協賛 ダイワマルエス㈱

６．大会期間 平成22年３月16日（火）・17日（水）・18日（木）、予備日３月19日（金）

７．大会会場 安城市総合運動公園（６球場）

８．チーム数 男子12、女子12、計24チーム

９．参加資格 全日本大学ソフトボール連盟および(財)日本ソフトボール協会に登録されているチー

ム、もしくはそのチームの登録選手による合同チームであること。

また、監督会議から予備日を含めて全日程に参加できること。

なお、出場申し込み多数の場合は、主催者が各地区における秋季大会の成績と地域性

などを参考に選抜する。

10．出場資格 主催者によって、出場を認められたチームのあらかじめ選手登録された選手に限る。

このうち、試合ごとにベンチに入ることのできるのは、選手25名、部長１名、監督１

名、コーチ２名、トレーナー１名、記録員の資格を有するスコアラー１名、主務１名

の計32名以内とする。

なお、新１年生の出場については、出身高校と当該大学部長の承認がある場合は認め

る。

11．参 加 料 １チーム30,000円、登録選手１名につき500円

12．申込方法 E-mailアドレスmztn@chujo-u.ac.jpへmailの件名を「○○大学東海オープン加申込」

とし、１月末日までに申込書を請求すること。また、出場が認められた後、申込書フ

ァイルを返信し、参加料を次の振込口座へ２月12日(金)までに振り込むこと。

【振込口座】

銀行：三菱東京ＵＦＪ銀行大府支店 口座番号(普通)１５２９５４７

名義：東海地区大学ソフトボール連盟理事長水谷博

13．競技方法 男女各12チームを３チームずつ４グループに分けて予選リーグ戦を１日で実施し、翌
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日１位グループ・２位グループ・３位グループ各４チームによる順位決定トーナメン

ト戦を行う。

14．競技規則 2010年度オフィシャルソフトボールルール及び競技運営規則による。

本大会においては、「投手の20秒ルール」と「打者の10秒ルール」を試験的に採用す

る。

なお、第一日の予選リーグ戦においては、90分を過ぎて次のイニングに入らない。ま

た、サスペンデッドゲームを採用する。

15．使 用 球 ダイワマルエス社製公認革ボールとし、主催者が提供する。

16．審 判 員 (財)日本ソフトボール協会公認審判員

17．記 録 員 (財)日本ソフトボール協会公認記録員

18．表 彰 優勝チームに対し賞状とトヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯を、準優勝・

第３位のチームに対し賞状と盾を授与する。なお、トヨタ・デンソー・豊田自動織機

・東海理化杯は持ち回りとする。

最優秀選手賞と敢闘選手賞として男女各１名に賞状と盾を授与する。

19．組合抽選 ２月19日(金)午後４時から安城市体育館において公開代理抽選を行う。

20．監督会議 ３月16日(火)午後２時から安城市総合運動公園体育館会議室において行う。

21．開 会 式 ３月16日(火)午後４時から安城市総合運動公園ソフトボール場Ａ球場において行う。

22．閉 会 式 全試合終了後、安城市総合運動公園ソフトボール場Ａ球場において行う。

23．費 用 参加チームの旅費、滞在費はすべてチームの負担とする。

24．傷 病 等 主催者・主管者は大会期間中における傷害・疾病並びに事故等について一切の責任を

負わない。損害賠償保険にも加入し、保険証を持参すること。

25．宿泊弁当 主催者は斡旋しない。ただし、宿泊については関係機関を紹介する。

26．備 考 出場チームは部長または監督に引率され、チームの行動について責任を負うこと。

27．交流試合 大会が順調に終了した場合、予備日に最大８試合の交流試合を実施する。なお、この

対戦チームについては、希望は伺うものの、主催者に一任されたい。

28．問合せ先 中京女子大学 水谷 博 E-mail mztn@chujo-u.ac.jp

安城市
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全日本大学ソフトボール連盟役員

職 名 氏 名 所 属 氏 名 所 属

会 長 一 谷 宣 宏 園田学園女子大学 －

武 藤 幸 政 城西大学 中 野 紀 明 国士舘大学

副 会 長

中 野 元 熊本学園大学 －

坂 井 正 郎 国士舘大学名誉教授 角 田 真一郎 早稲田大学名誉教授

顧 問 水 野 信 義 ＷＳＭ教育研究所 斎 藤 滋 雄 学習院大学名誉教授

大 内 敬 哉 中京大学名誉教授 －

理 事 長 末 井 健 作 兵庫県立大学 －

副理事長 逢 坂 秀 樹 鳥取短期大学 高 橋 伸 次 高崎経済大学

森 田 啓 之 兵庫教育大学（事務局長） hmorita@hyogo-u.ac.jp

大和田 寛 仙台大学 小 川 幸 三 日本体育大学

常任理事 黒 田 重 靖 富山大学 水 谷 博 中京女子大学

久保田 豊 司 大阪国際大学 宮 尾 直 海 愛媛女子短期大学

濱 貴 一 熊本学園大学

小 嶋 高 良 八戸工業大学 大 塚 健 樹 盛岡大学

理 事 岡 田 万 嗣 山梨学院大学 丸 山 克 俊 東京理科大学

立 山 利 治 国際武道大学 吉 野 みね子 東京女子体育大学
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木 藤 盛 雄 成蹊大学 岩 間 英 明 松本大学

山 本 英 弘 朝日大学 矢 澤 久 史 東海学院大学

丸 山 悟 日本福祉大学 石 井 賀一郎 中京学院大学

理 事

児 玉 公 正 大谷女子大学 但 尾 哲 哉 神戸親和女子大学

山 本 孔 一 IPU環太平洋大学 新 垣 實 沖縄国際大学

富 田 国 興 （広島修道大学） 舟 山 健 一 東北福祉大学

飯 島 隆 盛岡大学 大 塚 隆 東海大学

櫻 井 佳代子 新島学園短期大学 石 井 雅 章 城西大学

高 橋 流 星 日本体育大学 友 坂 敏 信 富山大学

合 津 正之助 常葉学園大学 廣 田 真 史 名古屋大学

評 議 員

谷 口 佳津宏 南山大学 磯 野 徹 愛知大学

板 谷 昭 彦 園田学園女子大学 太 田 貴久男 佛教大学

秋 澤 俊 史 摂南大学 鈴 木 正 明 IBU四天王寺大学

落 合 功 広島修道大学 山 中 卓 鹿児島国際大学

監 事 平 野 義 明 関西大学 細 田 きみ子 東京女子体育大学

〒670-0092 姫路市新在家本町１－１－12 兵庫県立大学環境人間学部

事 務 局

ＦＡＸ：(０７９２)９３-５７１０ E-mail：suei@shse.u-hyogo.ac.jp

学 生 委 員 長 田邉裕貴（中京大学）

学生副委員長 田中 琢朗(成蹊大学)・尾関 克也(関西大学)・平野 礼奈(国士舘大学)
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平成21年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 11 仙台大学 東北大学 東北学院大学 日本大学工学部 八戸工業大学

弘前大学 福島大学 北翔大学 北海道大学 宮城教育大学 盛岡大学

関 東 20 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 芝浦工業大学 城西大学

城西国際大学 高崎経済大学 千葉大学 筑波大学 中央学院大学

都留文科大学 獨協大学 東海大学 東京国際大学 東京理科大学

日本大学生物資源科学部 日本大学生産工学部 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ５ 金沢大学 信州大学 富山大学 長野大学 福井県立大学

東 京 22 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国際基督教大学 国士舘大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 帝京大学 東京大学 東京学芸大学

東京農業大学 東洋大学 日本大学 日本歯科大学 日本体育大学 一橋大学

文教大学湘南 東京都市大学 明治大学 立教大学 早稲田大学

東 海 17 愛知大学 愛知学院大学 愛知教育大学 愛知みずほ大学 朝日大学

岐阜聖徳学園大学 静岡大学 中京大学 中京学院大学 中部大学

東海学園大学 常葉学園大学 名古屋大学 名古屋商科大学 南山大学

日本福祉大学 名城大学

近 畿 28 大阪大学 大阪経済大学 大阪経済法科大学 大阪工業大学 大阪産業大学

大阪市立大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学 関西学院大学

京都大学 京都学園大学 京都産業大学 近畿大学 神戸大学 神戸学院大学

甲南大学 四天王寺大学 同志社大学 奈良教育大学 姫路獨協大学

兵庫教育大学 兵庫県立大学 佛教大学 立命館大学 龍谷大学

流通科学大学 和歌山大学

中 国 13 岡山大学 岡山商科大学 岡山理科大学 川崎医科大学 環太平洋大学

近畿大学工学部 東亜大学 鳥取大学 広島大学 広島経済大学

広島工業大学 広島修道大学 広島国際大学

四 国 ７ 愛媛大学 香川大学 高知大学 高知工科大学 四国大学 四国学院大学

松山大学

九 州 23 沖縄国際大学 大分大学医学部 鹿児島国際大学 九州大学 九州共立大学

九州産業大学 熊本学園大学 久留米工業大学 佐賀大学 産業医科大学

西南学院大学 崇城大学 第一工業大学 東海大学九州Ｃ 長崎県立大学

長崎国際大学 西日本工業大学 日本文理大学 福岡大学 福岡経済大学

福岡工業大学 名桜大学 琉球大学
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平成21年度 女子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ７ 仙台大学 東北福祉大学 弘前大学 富士大学 北翔大学 宮城教育大学

盛岡大学

関 東 17 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 相模女子大学 淑徳大学

順天堂大学 城西大学 城西国際大学 清和大学 千葉大学 筑波大学

東海大学 日本大学生物資源科学部 新島学園短期大学 文教大学

山梨学院大学

北 信 越 ７ 金沢大学 金沢学院大学 上越教育大学 信州大学 富山大学 福井大学

松本大学

東 京 18 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 国際基督教大学

実践女子大学 専修大学 成蹊大学 創価大学 中央大学 津田塾大学

東京学芸大学 東京女子体育大学 日本大学 日本女子体育大学

日本体育大学 明治大学 早稲田大学

東 海 13 愛知教育大学 桜花学園大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学 鈴鹿国際大学

中京大学 中京学院大学 中京女子大学 東海学院大学 東海学園大学

名古屋大学 日本福祉大学 浜松大学

近 畿 19 大阪国際大学 大阪体育大学 大阪府立大学 大阪大谷大学 関西外国語大学

京都女子大学 神戸親和女子大学 神戸学院大学 四天王寺大学 摂南大学

園田学園女子大学 天理大学 兵庫教育大学 佛教大学 奈良教育大学

びわこ成蹊スポーツ大学 武庫川女子大学 立命館大学 龍谷大学

中 国 ８ 岡山大学 川崎医療福祉大学 環太平洋大学 中国学園大学 鳥取大学

鳥取短期大学 広島大学 広島修道大学

四 国 ３ 愛媛女子短期大学 香川大学 四国大学

九 州 ６ 沖縄国際大学 熊本学園大学 福岡大学 日本文理大学 九州共立大学

名桜大学

男 子 146大学

女 子 98大学

合 計 244大学 平成2009年７月21日現在
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編 集 後 記

昨年の漢字は「新」でした。学連にとっては大学女子日本代表チームのワールドゲームズ

での優勝という輝かしい年でしたので、「輝」とか「喜」でしょうか。しかし、喜んではい

られません。ソフトボールのオリンピック種目への復帰は叶いませんでした。「悔」の一字

に尽きます。商業主義的で貴族趣味的なところがあるＩＯＣの体質改善を望むのは私たちだ

けではないと思います。特に、環境オリンピックを掲げるＩＯＣがゴルフを選択したのはど

うしても納得できません。「新」しい時代の到来を祈念します。

ところで、本号では「研究報告」を１編、「卒論紹介」を３編掲載しました。ソフトボー

ルに関する研究を紹介し、これを推進・発展させていくことは大学連盟に課せられた大きな

責務であると考えています。今後とも着実に実施していきます。

最後になりましたが、本号に原稿や情報をお寄せいただいた方々に感謝申し上げ、編集後

記といたします。

広報記録委員会：水谷 博（中京女子大学）・山本英弘（朝日大学）・矢澤久史（東海学院大学）

表紙写真：ワールドゲームズ 2009 IN 高雄
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